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「あ、あのね、実は私……」

　俺は今、生い駒こまアギトこと生駒茉まつ莉りちゃんの仕事場で、黙だまって彼女のセリフを聞いていた。

「あんたのこと、好きなの！」

「え……えぇっ!?」

　彼女はそのセリフを言い放つと同時に、思いきり抱だきついた。ベッドの上で、体重の重みに耐たえられず二人してそのまま倒たおれ込んでしまう。

　お、おいおい……噓うそだろ？

「と、突とつ然ぜん何言ってんだよ!?」

「突然なんかじゃない！　前から好きだったの。本当はあんたも、気付いてたんじゃないの？」

「え!?　ちょ、ちょっと待って……俺をからかってんの!?　っていうか何この体勢!?」

　押し倒されたような状態になり、そのまま彼女はなんと、制服のブラウスのボタンを外し始める。

　ば、馬ば鹿かな……信じられない。

「な、何脱ぬいでんだ!?」

「だってあんた、こうでもしなきゃ私の気持ち分かってくれないじゃない！」

「わ、分かった！　分かったから落ち着けって！」

　止める言葉も虚むなしく、彼女はブラウスのボタンを全すべて外して下着を露あらわにした。

「本当に？　ほんとに私の言うこと分かってくれた？」

「あ、ああ！」

「じゃあ……キスしてよ」

「え!?」

　頰ほおを赤くして、恥はずかしそうにそんなことを言い出す彼女。

　ここまで大だい胆たんなことをしておきながら、今いま更さら照れる奴やつがあるか？　と内心突つっ込みたくなった。

　彼女はそっと目を瞑つぶり、顔を近づける。

「…………」

　そのままどんどん距きよ離りが近付いていき──。




「ただいま」




　そこで、仕事部屋の扉とびらが開いた。

「！　茉莉ちゃん。おかえり」

　茉莉ちゃんが、学校から帰ってきたようだ。

「あんたまた、原げん稿こう作業しながらアニメ見てたの？」

　茉莉ちゃんは仕事部屋にあるテレビ画面に流れている映像を見て言った。

「あ、うん……」

　画面の中では、このアニメのヒロインである『凪なぎ原はらありさ』が、キスする直前に「やっぱりこんなの駄だ目め──っ！」なんて言いながら主人公の頰をビンタしていた。

　な、なんだと……!?　あそこまで自分から積極的に迫せまっておきながら、いざキスをするとなったらビンタだなんて……全くわけが分からないぞ。

「あんたここのところずっと『ラブ・ハプ』見てるわよね」

『ラブ☆ハプ』──正式名めい称しよう『ラブ☆ハプニング』。

　十年近く前の元祖ラブコメアニメだ。

　茉莉ちゃんから、このアニメは名作で、ラブコメの基本が全て押さえてあるので全話見た方がいい、と前々から言われていた。現代のラブコメ漫まん画がを描かく上でも必ず参考になるから、と。

　そんなに勧すすめてくるなら余よ程ほど参考になるんだろうし、原稿を進めながらだったら見てもいいかなあという気持ちになったので、ここのところ原稿作業中流すようにしていたのだが……。

「どう？　ちゃんと勉強できた？」

「いや、まったく」

　俺は即そく答とうした。

「……は？」

「このヒロイン、ビッチすぎるでしょ!?」

「何言ってんの、ありさは処女って設定よ」

「それは知ってるけど、男性経験ない純情な女子高生が自分からこんな風に迫ってくるわけないじゃん！　こんなこと、絶対起こりえない！」

　俺はこのアニメを見ながら、途と中ちゆう何度驚おどろきのあまり戦せん慄りつしたり、心の中で突っ込みを入れたりしたか分からない。

　茉莉ちゃんから様々な作品を勧められていくつか視し聴ちようしてみたが、その中でもこの作品は群を抜ぬいてぶっとんでいた。

「そもそも、何の取り柄えもない主人公が美少女たちから迫られまくってるのだってわけ分かんないけど、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって萌もえ系ラブコメはそういうもんだって割り切るにしたって、納なつ得とくのいかない部分が多すぎるよ！　女の子たちはすぐ主人公のこと好きになるし、自分からエロいことして迫ってくるし……」

「それが萌え系ラブコメの醍だい醐ご味みなんじゃない。男の理想でしょ」

「それはそうだけど、いくらなんでも都合良すぎるって」

　勉強になりそうなシーンはいくつかあったのだが、そういう点ばかりが気になってしまうあまり、俺自身はこの作品を見ていても一いつ切さい萌えることができなかった。

「現実味がなさすぎて全然萌えられなかったよ。実際こんなこと起きるわけないし、とか思っちゃって」

　現実にこんなエロい迫り方してくる女がいたら、それは痴ち女じよだろう。

　いくらなんでも積極的すぎて、リアリティが一切感じられない。個人的には、もっと女の子には恥じらいを持っていて欲しいと思う。

「実際にこんなこと起きるわけない？　ラブコメ漫画家が、そんな夢のないこと言ってどうすんのよ！」

　茉莉ちゃんが、俺の言葉に憤ふん慨がいして声を荒あららげる。

「だって、現実問題そうでしょ」

「も[image: ～][image: ～]、少しは萌えを理解できてきたかと思ってたけど、やっぱりまだまだみたいね！　これから連れん載さいも始まって頑がん張ばろうって時期なのに、まだそんなこと言ってるなんて……。これはもう早そう急きゆうに、一刻も早くあんたに萌えを勉強させないと！」

「ちょ、ちょっと待って！　確かに萌えの勉強も大切だけど、今はそれより大事なことがあるじゃん！」

　今は五月上じよう旬じゆん。

　俺と茉莉ちゃんが描いたラブコメバトル漫画の新連載『BATTLE IDOL!』（通つう称しようバトアイ）の第一話の原稿が先月に上がり、今月末発売の雑誌『月刊プリティードラゴン』（通称プリドラ）に掲けい載さいされる。

　現在は今月末の締しめ切りに向けて、『バトアイ』二話目を二人で執しつ筆ぴつ中だ。

　今月下旬に修学旅行がある関係で、今月分の原稿が既すでにスケジュール的にとても厳しい状態にある。

『ラブ・ハプ』のＤＶＤを見ていたのも、原稿作業を進めながらＢＧＭ代わりに流していた程度だし、そろそろ仕事中に流すのをやめて原稿作業に集中しなければな、と思っていた。

「そ、そうだけど……でも、あんたに萌えを理解させるのだって同じくらい大事だっていうのに！」

　茉莉ちゃんは大げさなくらい深刻な表情で考え出す。

「アニメを見てもリアリティがない、とか言うんなら、もうどうしたらいいのよ！　まあ何にせよ、今は今月分の原稿が最優先だけど……」

　そこで、インターフォンの音が聞こえた。茉莉ちゃんが出ると、アシスタントのエミリちゃんがやってきたようだ。

「なんか言い争ってる声が外まで聞こえてきましたけど、また喧けん嘩かしてるんですか？　もう、毎回毎回いい加減にして下さいよほんと。子供じゃないんだから」

　仕事部屋に入ってきて早々に、エミリちゃんがうんざりした様子で言う。

「？　喧嘩なんかしてないけど……」

「大声出してませんでした？」

「まあ、それはいつものことっていうか……」

「なんですかそれ。っていうか、修学旅行っていつから、何泊ぱくでしたっけ？　日数的に結構やばいんでしたよね？」

　アシスタントの立場であるエミリちゃんにまで心配されてしまうなんて……。

「修学旅行があるのは今月四週目で、四泊五日だよ」

　修学旅行前までに、ある程度原稿作業を進めておかなければならない。

　どんなに順調に進んだとしても、何度計算してもギリギリ進行になってしまう。

「今から気合いを入れて頑張らないと。エミリちゃんにも、先月よりたくさん入ってもらうことにはなると思うけどさ」

「……！」

　そこで、なぜか茉莉ちゃんがピクリと反応して俺を見た。

　ん？　俺、なんか今変なこと言ったか？

「別にわたしは構いませんよ。その分アシ代もらえるわけですし」

「ははは……」

　エミリちゃんの発言に俺は苦く笑しようする。




　それから、俺と茉莉ちゃんは二話目の下絵を進めた。

　俺たちの下絵が進んでいないためエミリちゃんにはまだやってもらえる作業がないので、彼女は自分の原稿を進めていた。




「ちょっと泉せん……は、話があるから残って」

　その日の終業時間を迎むかえ、俺がいつも通りエミリちゃんと一いつ緒しよに帰ろうと荷物をまとめていると、茉莉ちゃんに呼び止められた。

　茉莉ちゃんの言葉を聞いて、エミリちゃんは、

「……じゃ、お先に失礼しまーす」

　と、挨あい拶さつをして先に帰った。

「え？　は、話？」

　そんな改まって話だなんて、一体なんだろう。漫画のことでだめ出しでもされるんだろうか。なんて、少し緊きん張ちようしてしまう。

「あんたさ、そ、その……」

　仕事部屋に二人きりになり、茉莉ちゃんが口を開く。しかし、何やら頰ほおを赤らめて言いにくそうにしている。

「茉莉ちゃん、話って？」

「[image: ～][image: ～]！　前から気になってたのよ！　その、呼び方！」

「！　よ、呼び方？」

「コンビの相あい方かただっていうのに他た人にん行ぎよう儀ぎっていうか、なんか小こっ恥ぱずかしいっていうか……。それに、エミリのことだってちゃん付けで呼んでるし！　なんで相方の私とアシスタントのエミリが同列なのよ」

「え？」

　どんどん尻しりつぼみで声が小さくなっていったので、途中からなんと言っていたのか聞き取れなかった。

「だ、だから！　とにかく、呼び方変えて！」

　呼び方、って……『茉莉ちゃん』という呼び方のことか？　まさかそんなことで呼び止められたなんて、全く予想してなかった。

「い、いいけど、じゃあなんて呼べば……？」

　そんなにこの呼び方が嫌いやだったなんて。まあ俺も、自分で呼びながらなんだか恥ずかしい呼び方だな、とは思っていたのだが。

「だ、だから、普ふ通つうに『茉莉』でいいわよ！　私だって、呼び捨てで呼んでるじゃない！」

「え？　あ、そっか……うん」

　茉莉ちゃ……いや、茉莉のすごい気き迫はくに押されて、俺は思わず頷うなずいた。

　呼び捨て、か。なんだか、それはそれでやっぱり恥ずかしいんだけどな。

　でもまあ、本人が望んでるならその方がいいか。

　最近やっと『茉莉ちゃん』呼びに慣れてきたところだったのにな。

「わ、分かった……。じゃあ、お疲つかれ。ま……茉莉」

「……！　お、お疲れ様」

　ぎこちなく挨拶して、俺は仕事場を後にする。

　今後、油断していたら間ま違ちがえて今まで通りの呼び方で呼んでしまいそうだな。気をつけないと。







　翌日の土曜日。

　俺と茉莉ちゃ……茉莉は、『バトアイ』二話目の下絵作業を進め、エミリちゃんは下絵が終わった原げん稿こうから枠わく線せん、セリフのペン入れの作業を進めていた。

「ま、茉莉……このページこれでいい？」

　呼び方に気をつけながら、茉莉に原稿を渡わたした。

　うーん、やっぱり慣れなくて変な感じだな。呼んでいるうちに慣れてくるものだろうか。

「……！」

　俺の言葉に、茉莉だけでなく、なぜかエミリちゃんまで俺の方を見る。

「か、確かく認にんするわ」

　茉莉は少し驚おどろいた様子で一いつ瞬しゆん固まったが、すぐに何事もなかったかのように俺から原稿を受け取った。

「呼び方、変えたんですね」

　エミリちゃんは俺の顔をじっと見て無表情で言う。

「え、うん、まあ」

「へー……。なんか無理して呼んでる感バレバレで、聞いてる方が寒いんですけど」

「え!?」

　エミリちゃんは冷たい口調でそれだけ言うと、すぐに俺から視線を逸そらして作業に戻もどる。

　聞いてる方が寒い、って……エミリちゃん、相変わらずドギツイな。

　しかし、無理して呼んでるというのは本当なので何も言い返せない。もっと自然に呼べるようにならないとな。




「あっそうだ。影かげのトーンこの回で切れそうなんだった！　泉、買ってきてくれない？」

　今日の分の作業を終え、帰り際ぎわ、茉莉が思い出したかのように俺に言った。

「えー？」

　パシる気マンマンかよ、と一瞬思ったが、茉莉が画材買い足してくれていることもあるし、今回は俺が買いに行くか、と思い直した。

「ああ、じゃあ、明日あした仕事場に来る前にでも買ってくるよ」




　それから、いつものようにエミリちゃんと二人で茉莉のマンションを出る。

「き、君きみ島じまさん……トーン、明日買いに行くんでしたっけ？」

　帰り道、不意にエミリちゃんに聞かれた。

「ああ、そのつもりだけど」

「へぇー。ちょ、ちょうどわたしも、買いたい画材あるんですよね。だから一緒に……」

「あ、そうなの？　じゃあ、一緒に買ってきてあげようか？」

「……！　い、いや、いいです！　実際に自分で見て、選びたいんで！」

「あ、そう？」

「だ、だから、その、わたしも明日一緒に行きますから！」

「え？」

　エミリちゃんの言葉に、俺は少し驚いた。

　俺と一緒に画材を買いに行くと言い出すなんて、どういう風の吹ふき回しだろう。

「一人で行くとなると、め、面めん倒どうになっちゃって、腰こしが重いんですよ！　だ、誰だれかと一緒なら、行こうって気になるし」

　ああ、なるほど。そういうことか。

「そう？　じゃあ明日一緒に行こっか。いつも行ってる新しん宿じゆくの画材屋に行こうと思ってるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい！」

　明日の待ち合わせの時間と場所を決めて、俺たちは別れた。







　翌日。

　俺たちはＪＲ新宿駅東口の交番前に朝十時に待ち合わせをしていた。

　朝から駅で女の子と二人で待ち合わせだなんて、なんだかデートみたいだな。実際は、仕事道具を買いに行くだけに過ぎないのだが。

「すみませんっ、お待たせしました！」

　エミリちゃんは、待ち合わせ場所に五分遅おくれでやってきた。

「いや、そんな待ってないよ」

「じゅ、準備に時間かかっちゃって……」

　走ってきたのか、息が乱れている。そんなエミリちゃんを見て、なんだかいつもと少し違う印象を受ける。

「あれ……髪かみ型がた、なんか違う？」

「……！」

　エミリちゃんの髪は、普ふ段だんのストレートではなく、先の方だけくるくると巻かれていた。いつもと違うイメージで、とても可愛かわいらしい。

　服装も、いつも女の子らしくて可愛いけど、今日は白のブラウスに赤いミニスカートを穿はいていて、いつもより少し大人っぽくてすごくお洒落しやれだった。首元にはシルバーの小ぶりなネックレスが光っている。

「べ、別に、今日たまたまそういう気分だったってだけですから！　ってか、君島さんのくせにめざとく気付き過ぎてキモいです！」

「えぇ!?　そんだけでキモいって、ひど！」

　エミリちゃんは顔を赤くしたかと思うと、すぐにそっぽを向いてスタスタと早足で歩き始める。照れているのか怒おこっているのかよく分からない。

　これじゃ、『髪型可愛いね』なんて言おうもんなら余計キモがられていたこと間違いない。ああ、言わなくて良かった……。

　ほんと、年とし頃ごろの女の子って扱あつかいに困るよなあ。




　新宿駅から歩くこと約十分。画材屋『世界堂』に辿たどり着く。

　とても大きな画材屋で、俺はよく画材を買いに来ている。品しな揃ぞろえが良く、見ているだけでも飽あきない。

　俺はトーンを、エミリちゃんはペン先を見に行くということで、一度店内で別れた。

　時間も限られているので、一いつ緒しよに来たとはいえ二人で見て回ったりすることはなく、互たがいに速すみやかに商品を選んで購こう入にゆうする。

「買えた？」

「あ、はい」

　目的の商品を買い終えたので、世界堂を後にしようとしたところ。

　一階のとあるコーナーで、エミリちゃんが足を止めた。

　そこにある何かを、熱心に見つめている。

「……？」

　不思議に思い、彼女が見ていたものを覗のぞき込んだ。

　一角に、ガチャガチャのコーナーがあった。

　いかにも画材屋らしく、石せつ膏こうデッサンのミニチュアや、鳥やウサギなどの動物のミニフィギュア、仏像のキーホルダーなど、なかなかに個性的でアーティスティックな世界が広がっていた。

「超ちようかわいいっ……」

　エミリちゃんが目を輝かがやかせて呟つぶやく。

「一回やってっていいですか!?」

「え？　勿もち論ろんいいけど」

　おそらく、ウサギのミニフィギュアか、猫ねこのキャラクターもののストラップのガチャガチャをやるんだろうなあ、なんて予想したのだが。

「……!?」

　思わず、自分の目を疑いたくなる。

　彼女は、『ようせいづかん』と書かれた、顔だけがやけにリアルな中年男性のような妖よう精せい？　のキャラクターキーホルダーに食いついていたのだ。

　さっきエミリちゃんは『超かわいい』などと言葉を漏もらしていたが、とてもじゃないが俺はそのキャラクターを『かわいい』とは思えない。むしろ気持ち悪い。

　これは、強しいていえば、キモ可愛い、などというジャンルに入るのだろうか？

　エミリちゃんにこんな変な趣しゆ味みがあったなんて、意外だ。

「これがかわいいのか……今の中学生女子にはこんなもんが流行はやってるの？」

「え、『ようせいづかん』知らないんですか!?　ちょっと君島さん、高校生だってのに遅れてますよ！　ってか、その発言超おじさんくさい！」

　エミリちゃんは憤ふん慨がいしながら百円玉を二枚投入した（こんなもんが二百円もするのか……）。レバーを回すと、下から商品が出てくる。

「あ[image: ～][image: ～]っ！　ツチノコヨウセイだった……ベニキノコヨウセイが欲ほしかったのに～！」

　エミリちゃんはカプセルを開けて中を確認し、ガッカリしていた。俺には何がどう違うんだか理解できない。

「もう一回やろうかな……あ、でももう小こ銭ぜにないや」

　エミリちゃんは財さい布ふを開けて残念そうに言う。

「まあ、また来たときにでもやるんでいいです。じゃ、行きましょっか」

　エミリちゃんは早々にガチャガチャを諦あきらめたようで、財布を鞄かばんにしまって店を出ようとする。

　自分の財布の中の小銭を確認すると、中に百円玉が三枚ほど入っていた。

「ちょっと待って、俺もやってみるよ」

「え？」

　戸と惑まどうエミリちゃんをスルーして、百円玉を二枚台に投入し、レバーを回した。

　落ちてきた商品を取り出して、カプセルを回して開ける。

「えーと、これは……」

「ああっ、ベニキノコヨウセイ！」

　カプセルの中身を見て、エミリちゃんが興奮した様子で声を上げた。

「え、欲しかったって言ってたの、これ？」

「そうですっ！」

　エミリちゃんはキラキラと目を輝かせて、気持ち悪い妖精キャラクターのキーホルダーを見つめた。そんなにこんなものが欲しかったなんて。

「はい」

「え？」

　カプセルごとエミリちゃんに渡わたすと、彼女は驚おどろいた様子で目を丸くした。

「俺はこんなもんいらないし、あげるよ」

「こんなもんって!?　え？　じゃあ、なんでやったんですか!?」

「いやあ、エミリちゃんがあまりにも欲しそうにしてたから……」

「!?　えっ、わ、わたしのために……!?」

「いや、その、なんていうか、出るかどうか試ためしにやってみたくなって」

　エミリちゃんが欲しそうに見つめていたので、欲しい商品を当ててあげられたらなあ、なんて思ったのだが、正直に言うのは照れくさかった。

「そ、そうなんですか……。本当にいいんですか!?」

「うん、勿論。俺いらないし！」

「じゃ、じゃあ、ありがたく頂きます。ありがとうございます」

　エミリちゃんは複雑な表情で俺からカプセルを受け取った。顔を少し赤くしている。エミリちゃんがこんな風に素す直なおに礼を言うなんて、珍めずらしいな。

「あ、それじゃあ！　これ、君島さんにあげます」

「えっ!?」

　エミリちゃんは突とつ如じよ、自分がガチャガチャで引いたカプセルを俺に渡してきた。

「な、なんで!?　ぶっちゃけ、あんまりいらないんだけど……」

「ちょっと、お返しなんだからありがたく受け取って下さいよ！」

「いや、正直、俺この商品の何がかわいいのか全然分かんないし」

「なっ!?　ちょ、酷ひどいんですけど！　こんなに可愛いっていうのに！　っていうか、このわたしとお揃そろいなんですよ？　それだけでも嬉うれしいですよね？」

「え!?　あ、あはは」

　自信に満ちた笑え顔がおで言うエミリちゃん。強く言われたので、苦く笑しようしつつ、仕方なく受け取った。

「ちゃんとどっかに付けて下さいよ？」

「え!?　つ、付けなきゃ駄だ目めなの？」

「当たり前ですよ、そうしないとお揃いにならないんですから！」

　エミリちゃんは相変わらず強気で、だけど満面の笑みで言う。

　エミリちゃんがこんなにご機き嫌げんになるなんて……。そんなにあの気色悪いキーホルダーが手に入ったことが嬉しかったのか。中学生らしい可愛いところもあるんだなあ。

　エミリちゃんが嬉しそうにしてくれていると、なんだか俺まで少し嬉しくなってくる。

　エミリちゃんがそこまで言うなら、とりあえず持ち物のどこかに付けてみようかな。センスを疑われるだろうから、なるべくならあまり人目に付かないところがいいのだが。

　それにしてもエミリちゃん、俺とお揃いのストラップになってしまうということは、構わないのだろうか。




　それから二人で世界堂を後にして、茉莉の仕事場へ行くべく新宿駅へと向かう。

「そういえば、投とう稿こう用の原稿は順調なの？」

　俺は純じゆん粋すいにエミリちゃんの近きん況きようが気になっていたので、ご機嫌な様子で隣となりを歩くエミリちゃんに質問した。

「あ、はい。つい先週完成して賞に投稿したところです」

「え、そうだったの!?　俺たちの原稿のアシもしながらだっていうのにすごいね！」

　全然知らなかった。エミリちゃん、本当に頑がん張ばってるなあ。

　アシスタントの仕事の他ほかにも、学校や勉強だってあるし、家で家事だってやっているみたいなのに。

　もしかして、俺や茉莉なんかよりよっぽど大変なんじゃないのか？

「まあ、少し前まではまだお二人が下書き作業中であんまりアシの仕事なかったですから、その間に進められたんですよ」

「へぇ～そっか。いやー、頑張ってるね！」

「ま、今回こそはほぼデビューできると思うんですけどね！　なんてったって、このわたしが超頑張って仕上げた原稿ですから」

「は、ははは」

　得意げに言うエミリちゃんに苦笑する。すごい自信だな。

「あ、あの……この後って、すぐ仕事場に向かわないと駄目、ですか？」

　だんだん駅に近付いて来たところで、エミリちゃんが俺の様子をうかがうかのように顔を覗き込んで聞いてきた。

「え？　まあ、茉莉にはお昼くらいに行くって言ってあるから、まだ時間あるけど？」

「そうですか……。そ、それじゃあ、ちょっとだけでいいんで寄りたいところがあるんですけど……だ、駄目ですか？」

「え？　い、いいけど」

　エミリちゃんとやってきたのは、新宿アルタだった。

「ちょっと、欲しい服があって」

「そ、そうなんだ」

　建物の中に入り、少し戸惑ってしまう。

　この建物に入ったのは初めてだが、中には女の子向けの服屋や、化け粧しよう品ひんなどの店が入っていた。男の客なんて、俺以外にいない。

　エミリちゃんは一階の奥にある『ＩＮＧＮＩ』と書かれたブランドショップの中へと入っていく。慌あわてて俺も付いていった。

「わぁ～、もう夏物出てる！　可愛かわいい～」

　エミリちゃんはキャッキャと嬉しそうに店内の服を見て回る。女の子らしい、可愛らしい服が売られている店だった。エミリちゃんにいかにも似合いそうだ。

「あ、あの、ちょっと試着してきてもいいですか!?」

「うん、勿論」

　エミリちゃんはいくつかの服を手に取り、店員の元へと行く。

　エミリちゃんが試着室の中へと消えてしまったので、俺はこんな店で男一人になってしまい、どうしたらいいのかと戸惑ってしまう。

「お客様～、お似合いですよ～！」

　そんなことを考えて俺が狼狽うろたえていたら、試着室のカーテンが開いて、中からエミリちゃんが姿を現した。

「……！」

　その姿を見て、思わず言葉を失った。

　水色のギンガムチェックのワンピースを着たエミリちゃんは、見とれてしまうほどに可か憐れんで可愛らしかった。

「き、君島さん！　ど、どど、どう……ですか？」

「え!?」

　エミリちゃんに感想を求められ、戸惑った。

　まさか俺の意見なんか聞いてくるとは思わなかった。

「いえ、そ、その……一男性の意見として、少しくらいは参考にしてあげてもいいかなあ、って思って？」

「は、ははは」

　その発言に納なつ得とくする。そういうことか、それでこそエミリちゃんだよな。

「いや、す、すごく可愛いと思うよ」

　感想を求められたからには言わなければならないと思い、なるべく照れていることがバレないよう、素直に思った通りの感想を述べた。

「……！　そ、そう、ですか。まあ、そりゃあそうですけどね！　この超ちよう絶ぜつ可愛いわたしが可愛い服着て、可愛くないわけがないですし!?」

「あはは、はいはい」

　自分でここまで言い切れるって、ほんとすごいよな。まあ、そこまで言い切っても許されるほど、本当に似合ってるし可愛いんだけどさ。

「じゃあ、その場でちょっと待ってて下さい！」

「えっ!?」

　エミリちゃんはそう言うと、試着室のカーテンを閉めた。

　そして、すぐにまた開かれる。

「ど、どうですか!?」

　続いて今度は、白地に黄色の小こ花ばな柄がらのワンピースを着ていた。

　先ほどのは清せい楚そなお嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きだったが、今度のは明るく元気なイメージの服で、これはこれですごく似合っていて可愛らしい。

「え、えっと、可愛いと思うよ」

「それじゃあさっきと同じ感想じゃないですか！　さっきのと……ど、どっちがいいと思います!?」

　エミリちゃんは少し恥はずかしそうに戸と惑まどいながら、俺に尋たずねる。

「えぇ!?」

　俺なんかの意見を聞いてどうするつもりだ!?　まあさっき言ってた通り、一男性の意見として聞いてるだけだろうとは思うが。

「う、うーん、どっちも可愛いと思うけど」

「なんですかそれ、ハッキリしないですね！　ちゃんと決めて下さいよ」

「えぇ!?　うーん……じゃあ、さっきのチェックのやつの方がいいかなあ」

「ふーん。なるほど」

　エミリちゃんは俺の言葉に納得したように返事をして、再びカーテンを閉めた。

　暫しばらくして、元々着ていた服に着き替がえたエミリちゃんが試着室から出てくる。

「服、買うの？」

「あ、はい」

「どっちの服買うの？」

「……！」

　純粋に気になったので質問すると、なぜかエミリちゃんは少し顔を赤くして俺から目を逸そらした。

「さ、さっきの……チェックの方です」

「え!?」
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　それって、俺がいいって言った方……。

「べ、別に、自分でもそっちの方が可愛いって思っただけなんで！　君島さんが選んだからってわけじゃないですから！」

　エミリちゃんはムキになって俺に言う。

「え!?　あ、そ、そう……。いや、俺もそんな風に思ってないって」

　そうか、偶ぐう然ぜんか。まあ、そりゃそうだよな。

　それからエミリちゃんは本当にワンピースを購こう入にゆうした。

　偶然だとしても、俺が選んだ方の服を買ってくれたなんて、なんだか少し嬉うれしいものだな。

「つ、付き合わせちゃってすみません。もう満足しましたんで」

「いや、全然。じゃあ、駅行こうか」

　エミリちゃんはなぜか、少し頰ほおを赤らめてばつが悪そうに俺と目を合わせないままだった。




「あ、そうだ！　俺、金下ろしたいんだよね。ちょっと銀行行ってきていい？」

　アルタを出たところで、トーンを買ったことで財さい布ふがほぼスッカラカンになってしまったため、早急にお金を下ろさねばならないことを思い出した。まあ、トーン代は後で茉莉と折半になるんだけど。

「ああ、いいですよ。じゃあわたし、この辺で待ってますから」

　エミリちゃんにアルタ前で待っててもらい、俺はすぐ近くの銀行で口座から一万円ほど引き落とした。

　手続きを終えて銀行を出て、アルタ前に戻もどってきた俺は、自分の目に飛び込んできた光景に少々驚おどろいた。

「ね～、何か奢おごるからさ～！」

「ご、ごめんなさい、今お友達と一いつ緒しよなので……」

「あ、そうなの!?　じゃあ友達も一緒にさ！　俺もこの後連れと合流する予定だったからむしろちょうどいいじゃん！」

「あ、いえでも、友達といっても女の子じゃなくて……」

　見知らぬ男とエミリちゃんが会話していた。

　一いつ瞬しゆん知り合いか？　なんて思ったが、少し聞こえてきた二人の会話の内容からして、知り合いなどではなく、エミリちゃんがこの男にナンパされているのだということに気付いた。

「ってかさあ、ぶっちゃけマジ好みなんだよね！　一ひと目め惚ぼれ、みたいな？」

　ナンパ男は、一見服装など派手な感じだが、よく見るとあまり垢あか抜ぬけない雰囲気で、背も小さく、顔を見るに年ねん齢れいも俺と同じくらいに見えた。

　よっぽど悪そうとか、またはガタイが良くて強そうとか、年上そうとか、そういう感じだったら俺も怖おじ気けづいていたところだろうが、そうではなかったため、俺は覚かく悟ごを決めてエミリちゃんの元へと近付く。

「ありがとうございます。でも……」

　エミリちゃんは、困ったような笑顔を浮うかべて丁てい寧ねいに誘さそいを断っているようだ。ナンパ男相手にまで猫ねこを被かぶっているのか。

「あの、ちょっと、な、何してるんですか？」

「！　君島さん」

　近付いて声を掛かけた俺に、ナンパ男とエミリちゃんの視線が一いつ斉せいに集まる。

「え、何、彼氏と一緒だったの？」

　ナンパ男は俺を無ぶ遠えん慮りよにじろじろと見た。

「えー、なんか、彼女超可愛い割に彼氏普ふ通つうじゃね？」

　バカにしたように笑って、そんなことを言い出す。

　なっ、こいつ、失礼だな！

　まあ確かに、その通りかもしれないけどさ。でも自分だって別に、服装が派手なだけで、イケメンってわけでもないのに。

「い、いえ、彼氏じゃないんで」

「!?」

　そこでエミリちゃんがきっぱりとそんなことを言った。

　おい、今そんなことどうでもいいだろ。なんでわざわざ否定すんだよ。そんなに俺が彼氏だって思われるのが嫌いやなのか？

「あ、そーなの!?　じゃあいいじゃん！　彼氏じゃないならほっといて俺と遊ぼーよ！」

　ナンパ男はエミリちゃんの言葉を都合良く受け取ったのか、突とつ然ぜん積極的になってエミリちゃんの手を摑つかんで移動しようとした。

「ちょ、ちょっと待て！　こ、困ってるだろ！」

　このままでは本当にエミリちゃんが連れていかれてしまう。焦あせった俺は咄とつ嗟さに、エミリちゃんの手を摑んでいるナンパ男の腕うでを両手で摑んで、エミリちゃんから引きはがした。

「いって、何すんだよ！」

「……っ!?」

　すると男は、俺の手を振ふり払はらい、目め一いつ杯ぱいの力で片手で俺の肩かたを突つき飛ばした。

　俺は後ろによろけて、バランスを崩くずしてしまい、あろうことかそのまま地面に尻しり餅もちをついてしまった。

「いてて……」

　やべえ、俺、いくらなんでも情けなさ過ぎだろ。

「──っ！　……チッ」

　そのとき、小さな舌打ちが聞こえたような気がした。それは、男のものではなかった。




「っていうかさあ、傷つけないように言葉を選んであげてるのに、はっきり言われないと分かんないわけ？　マジ迷めい惑わくなんだけど」




「!?」

　今まで完全に『ブリッ子モード』だったエミリちゃんが、別人のように冷たい表情、低い声になってそんなことを言い出したので、俺は驚いてエミリちゃんを見た。

「え……!?」

　そんな彼女を見て、ナンパ男も啞あ然ぜんとしている。

「そもそもあなたとわたし、本気で釣つり合ってるとでも思ってんの？　このわたしをナンパするなら、もっと自分を磨みがき上げてから出直してきてくんない？　身の程ほど知らずな男ってほんと無理！」

　髪かみをバサッとかき上げて、心底見下しているかのような目で、エミリちゃんは男を罵ば倒とうした。

　エミリちゃん、突然なんでこんなに怒おこってんだ!?

　っていうか、そこまで罵倒する必要ないんじゃないのか？　こいつが逆上したらどうするんだよ！

「なっ!?　なんだこの女、喧けん嘩か売ってんのか!?」

　エミリちゃんの言葉に、ナンパ男は一瞬で顔を真っ赤にして激げき怒どした。

「こっちが下手に出てたのに、そっちが先に手ぇ出してきたんでしょ!?」

　びっくりするくらいの気き迫はくで、エミリちゃんが男に怒鳴った。

　その大声に男は怯ひるむ。俺も驚いて何も言えなくなってしまう。

　だけど……そのとき、俺は気付いた。彼女がぎゅっと握にぎり締しめている右手の拳こぶしが、僅わずかに震ふるえているということに。

　エミリちゃんの大きな声に、周りの人たちがじろじろと俺たちを見た。

「このっ……お、お前みたいな痛い勘かん違ちがい女、こっちが無理だっつの！」

「じゃあさっさとわたしの視界から消えてくんない？　マジ目め障ざわりだから」

「[image: ～][image: ～]っ！　この女っ！」

　エミリちゃんの言葉に、男は相当頭にきたようだ。エミリちゃんの方へと足を踏ふみ出したかと思うと、腕を振り上げた。

「!?」

　俺はその光景に焦って、慌あわてて立ち上がり二人の間に割って入る。その瞬間。

　バシッ。

　鈍にぶい音と痛みが、俺の頰を走った。

「……っ！　き、君島さ……」

　俺は、男に平手で頰を殴なぐられたようだ。

　力はこもっていなかったようで、さほど痛くはなかった。

　だけど、人から殴られることなんて滅めつ多たにないので、驚いて放心してしまう。

「やべっ」

　男は、どうやら殴るつもりなどなかったのか、焦った様子で俺を見た。

「き、君島さ……大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　エミリちゃんが俺の顔を見て大声を上げた。よほど驚おどろいたのか、目には涙なみだまで浮かんでいた。そんな大げさに心配することでもないのに……。

「あはは、いや、全然大丈……」

「え、何？　喧嘩？」

「警察呼んだ方が……」

　気付けば、新宿の街を行き交かう人たちが俺たちを見てどよめいている。

　やばい、なんか大ごとになってる……。

「エミリちゃん、行こう！」

「え、えぇ!?」

　問題ごとになるのも面めん倒どうだったので、俺はエミリちゃんの腕を引いて早足でその場から走り出す。

「ちょ、なんで被ひ害がい者しやのわたしたちが逃にげるような真似まね……」

　エミリちゃんが後ろで騒さわいでいたが、警察が来る前に立ち去った方がいいと思ったため、俺は足を止めなかった。




「ここまで来れば大丈夫かな」

　暫しばらく歩いて人通りが少ないところまでやってきたところで、俺は立ち止まった。

「ちょっ……腕、離はなして下さい」

「！　あ、ごめん」

　エミリちゃんに言われて、ずっと彼女の腕を摑んだままだったことに気付いて、慌てて離した。

「顔……だ、大丈夫ですか？」

　エミリちゃんは心配そうな顔で俺を見上げて、俺の右頰に触ふれた。

「あ、ああ、全然痛くないから大丈夫。あの男、殴るつもりなんてなかったんじゃないのかな」

　顔に触れられて、思わず照れてしまう。

「ごめんなさい！　わたしのせいで」

　エミリちゃんは俯うつむいて俺に謝った。目には涙が溜たまっていた。

「エ、エミリちゃん」

　まさかエミリちゃんに謝られるなんて思っていなかったので、俺は驚いた。

「君島さんが、あんな風に、わたしのこと庇かばってくれるなんて……」

　涙を浮かべたまま、エミリちゃんは辛つらそうに言う。

「いや、本当に痛くないから大丈夫だよ。でも……」

　俺はエミリちゃんの目を見た。それに気付いて、エミリちゃんも俺の顔を見る。

「知らない男相手に、あんな風に思い切り怒鳴るのは、今後はしない方がいいんじゃないかな」

「……っ！」

　俺の言葉に、彼女は驚いたように目を見開く。

「はい、ごめんなさい」

　だけど次の瞬間、落ち込んだ様子で素す直なおに謝ったので、俺は驚いた。あのエミリちゃんが、こんなに素直になるだなんて。

「いや、責めてるわけじゃなくてさ。今回は俺がいたから良かったけど、一人だったら、最悪エミリちゃんがあの男に殴られてたかもしれないわけだし」

「……！」

「世の中には、あの男以上に凶きよう悪あくなヤツだっているわけだしさ」

「き、君島さん、わたしのこと、心配して……？」

「え？」

「い、いえ……わ、分かりました。今後気をつけます」

　俺が殴られたことが相当ショックだったのか、エミリちゃんは俺の言うことを大人しく聞いてくれた。

「でも、途と中ちゆうまではいつもの調子であの男にも優やさしく対応してたのに、なんで突然あんな風にキレたの？」

　それは、俺がとても不思議に思っていたことだった。

「……！　そ、それは……その、」

　エミリちゃんは俺の質問に口ごもる。

　そんなに言いたくないことなのか？

　エミリちゃんは、なんで怒ったんだっけ。彼女が怒り出したときのことを思い出す。

　確かあのときは、俺がエミリちゃんから男を引き離して、怒った男に突き飛ばされて……。

「……！　お、俺が突き飛ばされたから？　それで、男に怒ってくれたの？」

　まさか、と思ったが、あのときエミリちゃんの怒いかりのスイッチをオンにするような出来事と言ったら、そのくらいしか思い当たらない。

　エミリちゃんは、俺を庇ってあんな風に怒ってくれたってことなのか？　本当は震える程怖こわいのに、無理をして？

「！　…………」

　エミリちゃんは驚いた様子で一いつ瞬しゆん俺を見ると、黙だまって俯いた。この反応は、肯こう定ていと捉とらえていいのだろうか。

「そっか、そうだったんだ……ありがとう」

　彼女が俺のためにそこまでやってくれたということが嬉うれしかったと同時に、感謝の気持ちでいっぱいになった俺は、思わず礼を言った。

「……！　ど、どうしてお礼なんて言うんですか。そのせいで、君島さんは殴られるハメになったっていうのに！」

「いや、でも、その気持ちが嬉しかったからさ」

「き、君島さん……」

　それからエミリちゃんは、顔を赤くして黙って俺を見つめていた。




　そのまま俺たちは、再び新宿駅の東口まで歩き始めた。

　日曜の新宿駅周辺はすごい人だ。

　あんな会話の後だったので、俺たちは互たがいに黙っていた。沈ちん黙もくが少し気まずい。

「じゃ、もうこのまま仕事場向かうけど、いいよね？」

「はい」

　人ひと混ごみに流されて階段を降り、新宿駅東口の駅構内へと向かって歩く。




　階段を降りながら俺たちは黙っていたので、周りの人の会話が聞こえてきた。

「いやーそれにしても、さっきはびびりましたよ。人だかりができてると思ったら、真ん中に先せん輩ぱいがいるんすもん」

「おい、笑いごとじゃねーっつの！　あと少しで警察に連れてかれるとこだったし」

「一体何やらかしたんすか？」

「だから、何もしてねえって！　女軽くナンパしたら、なんか知らねえけどその女がマジ最悪で、突とつ然ぜんキレだして、その女の連れの男と揉もめて」

「彼氏持ちの女なんかナンパしたんすか？」

「最初一人でいたから一人だと思ったんだよ。したら途中から男が来て」

「へー。女がマジ最悪って、どんな風にっすか？」

「いやそれがさあ……」

　後方から、数人の若い男のチャラい感じの会話が聞こえてきた。

「あれっ、椿つばきさん!?」

　そんな中、階段を降りきったところで、突然会話が途と切ぎれたかと思うと、同じく後方から若い男が大きな声を上げたのが聞こえてきた。

　椿さん、って、エミリちゃんのことだよな。

　エミリちゃんはその声にハッとして、焦あせった表情で振ふり向いた。俺もエミリちゃんに続いて後ろを振り返る。

「あー、やっぱり椿さんだ！」

　そこには、イマドキな感じの若い男が三人程ほどいて、その中の一人がエミリちゃんを呼び止めたようなのだが……その中にいた別の男の顔を見て、俺はぶったまげた。

「あ……えっ!?」

　エミリちゃんの方も、驚きのあまり声を失っている。

「！　あぁっ！　さっきの女！」

　そう、さっきエミリちゃんをナンパした男が、その中にいたのだ。男の方も驚いた様子で大きな声を上げている。

　さっきからほとんど時間も経たってないというのに、まさかこんなところで再会してしまうなんて……なんてついてないんだ。

「え、先輩、椿さんと知り合いっすか？」

「知り合いっつーか、こいつだよ！　今話してた最悪な女！」

「ええっ!?　椿さんが!?」

　エミリちゃんはその様子を見て真っ青な顔になり、何も言えなくなっている。

「くっそ、お前らのせいで！」

　男は、恨うらみ深そうに俺たちを睨にらんだ。

「ちょ、先輩落ち着いて！　さっきは一応何もなくて済んだんすから」

「チッ……分かってるよ」

　連れの男が宥なだめたおかげで、とりあえずナンパ男は俺たちに何もしてこなかった。

　だが俺は、今何が起きているのか理解できず、混乱する。

「え、えっと、エミリちゃん、この人たちは？」

　とりあえず、エミリちゃんに尋たずねた。

「あ、その、そっちの二人は学校のクラスメイトで……」

　戸と惑まどいながらも、エミリちゃんは俺に説明する。クラスメイト？

「お前らこそ、この女と知り合いなんかよ？」

　さっきのナンパ男も、連れの男二人──エミリちゃんがクラスメイトだと話した男たちに尋ねた。

「ああ、同じクラスの女子なんすけど。さっき先輩が話してたナンパした最悪な女って、マジで椿さんなんすか？」

「そーだよ！　マジ口悪いし性格悪いから。ちょっと声かけただけだってのにマジギレするし」

「えっ、それマジっすか？　なんか信じらんないんすけど。椿さんって学校だとめちゃいい子だし」

「はあ!?　何だよそれ。だってこいつさっき、散々俺のこと罵ば倒とうしてきて……」

　ナンパ男がさっきのことを思い返して苛いら立だっている様子で、エミリちゃんのクラスメイトの男二人に先ほどのエミリちゃんの様子を話した。

　その間エミリちゃんは何も反論せずに、ただ青い顔で呆ぼう然ぜんとしていた。

「マ、マジすか？　信じらんねえ……」

「学校では絶対猫ねこ被かぶってんだって。つーかさっき、自分のこと可愛かわいいみたいな発言もしてたし。こいつ、性格悪い上に超ちよう痛い女だから！」

　ナンパ男は憤ふん慨がいした様子のまま連れの男に話す。

　エミリちゃんのクラスメイトだという男二人は、驚いた様子でエミリちゃんを見た。

　こ、これはなんだかやばそうなことになってきたぞ……。

「っていうか椿さん、学校では彼氏いないって言ってたけど、男と一いつ緒しよ？　デ、デート中？」

　エミリちゃんのクラスメイトの男が、俺とエミリちゃんをじろじろ見て尋ねた。

「あ、え、えっと……」

　だけど肝かん心じんのエミリちゃんは、突然のことに余程戸惑っているようで、男の質問に何も答えられずにいる。

「あ、いや、俺は彼氏とかじゃなくて、単なる知り合いだから！　今日はデートじゃなくて、二人とも用があってたまたま一緒に新宿に来ただけで！」

　咄とつ嗟さに、放心しているエミリちゃんの代わりに俺が質問に答えた。

「あ、そ、それと！　さっきはそこの男が俺を突つき飛ばしたから、エミリちゃんはそれを庇かばってくれてきついこと言ってくれたってだけで。エミリちゃんが性格悪いとか絶対ないし、本当はすごくいい子だから！」

「……!?　ちょ、き、君島さん!?　な、何を、余計なこと……っ」

　俺は気付けば、必死にそんなことを言っていた。エミリちゃんは困った様子で俺を見ている。

「は、はあ……。と、とりあえず行こうぜ。待ち合わせ遅おくれるし。じゃ、つ、椿さん。また学校で」

　エミリちゃんのクラスメイトの一人が苦笑いを浮うかべてそう言った後、男連中はそのまま去っていった。

　まずい、俺また余計なことを言ってしまったかもしれない。エミリちゃんは怒おこっているだろうか。

　不安になってエミリちゃんの方を見ると、エミリちゃんは突然うなだれてその場にしゃがみ込んでしまった。

「ちょっ、エミリちゃん!?」

「はああああ……マジ最悪っ！」

　彼女は下を向いたまま大きなため息をついて言う。

「どうしよう……あのナンパクソ男のせいで、学校で今日のこと言いふらされるかも……」

　エミリちゃんは真っ青な顔になっている。

「ってか、まさかあの男がクラスの男子の知り合いだったなんて……信じらんないっ！　ほんっと最悪最悪最悪っ！」

「エ、エミリちゃん、落ち着いて」

「落ち着いてなんかいらんないですよ！　せっかく今まで超頑がん張ばっていい子を演じてたっていうのに……その努力がもう全部台無しなんですよ!?　ほんと信じらんない！　性格悪い、ビッチ、痛い女とか、もう散々に言われるんだ……。彼氏どころか男子ともあんまり話し慣れてない超清せい楚そ系で売ってたのに、男といるところも見られたしっ！」

　エミリちゃんは頭を抱かかえて最も早はや半泣き状態でヒステリックに叫さけんだ。

「エ、エミリちゃん」

　エミリちゃんって、やっぱり学校でも猫被かぶって自分を偽いつわっていたのか。そんなことしたって疲つかれるだろうに。

　むしろどうして今までそこまで頑張ってたんだ、アイドルでもあるまいし。と内心突っ込みたくなったが、彼女は本気で落ち込んでいる様子だったので、ぐっと堪こらえた。

「いや、むしろ俺は……エミリちゃんの本当の姿を学校で見せられるいい機会なんじゃないかって思うけど」

「……え？」

　俺の言葉に、エミリちゃんはしゃがみ込んだまま俺の顔を見上げて、驚おどろいた表情をしていた。

「いや、前にも言ったけどさ、俺はエミリちゃんの本当の性格の方が好きだし、俺みたいに、そっちの方がいいっていう人も結構いるんじゃないかって思うんだけど。これを機に学校でも素すを出してみたらいいんじゃないかなあ、って……」

　それは、俺が前から思っていたことだった。いい機会なので本人に言ってみようと思ったのだ。

「はあ!?　ひ、人ごとだと思って適当なこと言わないで下さいよ！」

　エミリちゃんは勢いよく立ち上がると、大声で俺を怒ど鳴なりつけた。まさかそんな風に怒るなんて思っていなかったので、怯ひるんでしまう。

「えっ!?　い、いや、俺は本当にそう思ってて……」

　エミリちゃんは苛立った表情のまま黙だまっている。

「その、前から気になってたんだけど、学校で毎日自分を作ってるなんて、ほんと疲れちゃわない？　仕事場にいるときみたいに、素のエミリちゃんでいた方が絶対疲れないし、楽しいと思うんだけどな」

「……っ、バカなこと言わないで下さい！　素のわたしなんて、ほんとあの男の言う通り、性格悪いし、口も悪いし……」

　エミリちゃんは俯うつむいて不安げな顔でそんな言葉を漏もらした。

「まあ、確かに口は悪いけど」

「!?」

　俺の言葉に、エミリちゃんは驚いた様子で顔を上げ、キッと俺を睨み付ける。

「でも、自分の夢に向かっていつも一いつ生しよう懸けん命めいだし、仕事も熱心にやってくれるし、家族思いだし、俺のこと庇ってナンパ男に立ち向かってくれるし……性格、悪くないでしょ。めちゃくちゃいい子じゃん」

「なっ!?」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、目を見開いたまま呆然としていた。

　そして、その顔は見る見る赤くなった。

「素のわたしがいい子って……ほ、本気で言ってるんですか!?　お、思ってもないようなこと言わないで下さいよ！」

「え？　いや俺は、事実しか言ってないけど……」

「！」

「な、なんか……今日、テンション下がったんでこのまま帰ります！　どうせまだ下書き終わってないからあんまやることないですよね!?」

　やがてエミリちゃんは勢いよく立ち上がると、そんなことを言い出した。なぜか、顔は真っ赤だ。

「え、ええ!?　ちょっ、マジで!?」

　今俺、そんなにエミリちゃんの機き嫌げんを損そこねるようなこと言ったか？　素の自分に自信を持って欲しくて言っただけなのに……。

「ちょ、マジで帰るの!?」

　俺を無視して、スタスタと早足で歩き出すエミリちゃんの背中に慌あわてて声を掛かける。

「はい、お疲れ様でした！」

　こちらを振ふり返ることもせずに、右手だけ挙げてひらひらさせながら、エミリちゃんはそれだけ言うと、そのまま新宿の改札の中へと入り、雑ざつ踏とうに消えていった。

　マ、マジで帰りやがった……。

　おい、立派な仕事放ほう棄きだろ！

　まあ確かに、彼女の言う通り、今日は来てもらってもあまりやってもらうことなかったから、仕事的には問題ないんだけどさ。

　それにしたって、一体何にそんなに怒ったのだろうか？

　全くもってわけが分からない。




「お邪じや魔ましまーす」

　その後、仕方なく俺は一人で仕事場へとやってきた。

　そのまま室内に上がり、リビングの電気がついていたのでそちらへと向かう。

　リビングの扉とびらを開けると、茉莉がいつものジャージ姿でソファーに寝ね転ころがって、ｉＰａｄをいじっていた。

「休きゆう憩けい中？」

「あー、今日はまだ仕事してないわ」

「おい！」

　茉莉は仕事熱心ではあるが、やる気の浮き沈しずみが激しく、俺がいないとこのようにだらけていることもたまにある。

　まあ俺やエミリちゃんが仕事場に来たらちゃんと仕事を始めるので、問題ないのだが。

「トーン買ってきたよ」

「ああ、どうも」

　茉莉は視線をｉＰａｄに落としたまま適当に礼を言う。

「あと、今日エミリちゃん来ないって」

「え？　まあまだ作業少ないから別にいいけど、なんで？　ってか、なんであんたが知ってんの？」

「いや、その、今日エミリちゃんと二人で画材買いに行ってさ」

「……！」

　そこで初めて、茉莉は手元のｉＰａｄから視線を俺に移した。

「ふ、二人で!?　何よそれ、聞いてないわよ！」

　焦あせった様子で茉莉は言う。

　まさかそのことに対してこんなに反応するとは思っていなかったので、驚いた。

「いや、エミリちゃんも欲ほしい画材があったみたいで」

「…………」

　茉莉は納なつ得とくがいかないとでも言いたげな表情で、黙っていた。

「で、まあ色々あって、今日行くのやめる、って言い出して」

　説明するのが面めん倒どうだったので、省略した。

「は!?　色々って何よ」

　茉莉はソファーから起き上がり、苛いらついた口調で俺に尋たずねる。

　くっ、やっぱり説明しないとだめか。俺が突き飛ばされたり殴なぐられたりした情けない話とか、あんまりしたくないんだけどな。

「えっと、まずエミリちゃんがナンパされて……」

　仕方なく俺は、今日起きたことをすべて茉莉に説明した。

　ナンパしてきた男と揉もめたこと。

　その男の連れがエミリちゃんのクラスメイトで、クラスメイトにエミリちゃんの本ほん性しようをバラされたこと。

「で、俺が、いっそこれを機に学校でも素の自分出したら？　みたいなこと言ったら、なぜか機嫌損ねて、今日はテンション下がったんで帰ります～、って……」

「はあ？　何よそれ。なんでそれでエミリが機嫌損ねるわけ？」

　全部話し終えた頃ころには、茉莉は不ふ機き嫌げんそうな表情になっていた。俺の話が長くて、苛ついたのだろうか。

「いや、それが俺にもさっぱりで」

「も～何なのよ！　あんたの話は長い上に、結局肝かん心じんの、なんでエミリが来ないのかってことが分からないじゃない！」

　茉莉はついに怒おこってソファーから立ち上がった。

「っていうかそもそも、なんでエミリと……」

「え？」

　何かを小声で呟つぶやいたが、声が小さいあまり聞き取れなかった。

「はあ──っ、もう、どうでもいいわ！　仕事するわよ！」

「え!?　あ、うん……」

　その話はそこでひとまず終わり、俺たちは仕事部屋へと移動して、下書きの作業を進めた。






２









　二日後の火曜日。

　学校から茉まつ莉りの仕事場に向かう途と中ちゆうの電車の中、ラインが来た。

『芹せり沢ざわ暁あき人と：同期会、もうすぐっすね～！(^^)/』

　芹沢からだった。ちなみに同期のライングループの方ではなく、個人宛あてだった。

　そういえば先週くらいにも芹沢から『お疲れ様っす[image: ～][image: ～](^^)/』というだけのラインが来ていたが、後で返そうと思ってそのまま忘れてたな。

　次の日曜日、ちょうど修学旅行の一週間前に、同期デビューの漫まん画が家かたちと同期会をやるという約束になっている。

　こんな忙いそがしい時期に何考えてんだ、って茉莉に怒られそうだな。それまでになるべくたくさん進めておかなければ。

『そうだな』

『芹沢暁人：ちゃんと来て下さいよ～？』

『え、うん、行くつもりだけど』

『芹沢暁人：原げん稿こうの調子はどうなんすか？』

『今月結構厳しいかな……』

『芹沢暁人：え、そうなんすか!?』

　しかし芹沢、毎回引くほど返信早ぇんだよな。こいつとラインしてると他ほかのこと何もできないし、延々と続いてしまう。降りなければならない駅に辿たどり着いたところで、俺は芹沢とのやり取りを一いつ旦たん止めた。







　もう人物の下絵作業が終わり、今日から背景の下絵とペン入れの作業に入る。

　枠わく線せんと吹ふき出しのペン入れのために、今日からまたエミリちゃんに来てもらうことになっていた。

　昨日、今日と彼女は学校があったはずだが、その後どうなったのだろうか。

　学校であの日あったことを言いふらされて、大変なことになったりしているのではないだろうか……。




「お疲つかれ様でーす」

　やがてエミリちゃんが仕事場へとやってきた。パッと見、いつもとなんら変わりない様子に見える。

　その後どうなったのか気になっているのでとても聞きたかったが、原稿作業の方も時間に余よ裕ゆうがない状じよう況きようなので、休憩になったら聞いてみよう、と思い、三人で作業を進めた。




「ん[image: ～][image: ～]っ、じゃあ、十分休憩で！」

　二時間ほど作業を進めたところで、茉莉が伸のびをしながら俺たちに告げた。

「ねむ……ちょっとだけ寝ねてくるわ」

　茉莉は椅い子すから立ち上がり、仮か眠みんをとるためにリビングへと移動した。

「学校で、どうだった？」

　二人きりになり聞きやすくなったので、俺はすかさずエミリちゃんに尋ねる。エミリちゃんは俺の方に顔を向けて、少し考えてから口を開いた。

「はい、実は……案の定、わたしがいないところであのときの男子がわたしの話したらしくて、月曜日早さつ速そくクラスの女子に『男子たちが、エミリちゃんがナンパ男に暴言吐はいたとか変な話してたけど、噓うそだよね？』って聞かれて……」

　エミリちゃんは難しい顔をして俺に話した。

「え!?　う、うん……」

　やはり、恐おそれていた事態になってしまったのか……。

「それで、最初は誤ご魔ま化かそうかとも思ったんですけど、もう面倒だしどうでもよくなって、ヤケクソで、『ナンパされてしつこくてうざかったからつい暴言吐いちゃったらクラス男子の友達だったみたいで～。わたしそういうナンパ男とか嫌きらいだからついムカついちゃったんだよね～（笑）』って、言ったんです」

「ぶっ!?」

　エミリちゃんは真しん剣けんな様子で語る。俺は思わず噴ふき出してしまった。

　それって、完全に本性バラした、ってことか？

「それで、もうドン引きされるだろうな、って思ったんですけど……女子たちは『エミリちゃん、男子にそんなズバッと言えるなんてかっこいい～！』とか、ギャル系の子たちは『エミリって案外毒吐くんだね！　今までただのいい子ちゃんだと思ってたからなんか親近感湧わく～！』とか言ってきて……」

　エミリちゃんは神しん妙みような顔で続きを話す。

「……！　あははは……！」

　その話を聞いて、俺は思わず口から笑いが零こぼれてしまった。

　いやあ、本性を出した方がいいんじゃないかと言ったのは俺だが、まさかエミリちゃんが学校でそこまでおおっぴらに本性を出してしまうなんて驚おどろいた。

　その上……まさか、そんな面おも白しろいくらいに周りの反応が良かっただなんて。

「ちょっ、君きみ島じまさん、何笑ってるんですか!?」

「え、ああ、ごめん。いやでも良かったね！　これでもう素すを出しても嫌われないって分かったし、学校でも今までよりは本性出せるようになって、楽になれるんじゃない!?　なんか、俺までホッとしたよ」

「……！　な、なんで君島さんがホッとするんですか？」

　エミリちゃんは俺から視線を外した。頰ほおが少し赤い。

「けど、自分でも正直びっくりです。まさか本当に、君島さんの言う通り自分の素を出したら、みんなに受け入れてもらえるなんて……」

「そっか、じゃあこれからは学校でもありのままのエミリちゃんになるんだね？」

　学校で本当の自分を隠かくしていい子を演じているなんて、今までさぞ大変だったことだろう。だけどこれでもう、そんな思いしなくて済むんだ。エミリちゃんにとって、すごくいいことだろうと思う。

　そう思う反面、どこかで少しだけ、寂さびしく思う気持ちが存在していた。

　今まではこの仕事場でだけ、本当の自分を出してくれていたっていうのに、これからは学校でも本当の自分を出すようになってしまうんだよな。

　本当のエミリちゃんを学校でも出した方がいいって言ったのは俺なのに、いざ他の人にも本当の彼女を知られてしまうとなったら寂しいと感じてしまうなんて、我ながら勝手だと思う。

「そ、そのことなんですけど……考えたんですけど、これからも学校ではブリッ子し続けようかなって」

「え!?」

　俺はエミリちゃんの言葉に驚いた。

「な、なんで!?　だって、本当の自分も受け入れてもらえるってことが分かったっていうのに……」

「なんかもう学校ではブリッ子するのが板についちゃったんで、今いま更さら態度を変えるとなると逆に大変で。とは言っても一度毒は吐いちゃったんで、女子の前では『可愛かわいいけどたまに毒づいちゃうキャラ☆』に軽くキャラ変へん更こうしようかな～って」

「な!?　は、ははは……」

　俺は思わず苦笑いしてしまう。せっかく本来の自分を受け入れてもらえるチャンスだったっていうのに。




「それに……本当のわたしは、男の人では、君島さんにだけ知ってもらえてればそれでいいかな、って」




「え!?」

　エミリちゃんは少し俯うつむいて、顔を赤くしながら呟つぶやいた。

「だ、だって、初めて本当のわたしを認めてくれたのは……君島さん、ですから」

　エミリちゃんは顔を上げると、俺の目を真っ直すぐ見つめてそう言った。

「エ、エミリちゃん」

　そんな風に言われると、照れてしまう。

　なんだか気き恥はずかしいと同時に、すごく嬉うれしかった。エミリちゃんが、そんな風に思ってくれているだなんて。素直で可愛いところもあるじゃないか。

　この間怒らせたと思っていた分、嬉しさもひとしおだ。

「き、君島さん？　何黙だまったままニヤニヤしてるんですか？　気持ち悪いんですけど」

　エミリちゃんはいつもの意地悪な口調に戻もどって、俺に悪態をついた。だけど、顔はまだ少し赤いままだ。

「え!?　ああごめん、いや、俺の方こそ、そんな風に感謝してもらえるなんて嬉しいよ！」

　俺は今の自分の正直な気持ちをそのまま告げた。

「…………」

　エミリちゃんは俺から再び目を逸そらしたかと思ったら、何やら難しい表情で黙ってしまった。

「あ、あの、君島さん」

　それから何かを決意したかのように俺の顔を見て、口を開いた。

「ん？」

「その、こ、ここっ今度は、画材の買いものとかじゃなくて、良かったら、その、わたしと、普ふ通つうのデー……」

　エミリちゃんが何かを言いかけたときに、再び仕事部屋の扉とびらが開かれた。茉莉が部屋に戻ってきたようだ。

「……！」

　エミリちゃんは戻ってきた茉莉に驚いて、言葉を止めてしまった。

　茉莉は茉莉で、椅子に座ったまま会話をしている俺たちの顔を交こう互ごに見て、不ふ審しんな表情になる。

「何の話？」

「え！　い、いえ。何でもないです」

　エミリちゃんが焦あせった様子でそう答えた。

「はあ？　な、何よそれ。私には言えない話ってわけ？」

　茉莉は憤ふん慨がいした様子で言う。

　そういえば、茉莉って隠し事とかされるの嫌いなんだっけ。前も、隠し事して怒おこったことあったよな。

「いや、別にそういうわけじゃないんだけど……実は、」

　また前みたいに怒らせて面めん倒どうなことになるのも嫌いやだったので、特に隠す必要があることでもないと思い、俺は茉莉に一部始終を説明しようとした。

　しかし。

「ええ、そうです。君島さんとわたしの二人だけの秘密なんで、生い駒こま先生には言えません」

「!?」

　突とつ如じよ、エミリちゃんが意地悪そうな笑えみを浮うかべてそんなことを言い出したので、俺は驚いた。

「は、はあ!?　ちょっとエミリ、あんた……それ、喧けん嘩か売ってんの!?」

　エミリちゃんの言葉に、茉莉の顔が怒いかりに染まった。

「やだなあ、喧嘩なんて売ってませんよ～。でも、秘密は秘密なんで♪」

　エミリちゃんは茉莉を挑ちよう発はつするかのような言い方でそんなことを言う。

　どうしてそんな風にわざわざ茉莉を怒らせるようなことをするんだ……？

「あっそ！　別に知りたくもないわよ！」

　案の定茉莉は怒りを露あらわに言い捨てる。

　二人のやり取りにハラハラしてしまう。

　もしかしてエミリちゃんは、学校での一連の話を茉莉には知られて欲しくないのだろうか。だから、内ない緒しよにしてるとか？

　そうだとしたら、この間茉莉に話してしまったのは、良くなかったかもしれないな……。

「フンッ……。無む駄だ話ばなししてないでさっさと仕事再開するわよ！」

　茉莉は機き嫌げんを悪くしたままそう言い、再び三人で仕事を開始した。




「君島さ～ん、このページの背景って君島さんが描かかれたんですか？」

　原げん稿こう作業中、エミリちゃんに声をかけられた。

　振ふり向くと、エミリちゃんが自分の机から席を離はなれて俺の椅い子すのすぐ後ろに立っていた。原稿の一コマを指差して俺に尋たずねる。

「あ、うん。そうだけど」

　それは俺が描いた背景だった。

　そのとき、茉莉が一いつ瞬しゆん俺たちをチラッと見た。が、すぐに原稿に視線を戻す。

「やっぱりそうでしたか～！　相変わらず君島さんって背景はめちゃうまいですよね！」

「背景は、ってどういうこと!?」

　エミリちゃんの言葉に思わず突つっ込む。褒ほめてもらえて、嬉しいっちゃ嬉しいが……。

「えー、やだなー、褒めてるんじゃないですか～！」

　なんかエミリちゃん、上機嫌だなあ。仕事中にこんな風にテンション高く話しかけてくるなんて、珍めずらしい。こんなことをしてきたの、俺に対して猫ねこを被かぶっていたとき以来じゃないだろうか。

「この原稿終わったら、また背景の描き方教えて下さいね！　今わたしも、背景めっちゃ練習してるんで！」

「あ、そ、そうなんだ？　うん、勿もち論ろんいいけど」

　エミリちゃんが俺に顔を近づけて笑いかけてきたので、思わずドキッとした。

　なんか、やけに距きよ離りが近くないか？　腕うでと腕が当たっていて、心臓の鼓こ動どうが速まっていく自分に気付く。

「あ[image: ～][image: ～]っうるさいわね！　まだ仕事中だってのに無駄話してんじゃないわよっ！」

　そこで茉莉が大きめの声を出したので、俺は思わずびくっとした。

「無駄話、って……軽く話してただけじゃないですかー」

「そんなことしてる暇ひまがあったら少しでも原稿進めなさいよ！　今回あんまり時間がないって知ってんでしょ!?」

　茉莉は俺たちに顔を向けて苛いら立だった様子で注意する。

　原稿作業を急ぐ気持ちは分かるけど、そんなに怒ることだろうか。エミリちゃんの言う通り、軽く話してただけ、なのに。

「あー、はいはい」

　エミリちゃんはムッとしつつも、茉莉の言うことに従って自分の机に戻り、作業を再開した。俺も、原稿作業を再開する。




「ちょっと泉せん、今日も話があるから残って」

「え？」

　その日の仕事が終わり、俺が画材を片付けていると、まだ不機嫌そうな状態の茉莉に声をかけられた。

　なんだこれ、デジャブか？　ついこの間も全く同じことがあったよな。

　話って一体なんだろう。なんか機嫌悪そうだから、怒られるのではないかと、またもや不安になる。

「じゃ、わたしも残ります」

「！」

　茉莉の言葉に、なぜかエミリちゃんがそう言った。

「はあ？　なんでよ!?　あんたに話なんかないわよ！」

「いいじゃないですか。わたしも君島さんに話があるんで、一緒に帰りたいんです」

「え……」

　エミリちゃんの言葉に驚おどろいた。エミリちゃんも、俺に話があるのか？　一体なんだろう。

「まったく、何なのよ！　君島君島君島って……エミリあんた、突とつ然ぜんどういうつもりなわけ!?　私は泉に話があるんだから、あんたがいると邪じや魔まなのよ！」

　茉莉はついにブチギレた様子で、怒りにまかせてそんなことを言い出した。

「なんですかー、わたしがいるんじゃ話しにくい話なんですか？　一体何の話ですか？」

　だがエミリちゃんは大して気に留める様子もなく、尚なお茉莉に質問した。

　聞いてる俺の方がハラハラしてくる。

「ふんっ、そうよ。今日のこと……聞こうとしたの」

　エミリちゃんの言葉に、不機嫌そうに茉莉が答えた。

「今日のこと、って……休きゆう憩けい時間にわたしと君島さんで話してたことですか？」

「そうよ」

「だから、それは内緒だって言ってるじゃないですかー」

「この間、新しん宿じゆくであった話のことなんじゃないの？」

「……！」

　茉莉の言葉に、エミリちゃんは驚いた様子で目を見開いた。

「な、なんで生駒先生がそのこと知って……」

　やっぱりエミリちゃん、このこと茉莉には内緒にしておきたかったのか。だとしたら、勝手に話してしまうなんてまずかったな。

「ご、ごめん。俺がこの間話したんだ。茉莉に『今日なんでエミリは仕事場に来ないのか』って聞かれて、その日あったこと全部……」

「……！　……」

　俺が謝ると、エミリちゃんは驚いた様子で黙だまっている。

「やっぱり、内緒にしておきたかった？」

「…………」

　エミリちゃんは俺の言葉に、何も答えずに複雑な表情をしていた。

「何よそれ。泉には話すけど、私には言いたくない、ってわけ」

　茉莉がムッとした様子で、エミリちゃんを責めるように言う。

「エミリちゃん、勝手に話しちゃってごめん。だけど……その、茉莉は、隠かくし事されるのとか嫌きらいみたいだから。それで、隠すようなことでもないかなって思って、俺の判断で話しちゃって」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、相変わらず何も言わず、啞あ然ぜんとしていた。

　以前、エミリちゃんの家でカレーをご馳ち走そうになったことを茉莉に話さないでいて、後から話したら、茉莉が不機嫌になって、喧嘩になってしまったことを思い出す。

　あんな些さ細さいなことで喧嘩になるのはもうまっぴら御ご免めんだ。そう思って、俺はなるべく何でも茉莉に話すように心がけていた。だけど、エミリちゃんにとってはそれがまずかったみたいだ。

「一応相あい方かただから、隠し事とかはなるべくしたくないな、とも思ってて。だけど、エミリちゃんに話してもいいか確かく認にんするべきだったね」

　それは、俺の本心だった。

「…………」

　エミリちゃんは俺の言葉に、少しの間黙ったまま俯うつむいていた。

「隠し事はしない、ですか……あはは、そんな一心同体みたいな……ウケるんですけど」

　それから少し顔を上げて、彼女はいつものような小こ馬ば鹿かにした口調で言う。

「やっぱり、内緒にしておきたかった？」

「……別に、全然そんなことないですよ。隠すことでもないですし、話してもらって構わないです」

　エミリちゃんは冷たい表情になって、嫌に冷静に言い切った。

「じゃ、お先に失礼します」

「え!?」

　エミリちゃんは自分の荷物をそそくさとまとめると、俺たちに告げて立ち上がる。

　さっき、俺に話があるから残りたい、って言ってたのに……。

「ま、待ってよエミリちゃん。なんか、俺に話があるって言ってなかった？」

「ああ、別に、大したことじゃないんで」

　エミリちゃんは無表情で、俺の方を見もせずに言う。

「それじゃ、お疲つかれ様でした」

　エミリちゃんは事務的に挨あい拶さつだけ告げると、さっさと仕事場を出て行った。

「やばい、やっぱりエミリちゃん、言って欲しくなかったんだ」

　エミリちゃんが出て行った後、不安になった俺は思わずそう口にした。まさかあんなに怒おこるだなんて。

「ふんっ……」

　茉莉は不機嫌そうにそれだけ言うと、仕事場から出て行った。茉莉の気持ちを考えたら、エミリちゃんが自分に隠し事をしようとしていたということは、少なからずショックだったんじゃないかと思う。




　エミリちゃんの態度に、俺の心は不安でいっぱいになった。

　話してもらって構わない、なんて言ったのは、やっぱり本心ではないのだろう。俺が勝手に話したこと、怒ったに決まっている。

　だって、どう考えてもおかしい。

　休憩中や仕事中は、あんなに上じよう機き嫌げんで俺に接してくれていたっていうのに、突然あんな風に冷たくなるだなんて。

　そういえばエミリちゃんは、休憩中、茉莉が仕事場に戻もどってくる直前、何かを言おうとしていた。一体何を言おうとしていたのだろう。

　それに『話があるから一緒に帰りたい』っていうのは、一体何の話だったのだろう。

　機嫌を損そこねてからは、全く話してくれなくなってしまった。

　明日あしたになったら機嫌を直してくれるといいのだが……。

　せっかく新宿での一件で、一瞬俺に心を開いてくれたかのように思ったっていうのに、まさかこんなことになってしまうなんて……。






３









　翌日。

「……！」

　俺が玄げん関かんの扉とびらを開けて仕事場にやってきたエミリちゃんを出で迎むかえると、エミリちゃんは気まずそうな表情をしてすぐに俺から目を逸そらした。

「お邪魔します」

「ああ、うん、お疲れ……」

　やはり、昨日と同じように冷たい態度だ。

「あ、あのさ、エミリちゃん……やっぱり昨日のこと、怒ってる？」

「……はあ？」

　俺の質問に、エミリちゃんは冷ややかな笑えみを浮うかべた。

「なんでわたしがあんなことで怒らなきゃならないんですか？　君きみ島じまさん、自じ意い識しき過か剰じようですから。うけるんですけど～」

　俺を小馬鹿にしたように言いながら、俺と目を合わせずに靴くつを脱ぬいだ。

　靴を脱ぎ終えると、戸と惑まどっている俺を素す通どおりしてさっさと仕事部屋へと行ってしまう。




　原げん稿こう作業中も、確認や作業の指示で何度か話したが、事務的な会話はしてくれるものの、相変わらず態度が冷たかった。




　怒ってない、って本当なのか？　じゃあどうして冷たい態度のままなんだよ。

　自意識過剰なんて言われたって、昨日のこと以外思い当たる節ないし……。

　時間もないので原稿作業に集中しなければならないのに、エミリちゃんの態度がどうしても気になってしまう。

　そこで、インターフォンが鳴った。

「泉せん、出て」

「えぇっ!?」

「今下絵乗ってて集中してるから手ぇ止めたくないの」

「あー、全く……」

　仕方なく俺は重い腰こしを上げて椅い子すから立ち上がり、玄関へと向かう。

「はーい。……！」

　扉を開けて、驚おどろいた。そこには、約一週間ぶりに見る幼い女の子の姿があった。

「あ、杏あん璃りちゃん！」

　茉まつ莉りの小学生の妹である杏璃ちゃんだ。

　杏璃ちゃんはなぜか俺のことを気に入ってくれたみたいで、前回仕事場に来たときは情熱的（？）なアプローチをされて、戸惑ったこともあった。

「お邪魔します。お兄さん……お久しぶりです」

　杏璃ちゃんは無表情のまま挨拶をした。

「あはは、久しぶりって、まだ一週間くらいしか経たってないよ」

　俺が笑って言うと、杏璃ちゃんは上うわ目め遣づかいでじっ、と俺を見た。

「？　と、とりあえず、お姉ちゃんのところに行こうか」

「あ、杏璃!?」

　それから杏璃ちゃんを連れて仕事部屋に戻ると、自分の妹の姿を見て茉莉が驚いていた。

「今月は原稿作業が忙いそがしいから、仕事場には来ちゃだめ、って言ったでしょ!?」

　茉莉が、怒っているというよりは困っているような様子で、杏璃ちゃんに注意した。

　そうか、茉莉がそう言っていたから、杏璃ちゃんは最近仕事場に来なかったのか。

「ご、ごめんなさい……。だけど、最近姉さんたちがコンビニ弁当ばかり食べているのではないかと母さんが心配していたので、母さんが作った食事を持ってきたです」

　杏璃ちゃんは手にしていたビニール袋ぶくろを軽く持ち上げながら言う。

「え？　そ、そうだったの？」

「はい。キッチンで準備してきてもいいですか？」

「杏璃……ありがとう。それじゃあ頼たのむわ」

　杏璃は茉莉の言葉に頷うなずくと、そのまま仕事部屋を出てキッチンへと向かった。

「た、確かに、最近コンビニ弁当ばっかりで飽あきてきたから、助かるね～！」

　俺は茉莉とエミリちゃんに向かって言う。

「ええ、そうですね」

　エミリちゃんは俺の方を見もせずに事務的に返事をした。うう、いちいち凹へこむなあ……。




　それから、待つこと一時間以上。

「お待たせしました。ごはん、準備できたです」

　杏璃ちゃんが、仕事部屋まで俺たちを呼びに来た。

　作って来た食事を準備するだけにしては、なぜか異様に時間がかかったな。まあ杏璃ちゃんは小学生だし、一つ一つの作業が大変なのかもしれないが。

　俺たちは一いつ旦たん作業をやめて、部屋を出てリビングダイニングへと移動する。

「わ～、おいしそう！」

　テーブルに並んだ食事を見て、俺は思わずそんな声を上げた。

　豚ぶた肉にくのショウガ焼き、肉じゃが、野菜炒いため……。

　腹ぺこ状態の今の俺には、魅み力りよく的すぎる家庭料理がたくさん並んでいた。

　茉莉のお母さんの作ってくれた食事は、仕事場に差し入れされたものを何度か食べさせてもらったことがあるが、本当にどの料理もおいしかった。

　俺たちはテーブルを囲んでそれぞれ椅子に座る。

「じゃあ、いただきま～……、!?」

　俺が椅子に座ったところで、杏璃ちゃんが突とつ然ぜん俺の膝ひざの上に座ってきたので驚いた。

「え、えっと、杏璃ちゃん？」

「すみません、席が一つ足りないので」

　杏璃ちゃんは俺の膝の上に座ったまま、こちらを振ふり向いて少し恥はずかしそうに言った。

　なるほど、確かに席が一つ足りないので仕方ないな……って、おい！

　これじゃあ俺が食事できないだろ！

　俺の太ももの上に杏璃ちゃんのお尻しりが乗っていて、直じかに杏璃ちゃんの柔やわらかいお尻の感かん触しよくが伝わってくるのだが、正直、俺はただただ困こん惑わくしていた。

　これが茉莉やエミリちゃんに同じことをされたならドキドキしていたところだろうが、小学生相手にこんなことをされても特に何も感じない。

「いただきまーす」

　そんな俺を無視して、ご飯を食べ始めようとするエミリちゃん。

　一方茉莉は、驚いた様子で俺たちを見ている。

「ちょっと杏璃、何やってんの!?　せ、泉、あんた、幼女に膝の上に乗られてデレデレして……っ」

「どこをどう見たらそう見えるんだよ!?　食事ができなくて困ってるんだけど！」

「大だい丈じよう夫ぶですお兄さん、ボクが食べさせてあげますので」

「い、いやいやいや……」

　杏璃ちゃんに食べさせてもらうにしても、この体勢は無理があるだろ。

「あ～もう、杏璃降りなさい！」

　茉莉が呆あきれた様子で席を立ち、別の部屋から折りたたみ式の椅子を持って来て、俺の隣となりに開いて置いた。

「ほら、こっちに座んなさい」

「うぅ……」

　杏璃ちゃんはがっかりした様子で肩かたを落としてから、俺の膝の上から降りて、隣の椅子に座った。

「……！　ちょ、ちょっと待って！」

　そこで突然、茉莉が何かに気付いた様子で箸はしを置いた。

「エミリ、何か食べた？」

「え？　いえ、まだですけど……」

「そう……」

　茉莉は杏璃ちゃんの方に顔を向ける。

「杏璃、これって本当にお母さんが作った料理なの？」

「……！　そ、そう、です」

　杏璃ちゃんはなぜか少し焦あせった様子で肯こう定ていした。茉莉ちゃん、一体何を疑っているんだ？

「そう……じゃあ泉、食べてみて」

「え!?」

　ど、どういうことだよ。これ、単なる茉莉ちゃんのお母さんが作ってくれた料理じゃないのか？

「ではお兄さん、ボクが食べさせてあげます」

「え……」

「はい、あーん、です」

　杏璃ちゃんは肉じゃがを箸で少し摘つまむと、俺の口元まで持っていく。

　特に拒きよ否ひする理由もないので、俺は口を開けてそれを口に含ふくんだ。

「……っ!?」

　一度嚙かんで、大きな違い和わ感かんを覚える。

「ゲホッ……ゲホッゲホァッ!?」

　なんだこれは……見た目は普ふ通つうの肉じゃがなのに、信じられない程ほどまずい！　しょっぱすぎる上になぜか辛からいし、しかもタマネギやジャガイモに火が通ってなくて硬かたい。

　口の中に広がる恐おそろしい味を紛まぎらわすために、白米を一口食べる。

「……!?」

　水気がありすぎて柔らかすぎる。ベショベショだ。

「な、何これぇぇぇぇ!?」

　思わず俺は声を荒あららげていた。

　以前茉莉のお母さんのご飯を食べさせてもらったときは、めちゃくちゃ美味おいしかったっていうのに。まるで別の人が作ったかのようにあまりにも酷ひどい食事だ。

「やっぱり」

　茉莉は、俺の様子を見てため息をついた。

「杏璃、これあんたが作ったでしょ？」

　茉莉の言葉に、杏璃ちゃんはびくっと反応する。

「な、な、なんのことを言っているのですか姉さん……ボクは母さんが作った料理を持ってきて……」

「杏璃、本当のこと言いなさい」

「……っ！　……ボ、ボクが作りました」

　杏璃ちゃんはしょんぼりとして言う。

「えぇっ!?　そうなの!?」

　そういうことか！　だから美味しくないってわけか！

　っていうか茉莉、俺のこと味見に使ったな!?

　杏璃ちゃん、勉強はよくできるのに料理の腕うでは残念なんだな。まあ、小学生ならこんなもんか？

　いやでも、もはや下手とかそういう次元を超こえていたような気もする。未いまだに舌に恐ろしい味がこびりついている。一度食べたら忘れられない強きよう烈れつな味だ。

「どうしてこんなことしたのよ」

「だ、だって……姉さんだけでなく母さんにも、仕事の邪じや魔まになるから仕事場には行っては駄だ目めと言われるし、こうでもしないと仕事場に入れてもらえないと思ったので……」

　杏璃ちゃんは、肩を落としてしょぼんとしたまま言った。

「まったくもう……今月分の原げん稿こうが終わったら来てもいいって言ってたのに、それまで待てなかったの？」

「暫しばらく会ってない間に、お兄さんが他ほかの女性と浮うわ気きしてしまったら困るので」

「ぶっ!?」

　杏璃ちゃんのセリフに、俺は噴ふき出した。

　浮気、って……こんな小さな子が言うセリフじゃないぞ！

「な……!?　杏璃、あんた何言って!?」

　さすがに茉莉も驚おどろいて杏璃ちゃんを見た。

「姉さんの部屋にあった漫まん画がに、そういうのがありました。ヒロインと少し会ってない間に、主人公の男が他の女と浮気してたです」

「な、な……!?　ああ～もう！　隠かくし場所が甘かったのかしら!?」

　またエロ漫画か……。茉莉、隠すならもっとちゃんと隠してくれ……。

「それにしても、今日の夕飯どうしよう。またコンビニで弁当買ってくるしかないわね」

　テーブルの上を見ながら、茉莉が大きなため息をついた。

「食材も無駄になるから、杏璃、家では一人で料理するの禁止されてるっていうのに」

　その言葉に、杏璃ちゃんは一層しょんぼりしてしまう。なんだか、見ていて可哀かわい想そうになってくる。

「いやでも、食べられないほどではないしさ！　せっかくだし勿もつ体たいないから食べようよ！」

　気付いたら、思わず俺はそんな言葉を口にしていた。

「この肉じゃがだって、見た目はめちゃくちゃ美味しそうだし、ちゃんと煮にえてるところもあるかもしれないしさ！」

　俺は再び肉じゃがに手を伸のばし、取り皿に取り分けて食べてみることにする。

　本当に見た目だけは、美味しそうなんだよなあ。

「……っ！」

　一口食べて、一いつ瞬しゆんで先ほどの悪夢を思い出した。

　やっぱり駄目だ、不味まずすぎて食べられたものじゃない。俺、何で一瞬でもこのおぞましい味を忘れていたんだ！

　しかしそこで、杏璃ちゃんが不安げに俺の目を見つめていることに気付く。

「う、うん、意外とイケるよ！」

　そんな杏璃ちゃんを前に、まずい！　なんて言えるはずもなく、そのまま俺は肉じゃがを嚙んで飲み込んだ。

　すぐにお茶を飲んで口の中を整える。

「泉、ちょっとあんた……」

　そんな俺の様子を、茉莉は心配そうに見つめている。




　その後も、みんなが見守る中、俺は無理しておかずを何口かずつ食べた。不思議なことに、肉じゃがも豚肉のショウガ焼きも野菜炒めも全すべて同じ味がした。しょっぱすぎる上に辛くて、尚なお且かつどれも見事に火が通っていない。

　何口か食べて、これ以上は命の危機を感じたため、俺は箸を置いた。

「あ、杏璃ちゃん……ごめんね。ちょっとお腹なかいっぱいで、これ以上は食べられそうにない、かな……」

「お、お兄さん……」

　杏璃ちゃんはキラキラと目を輝かがやかせて俺を見つめた。

「家で作っても、誰だれ一人ひとりとしてボクの料理を食べてくれないのに……こんなに食べてくれるなんて」

「!?」

　次の瞬間、杏璃ちゃんは思いっきり俺に抱だきついた。

「やっぱり、お兄さんはボクの理想の人です！」

「あ、杏璃ちゃん……」

　杏璃ちゃんに抱きつかれながら、野菜はともかく、肉を生焼けのまま食べてしまったのはまずかったかもしれない……なんてことをぼんやりと思った。




　それから茉莉がラーメンの出前を頼たのんだ。俺の分もいるかと聞かれたが、さっき杏璃ちゃんに「お腹いっぱい」と伝えてしまった手前、頼めなかった。

「泉、本当に頼まなくていいのね？」

「う、うん……大だい丈じよう夫ぶ」

　茉莉は心配そうにそう聞いてくれたが、泣く泣くそう答えた。

　みんなが美味しそうなラーメンをすする中、俺は一人やっぱり自分の分も頼んでもらえば良かった、と後こう悔かいしながらその様子を眺ながめていた。おかずを何口か食べたくらいじゃ、全く腹は満たされていない。

「せ、泉……あんた、私の分少し食べない？」

　そんな俺に、茉莉が声を掛かけてきた。

「え？」

「いや、その、もうお腹いっぱいなのよ」

「マジで!?　食べていいの!?」

　なんてありがたいことだろう。でも茉莉、いつもは一人前くらいぺろっと完食してしまうっていうのに、一体どうしたんだ？

　そういえば、さっきから俺の様子を心配してくれているよな。もしかして、まだ俺が腹が減っているんじゃないかと気に掛けてくれているのか？

「じゃあ、ありがたく……」

　茉莉のラーメンを一口食べようとしたところで、一瞬固まった。

　これって……間接キス、ってやつなのか？

　いや、腹ぺこ状態なのでそんなこと言ってる場合ではないのだが、気付いた以上変に意識してしまう。

「ちょ、ちょっと、何固まってんのよ」

　茉莉が、そんな俺に声を掛ける。彼女の方も、なんだか少し顔が赤くなっているような気がした。もしかして、茉莉も間接キスを意識して照れているのか……？

　でも、ここでわざわざ「箸はし持ってくる！」なんていうのも逆におかしいよな。

「……！」

　そんな俺を、エミリちゃんが見ていることに気付いた。

　俺と目が合ってすぐ、エミリちゃんは顔を背そむけてラーメンを食べるのを再開した。

「……うっ！」

　そこで俺は、下腹部に痛みを覚えた。

　すぐに立ち上がって、走り出す。

「ちょっ、泉!?」

「腹痛い……」

　そのままトイレヘと駆かけ込んだ。

　どうやら、さっきの生焼けの肉で腹を下したようだ。




　それから俺は、腹の痛みが治まってトイレから出られたと思ったら、また痛みを感じてトイレヘ駆け込む、という一連の流れを何度も繰くり返した。茉莉が胃腸薬をくれて飲んだが、それでも痛みは治まらなかった。

　やがてラーメンを食べ終えたエミリちゃんが帰宅し、俺もとりあえず痛みが落ち着いたタイミングで帰宅することにした。

「じゃ、じゃあ、また明日あした」

「泉、本当に大丈夫なの？」

「うん、薬も効いてるし、今は落ち着いてるよ」

「お、お兄さん、やはり、ボクの作った食事でお腹を下したんじゃ……」

　玄げん関かんで靴くつを履はく俺を、茉莉と杏璃ちゃんが心配そうな表情で見守りながら、杏璃ちゃんが申し訳なさそうにそんな言葉を漏もらす。

「杏璃、今いま更さら何言ってんのよ！　そうに決まっ……むぐっ」

　茉莉が全て言い終わる前に、慌あわてて手で茉莉の口を塞ふさいだ。

「何言ってんの、違ちがうって！　実は今日、朝から腹の調子が悪くてさ！」

　もうここまできたら、最後まで噓うそを吐つき通してあげるのが優やさしさなんじゃないか、なんて気がしてきて、俺は思わず杏璃ちゃんにそう言った。

　俺が腹を壊こわしたことに責任を感じて、今後料理を諦あきらめちゃったりするのも良くないしな。

　……いや、周りの人間のことを考えたら、その方がいいのか？

「泉、あんた……」

　なぜか茉莉までもが、申し訳なさそうな顔で俺を見ていた。

　もしかして、妹がやったことに対して責任を感じたりしているのだろうか。さっきから心配してくれてるしな。一応茉莉にも人間の心があったようだな。

「そ、そうだったのですか……。それなのに、無理してボクの料理を食べてくれたなんて……」

　杏璃ちゃんはうるうるとした瞳ひとみで俺を見つめた。

「お兄さん……ちょっと、屈かがんでもらえますか？」

「え？」

　何だかよく分からないが、とりあえず杏璃ちゃんに言われた通り俺はその場で少し屈む。

「……！」

　次の瞬間、右の頰ほおに軽く何かが触ふれた。

　すぐ近くに、恥はずかしそうにしている杏璃ちゃんの顔があった。
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　どうやら、ほっぺにキスをされたようだ。

「え、えっと……お腹の痛みが良くなるおまじない、です」

「杏璃ちゃん……」

　杏璃ちゃんの俺を心配してくれる気持ちが、素す直なおに嬉うれしかった。俺にロリコン趣しゆ味みなどはないが、子供って可愛かわいいもんだよなあ、なんて思えてくる。

「ちょっ、あ、杏璃、あんた何してんのよ!?」

　そんな杏璃ちゃんの微笑ほほえましい行動に、なぜか茉莉が動どう揺ようしている。

　俺はそんな茉莉を無視して、杏璃ちゃんの頭の上に手の平を乗せた。

「……！　お、お兄さ……」

「杏璃ちゃん、ありがとう。腹、良くなりそうだよ」

「お兄さん……！」

　俺が笑顔で礼を言うと、杏璃ちゃんは感激した様子で俺を呼んだ。

「ふんっ……やっぱりあんた、ロリペド趣味なんじゃないの」

「え!?　な、何言ってんの!?」

　そんな俺を見て、バカにした様子でそんなことを言う茉莉。

　なんなんだよ、子供に優しくするのはいいことだろ。ましてや、茉莉の妹なんだからさ。




　それから俺は仕事場を後にして、なんとか家まで無事に帰宅した。




　それにしても……エミリちゃん、いつまであの態度のままなのだろうか。

　その日だけ怒おこっているのならまだしも、ずっとあの調子が続くのは正直俺がしんどい。

　茉莉には案外普ふ通つうの態度だし、やっぱり俺に怒ってるんだよな？

　このままでは気まずいし、何か怒ってるんだとしたらはっきり言って欲しい。

　そう思った俺は、家に帰ってから、エミリちゃんにラインを送った。

『今日はお疲つかれ。エミリちゃん、もし何か俺に怒ってたり言いたいことがあったりしたら、言って欲しい』

　すぐに既き読どくはついたもののなかなか返事が来なかったが、その日の夜風ふ呂ろから上がって携けい帯たいを見ると、返信が来ていた。

『別に怒ってないです』

　素っ気ない短文が送られてきていた。

　やっぱり怒ってないと言い張るのか。じゃあ、ここ最近の態度はなんだというのか。

『でも、なんか態度がいつもと違うような気がするんだけど……』

『それは、わたしの問題なんで。別に、君島さんは悪くないんで』

　え……？　エミリちゃんの問題？　俺は悪くない？

『それって、どういうこと？』

　既読はついたが、そのラインを最後に彼女から返信が来ることはなかった。

　怒ってない？　エミリちゃんの問題って、どういうことだ？　ますますわけが分からない。

　二人で新しん宿じゆくに行った後、学校で素を出せるようになったと報告してくれたときは、俺に礼を言ってくれて、やけに話しかけてきたりして、心を開いてくれたように思えたのに。

　その後突とつ然ぜん手のひらを返したかのように態度が変わるだなんて……エミリちゃんのことが、俺には全く理解出来なかった。






４









　三日後の土曜日。

「じゃ、お先に失礼します」

「……！」

「はい、お疲れ」

　さっさと帰り支じ度たくをして、エミリちゃんは先に帰ってしまった。

　いつもなら、仕事が終わった後リビングでお菓か子しなどを食べながら三人でだべったりして、俺と一いつ緒しよに帰るのに。

　相変わらず仕事中も、茉まつ莉りと話すことはあっても、俺とは事務的な内容以外全然話してくれなかった。俺はただただ困こん惑わくしてしまう。




「エミリちゃん、本当にどうしたんだろう……。ねえ、どう思う？」

　俺は思わず、机に向かって作業を続ける茉莉の背中に声を掛かけた。

「さあ。二人で新しん宿じゆくに行ったってときに何かあったんじゃないの？　私はその場にいなかったんだから知るわけないじゃない！」

　茉莉は作業を続けながら苛いら立だった様子で言う。

「そうやって他ほかのことに気が散ってるなんて、随ずい分ぶん余よ裕ゆうね。それより、今月の原げん稿こうが終わるかどうかの心配をしなさいよ」

「うっ……。まあ、そりゃあそうだけど、そればっかりは心配したって仕方ないじゃん」

　修学旅行まで、あと一週間とちょっと。それまでに、どこまで原稿作業を進められるかにかかってくる。

「そういえば……『バトアイ』の一話掲けい載さい号が発売されるのって、修学旅行中なんだよね」

　俺は仕事部屋に掛かっているカレンダーを見て、口にした。

「ああ、そういやそうね。……修学旅行中、ネットの評判とか気になっちゃいそうね……」

「ネットの評判？」

　茉莉の言葉を俺は聞き返す。

「ええ。３ちゃんねるの『プリドラ』のスレとか、それにツイッターにも何かしら感想とか書かれるだろうから」

「え!?　そ、そういうもんなの!?」

「……！　あんた、そういうの見たことないの？」

「うん、全然」

　自分の描かいた漫まん画がの、ネットの感想か。そういうの、今まで全く見たことがなかった。

『３ちゃんねる』がネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんである、ということくらいは俺も知っているが、まさかその掲示板に『プリドラ』のスレッドがあるなんて、考えたこともなかった。

「そっか、『プリドラ』のスレがあるのか……。ってことは、『プリドラカップ』のときも、俺たちの漫画について何か感想とか書かれてたのかな!?」

「……！　さ、さあ……。どうかしら」

「茉莉、見てないの？」

「み、見てないわ！」

「へー。そういうの、いかにも見てそうなのに」

「…………。『ＹＡＭＯＭＥガール』を連載してたときは、私もまめにネットをチェックしてたわよ……。人気作家なんかは個人名でスレがあったりしたけど、私はそんなもんなかったから、『プリドラ』のスレをしょっちゅう見てたわ。ツイッターでも頻ひん繁ぱんに、作品名でエゴサーチかけてたし……」

「え!?　う、うん……」

　茉莉が突然負のオーラを発しながら語り出したので、俺は戸と惑まどってしまう。

「けど……その結果、いいことなんて何もなかったわ。褒ほめてくれる人もいたけど、半分くらいは批判的な意見で、中でも、なんでか知らないけど、異様に私のことを粘ねん着ちやく質しつに叩たたいてくる奴やつがいて！　私の作品が嫌きらいだって言う割には、毎月ちゃんと読んでて、当時やってた私のツイッターまでまめにチェックして、わざわざ３ちゃんで叩いてくるのよ！」

「そ、そうなんだ……」

　茉莉は当時を思い出してか、怒いかりを露あらわに熱く語る。

「私もついに頭に来て、ツイッターで『私の作品が嫌いだっていう割に、きちんと毎月読んで叩いてくる人って、一体何なの？　嫌いなら読まなきゃいいのに』ってツイートしたの。そしたらリプで『商業作品である以上叩かれることは仕方ないんじゃないですか』って食いついてきた奴がいて！　３ちゃんで叩いてたの、絶対こいつだ！　って思ったわ！　それで私も負けじと言い返したら、向こうもしつこく嚙かみついてきて……」

「ひいいい!?　なんてことを!?　そ、そういえば……前に、ツイッターが炎えん上じようして早さ乙おと女めさんにアカウント停止を命じられた、とか言ってたけど、そんなことがあったからだったの!?」

[image: ]

「そうよ。そのやり取りはトゥゲッターとかいうのに勝手にまとめられて、未いまだにネット上に上がってるわ……。アンチもアンチだけど、この漫画家煽あおり耐たい性せいなさ過ぎだろ、痛すぎ、とか、コメントで私のことも散々に言われてて……。どうして私まで叩かれなきゃならないのよ!?　ああ、今思い出してもほんっと腹立つ！」

「ちょっ、ま、茉莉、落ち着いて」

　頭に血が上りやすいとは思っていたが、まさかここまでとは。

　そんな問題行動を起こしたなら、そりゃあツイッターのアカウント停止にされても仕方がない。むしろ、茉莉はネットに向いてないんじゃないだろうか。

「それでそれ以降、早乙女にツイッター禁止、ネットの感想見るの禁止、って言われて……」

「な、なるほど」

　早乙女さんの判断は正しい。そんなことがあったなら、茉莉は絶対にネットは見ない方がいいな……。

「でもそっか。『プリドラ』のスレッドがあるなんて知らなかったな。えーと……」

　俺は早さつ速そくスマホをポケットから取り出して、ネットの検けん索さく画面を開く。

「ちょっと泉せん、あんた今私の話聞いてた!?」

　その様子を見て、茉莉が驚おどろいた様子で大声を出した。

「心配しなくても、茉莉には見せないし、何が書かれてたかも伝えないよ」

「そういう問題じゃないわよ！　つまり私が言いたいのは、ネットを見ても何もいいことなんかないってこと！」

「大だい丈じよう夫ぶだって。俺は茉莉と違ちがって煽り耐性あるし、何を見ても凹へこんだり逆上したりしない自信あるから」

「と、とにかく駄だ目め！　見ても絶対いいことないから！」

　茉莉はなぜか頑かたくなに止めようとしてきて、俺の携帯を奪うばおうとすらしてきたので、慌あわてて俺は手を伸のばして、茉莉が届かないくらい高い位置に携帯を掲かかげた。

「な、なんでそこまで必死に止めんの!?　何かタメになる意見が書いてあるかもしれないじゃん！」

「ないわよそんなの！」

「え……？　茉莉、見てないんだよね？　なんではっきり言い切れるの？」

「！　み、見てないけど……。ネットの意見なんて偏かたよってるんだから、参考にしない方がいいの！　それより、アンケートとかコミックスの売り上げとかをチェックした方がいい、って早乙女にも言われてるし……」

「そう？　でも、参考になるかどうかは見てみないと分かんないし」

　なんだってそんなに頑なに茉莉は俺を止めるのだろう。ネット上に自分たちの漫画の感想が書かれているかもしれないと知って、気にならない方がおかしいと思うのに。

「あ、あった」

　それらしきスレッドを発見した。

「あ[image: ～][image: ～]もう、ほんっと信じらんない！　もう知らないわよ！」

　茉莉は俺に呆あきれたのか、さすがに諦あきらめた様子でそう言う。

　茉莉が怒おこっている横で、俺は特に気に留めることもなく、『月刊少年プリティードラゴン　31月号〔転てん載さい禁止〕[image: ©]3ch.net』という文字を押した。

「えーっと……。……あ！　俺たちの漫画の話題、上がってる！」

　スレを流し見していたら、『バトルアイドル』という文字を発見した。




【０４３６　作者の都合により名無しです


来月号から、プリドラカップで優勝したバトルアイドル連載始まるんだな






　０４３７　作者の都合により名無しです


あー、あの組織票で優勝した漫画ね






　０４３８　作者の都合により名無しです


組織票は羽は柴しば朱あか音ね大先生（）の方だろｗ






　０４３９　作者の都合により名無しです


〉〉０４３６

一応俺はちょっと期待してる






　０４４０　作者の都合により名無しです


読み切りでつまんない漫画が連載で面おも白しろくなるわけがない






　０４４１　作者の都合により名無しです


つまんないか？　俺はあの中で一番面白かったけどな






　０４４２　作者の都合により名無しです


〉〉０４４１

作者本人か？ｗ】






「………………」

　ついつい真しん剣けんにじっくり読んでしまった。

　正直、すごくハラハラしたけど……まだそんなに酷ひどいことは書かれてなくてホッとする。

　まあ、まだ連載が始まったわけじゃないので、こんなもんだよな。

　み、見てろよ３ちゃんねらーたち！　発売日には『新連載面白いじゃねえか！』って書き込ませてやるからな！

　これが最新のスレッドということは、プリドラカップで『バトアイ』の読み切りが掲載されたのは、もっと前か。ここまで見たら、当時の読み切りの反応も気になるので、見てみようと思った。

「ちょ、ちょっと、最新のスレをチェックできたならもういいじゃない！」

　俺がスレッドを遡さかのぼっていると、その様子を見て茉莉が注意してきた。なんだってこんなにネットを見ることに反対するんだろう。

　俺は茉莉の言葉を無視して掲示板を見続けた。確か、一月末発売のプリドラに掲載されたんだったよな。ということは、二月まで遡ればその話題が上がっているはずだ。

　最新のスレッドは始まりが三月のようだったので、一つ過去のスレッドに飛んだ。

「あ、あった！　この辺だ」




【０６８６　作者の都合により名無しです


プリドラカップ、優勝バトルアイドルだってな。てっきり美人同人作家（）のやつがそのままぶっちぎるかと思ってたから意外だったわｗ






　０６８７　作者の都合により名無しです


〉〉０６８６

マジで？　あれ、ラブコメがやりたいんだかバトルがやりたいんだかどっちも中ちゆう途と半はん端ぱで微び妙みようだったんだが。あれ連載にすんならＹＡＭＯＭＥガールの続きやれよ






　０６８８　作者の都合により名無しです


〉〉０６８７

同感。わけわからん新人と組ませないで、生い駒こまは一人でラブコメやって欲しい。ツイッター炎上させたりして人間性には難ありだが、実力はあるんだから






　０６８９　作者の都合により名無しです


正直俺も、ドラゴン本誌と合わせても、生駒よりラブコメがうまい作家はいないと思う。今回のプリドラカップだって、生駒が一人でやってたら中間発表も最終もぶっちぎりで勝ってただろう。それを、無名で実力もない新人と組ませたせいで作品の質が落ち、ポッと出の同人作家なんかに負けそうになったわけで。

同レベルの作家と組ませるならまだしも、なんで実力もない上に全然萌もえとは真逆のバトル漫まん画が描かいてるような新人と組ませたんだ？　プリドラの編集が考えてることがさっぱり分からん。






　０６９０　作者の都合により名無しです


〉〉０６８９

それはもう、前にコンビ組んで喰くい姫ひめとかいう漫画描いたときからずっと言われてるだろ。俺個人的には、生駒の漫画にバトル要素入れんのは意外とアリだと思ったけど、それをなんで新人と二人でやらすのかが理解に苦しむ。

一人でも十分描ける作家なのにな。むしろ、新人は足引っ張ってるんじゃないのか？

デビュー作読むに、萌えとか全然理解してなさそうだし、むしろ毛け嫌ぎらいしてそうな作風なのに。






　０６９１　作者の都合により名無しです


生駒アギト、そんなに持ち上げる程ほど実力あるか？　所しよ詮せん打ち切り作家じゃねーか。

信者？　それとも本人？ｗ】






「……………………」

　俺は読んでいる間、血の気が引いていくような感覚に陥おちいった。

　その前後の会話もざっと見たが、大体流れは同じだった。

　中には生駒アギトを叩たたいている書き込みもあったが、大体は実力を認めているというような書き込みばかりだ。

　そして、何度も出るのは、そんな生駒アギトと組んでいる新人の話。

　どうしてコンビなんか組ませてるのか。新人は実力もないし萌えも分からなそうなのに。生駒アギトは一人で描かせた方がいい。

　…………。

　なぜ俺は、今までこんなことすら想像できていなかったのだろう。

　少し考えてみれば、確かに生駒アギトのファンや彼女の漫画を認めている人からしたら、このように思うのは当然じゃないか。

　そう。頭では理解できた。

　だけど、あまりに突とつ然ぜんのこと過ぎて、受け止めきれない。

　萌えを全く理解していない、実力もない新人の俺が、生駒アギトの足を引っ張っている……。

「ちょ、ちょっと泉……あんた、大丈夫？」

　俺が放心していると、茉莉が心配そうに声を掛かけてくる。

「……もしかして茉莉、３ちゃんのプリドラスレ、もう見てたの？」

「……！　…………」

　俺の言葉に、茉莉はギクリとした表情をして、何も言わなかった。

　やっぱり、見てたのか。だからさっき、あんなに必死に俺に見ない方がいいと止めたんだな。見たら、俺がショックを受けると思ったから。

　なんだかんだ言って、やっぱり茉莉って優やさしいよな、と思う。だけど、そんな風に気を遣つかわせてしまったことが情けない、とも思った。

「さ、さっきも言ったけど……３ちゃんねるの意見なんて偏かたよってるんだから参考になんかならないし、気にするだけ無む駄だだからね!?」

　茉莉は、尚なお俺を気遣ってそんな風に声をかけてきた。

「だから、いちいちそんな風にショック受ける必要なんて一ミリもないの！」

「い、いや……ははは、ショックなんか受けてないって。ただ……ここに書いてあることも一理あるなあ、って思っちゃって」

「な……!?」

「生駒アギトは実力があるんだから、わけわからない新人と組ませたりしないで、一人で描いた方がいい漫画が描けるんじゃないか、って……」

「……！　は、はあ!?　あんた、それ本気で思ってんの!?　バカじゃないの!?　本当にそうだったら、私は……一人で描いた漫画が打ち切りになんかなってないし、あんたとの漫画でプリドラカップで優勝できたりしてないわよ！」

「……！　茉莉……」

　茉莉は俺の目を見て真剣にそう言ってくれた。

　その言葉に、俺は驚おどろく。まさか茉莉が、そんな風に考えてくれていたなんて。純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　正直、その言葉がなければ俺は、もっと凹へこんでいたことと思う。

「あ、ありがとう……。……だけどやっぱり、ここに書かれてることがまるっきり全部間ま違ちがってるってわけでもないかな、って」

「はあ!?　あんた、まだそんなこと言って……」

「茉莉がこの間、俺はまだ萌えを理解できてない、みたいなこと言ってたじゃん。茉莉はラブコメ漫画において確かな実力を持っていて、読者からも認められてる。だけど俺は……元はと言えばバトル漫画を描いていて、ここに書かれてる通り、ラブコメや萌えを全然分かってなかった。今でこそ、茉莉に勧すすめられて色んな作品を見て、昔よりは少しずつ理解を深められてる気はするけど、それでもまだまだ足りないって自分でも思う」

「……！　泉……」

「今は、目の前の原げん稿こうを今月の締しめ切りに間に合わせることが最優先だけど、それが終わったらまたラブコメ作品を見て勉強しないとな」

　生駒アギトは一人で描かせた方がいい、なんて、読者に思われないように。

「フッ……そうね。よく言ったわ！」

　俺の言葉に、茉莉が優しげな笑えみを浮うかべた。

「今月の原稿が終わったら、また私がじっくりラブコメについて教えてあげるから、あんたは何も心配しなくていいわ」

「茉莉……」

　茉莉が俺を気遣ってくれているのが分かって、俺は彼女の優しさが嬉しかった。

「あ、もうこんな時間か。そろそろ帰らないとな」

「ええ。明日あしたもいつもの時間に来るわよね？」

「え？　あ……ごめん、言い忘れてたけど明日は夕方からになりそう」

「え!?　な、なんでよ？」

　明日は、同期作家たちとの同期会の日だ。早く茉莉に言わないと、と思っていたのだが、すっかり言いそびれていた。

　こんなときなので、途と中ちゆうで抜ぬけて夕方頃ごろには仕事場に来て仕事をするつもりではあるのだが。

「実は明日、同期作家たちとの同期会があってさ……」

「ど、同期会だあ？　あんた、この大変な時期に……」

「先月から、もうみんなの予定合わせて日程決めちゃってたから行かないわけにはいかないんだよ。早めに抜けて夕方にはここに来て作業するからさ」

「フン……まったく」

　案の定茉莉に文句を言われてしまったが、とりあえず行くなとは言われなかったので、行ってもいいようだな。

「同期会って、あんたと同期デビューの漫画家が来るわけ？」

「うん、それ以外にも、プリドラカップで競きそった八や雲くもムラサキさんとか、羽柴朱音とかも来るよ」

「……！　あの二人が……？」

　茉莉はその二人の名前に反応した。

「この修学旅行前の貴重な時間を使って行くんだから、少しでも有益な情報得て来なさいよ。例えば、その二人のその後の状じよう況きようとか！」

「え……あ、ああ」

　その二人のことをそこまで気にするなんて、やっぱり未いまだにライバル意識のようなものがあるのだろうか。一度プリドラカップで競った相手だもんな。

「と、ところで、その同期会って……八雲ムラサキさんとか羽柴朱音とか、その他ほかにも……当然、同期の女性作家とかもいるわけ？」

　突然茉莉は、焦あせりだしたかのような様子になって、そんなことを俺に聞いてきた。

「え？　うん」

「あんたと同期の作家って……確か、女が半分くらいいる、のよね……？」

「え？　まあ、そうだけど？」

　俺の言葉に、茉莉は急に考え込む。

「ふ、ふーん。まあ、どうでもいいんだけど。その……あんた、同期の漫まん画が家かと仲良くなってたりするの？」

「仲良く？　別にまだそんなには……。まあ、ラインのグループ以外でたまに連れん絡らくとる相手が一人いるくらいで」

　芹せり沢ざわからは、ライングループ以外でもちょくちょく個人的なラインが来たりしていた。「調子どうっすか!?」とか、他愛もない話ばかりだが。

「！　そ、それって、誰だれ!?」

「誰、って、言っても分かんないと思うけど、大賞とった……」

「大賞!?　って、去年の大賞って確か、中学生の女がとったのよね!?」

「あ、違うよ、そっちじゃなくて、俺と同い年の男の方。ってか茉莉、俺の同期に詳くわしいね？」

「……！　ふー、ふーん。べ、別に……授賞式のパーティーのとき壇だん上じように全員上がってたから、それで覚えてるだけよ！」

「あ、そっか。っていうか……同期会、茉莉も来る？」

　不意に、芹沢に『生駒先生も誘さそっておいて』と言われていたことを思い出して、一応誘ってみる。

　芹沢があからさまに茉莉に興味を持っているようだったので、できれば連れて行きたくないのだが（大事な漫画の相あい方かたで友人でもある茉莉を、チャラ男の餌え食じきなんかにするわけにはいかないからな）、そんなに同期会のことを気にしているのであれば、連れて行くべきかもしれない、と思った。

　まあ、芹沢が茉莉に話しかけてきたら俺が邪じや魔ますればいいしな。

「え!?　な、なんで!?」

「いや、同期会のこと気になってるみたいだし……」

「べ、別に気になってなんかいないわよ！　なんで私が、そんなこと気にしなくちゃいけないわけ!?」

　しかし、俺がそう言うと、茉莉は顔を赤くして憤ふん慨がいした様子でそんなことを言い出した。

「え？　でも今、気にしてたんじゃ……」

「気にしてないってば！　べ、別に、女がいようがいまいが、私には関係ないし……」

「え？」

「と、とにかく！　私は行かないから！」

「そ、そう？　じゃあ明日は、そういうことだからよろしく」

「フン……。ち、ちなみに……それって、いつどこでやるの？」

「え？　茉莉、行かないんじゃなかったの？」

　茉莉のセリフに戸と惑まどう。行かないのに、なんでわざわざ時間と場所を把は握あくする必要があるんだ？

「い、行かないわよ！」

「じゃあなんで……」

「う、うるさいわね！　別に聞くくらいいいでしょ!?　教えなさいよ！」

「え、えっと……午後一時にアキバで待ち合わせて、ファミレスに行く予定だけど」

　茉莉の気き迫はくに押されて、正直に答えた。

「ふ、ふーん……」

　やっぱり気になっているんじゃないか。そんなに気になっているなら来ればいいのに、と思ったが、また怒おこり出しそうなので言わないでおいた。




　それから俺は、今度こそ荷物をまとめて帰宅した。




　　　　＊




　翌日、五月十七日、日曜日。『同期会』当日。

　待ち合わせ時間五分前に、俺は待ち合わせ場所である秋あき葉は原ばら駅の中央口に到とう着ちやくした。

「あ、霧きり島しまさん、お疲つかれ様です～！」

「あ、お久しぶりです！」

　既すでに見覚えのある同期作家のメンツが駅に集合していた。久々にペンネームで呼ばれて不思議な感覚になる。パーティーの際はみんなスーツかドレス姿だったので、私服姿で会うのは初めてでなんだか新しん鮮せんだった。

「連れん載さい読んでますよ～！　順調そうで羨うらやましいですよ」

「あ、ありがとうございます」

　数ヶ月ぶりに再会した同期たちとの会話を楽しんでいたら、ふと、俺たちとプリドラカップで競った先せん輩ぱい漫画家、羽柴朱音の姿が目に入った。個性的なデザインの丈たけの長いワンピースを着ており、特に俺の同期たちと話すことなく一人でスマホをいじっている。

　ラインで初めは「夜からしか行けない」とか言っていたのに、結局最終的には昼間から参加できるようになったとか言ってたんだっけ。

　一いつ瞬しゆん挨あい拶さつしようか迷ったが、とても話しかけにくい雰ふん囲い気きなのでやめておいた。

　思いっきりスマホを触さわっているなんて、果たしてみんなと打ち解けようという気はあるのだろうか、と疑問に思ってしまう。

「八雲です。お待たせしました」

　そこへ、見覚えのある美しい女性がやってきた。

　同じく俺たちとプリドラカップで競った八雲ムラサキ先生だ。八雲さんと顔を合わせるのは、確か三月あたりに一度出版社で会って以来だ。相変わらず綺き麗れいな人だなあ。

　彼女はベージュのジャケットの下に白いシフォン生き地じのワンピースを着ていた。季節に合った、爽さわやかで女性らしい服装だ。女性作家たちの中でも一ひと際きわ垢あか抜ぬけている。

　あと残るは……大賞作家二人じゃねえか！　一いちノの瀬せ白しら雪ゆきは行けたら行く的なことを言ってたからともかくとして、幹事の芹沢はどうした！

「あ、すみませーん！　お待たせしました！」

「あ、芹沢君！　お疲れ様で～す！」

「今日は開いてくれてありがとうございます！」

　待ち合わせ時間から十分弱経過したところで、ノコノコと芹沢がやってきた。遅ち刻こくにも拘かかわらず、女性作家たちはすぐに芹沢をチヤホヤし始める。

　私服姿までキマッていて妙みように腹立たしい。こちとら漫画で忙いそがしくて服装なんて気にしていられないっていうのに……。

「おい、幹事が遅刻かよ」

　誰も突つっ込まないので、とりあえず俺が突っ込んだ。

「あ、君きみ島じませんせ～！　お久しぶりっす！　元気してました!?」

　俺の顔を見るなり、芹沢は笑え顔がおでテンション高く挨あい拶さつをした。

「あ、お、おう……久しぶり」

　なんかそんな風に感じよく接しられると、調子狂くるうというか……悪い気はしないな。

「あれ？　今日生駒先生は？」

「え？　ああ、行かないって。一応誘ったんだけど」

「えー、マジすか～。超ちよう残念っすね～」

　あからさまに残念がる芹沢。やっぱり、連れて来なくて正解だったかもしれない……。

「とりあえず、あとは一ノ瀬さん……と、あ、あともう一人同期来てないよな!?」

　そこで、俺は思い出した。

　申し訳ないことに忘れかけていたが、同期作家にしてプリドラカップで競った、同い年の男子、碧あおい君も来てないじゃないか。

「え？　一ノ瀬さん以外は揃そろったんじゃないすか？」

「いや、碧君っていう同期の男子、来てないだろ」

「え？　それ誰でしたっけ？　俺、女性以外の名前と顔覚えんの苦手なんすよね」

「お前、分かりやすすぎんだろ！」

「碧君なら、さっきライングループで行けなくなったって発言してましたよ」

「え？　あ、本当だ！」

　同期の女性作家に言われてスマホでライングループの画面をチェックすると、確かに碧君はそのように発言していた。今朝急に体調が悪くなってしまったとのことだ。

　プリドラカップの後の彼の進しん捗ちよく状況も聞きたかったんだけどな。残念だ。

　とりあえず一ノ瀬白雪以外は全員揃い、一ノ瀬白雪はそもそも来るかどうかすら怪あやしいので、もうファミレスへ移動して同期会を開始しようということになった。




　駅の近くにあるファミレスへと入店する。店員にテーブルへと案内され、それぞれ席に着いた。

「……！」

　店に入った順番に席に着くと、偶ぐう然ぜんにも俺は八雲ムラサキさんと羽柴朱音に挟はさまれた席になった。両サイドが年上の女性だなんて、ちょっと緊きん張ちようしてしまうな。

　向かいは芹沢で、芹沢は他ほかの女性作家たちに囲まれていた。もっとも、あっちは偶然ではなく女性側が狙ねらってああいう席になったような気がするが。

「……？」

　そこで、何だか妙に視線を感じた。店内を見み渡わたす。

「……っ!?」

　少し離はなれたところに座る一人の客がこちらを見ていたのだが、俺がそちらを見た途と端たんすぐに顔を背そむけられた。

　その女性客の姿に、俺は思わず凝ぎよう視ししてしまう。何やら派手な髪かみ型がたに派手な制服を着た女子高生のようだが、室内だというのにマスクとサングラスで顔を隠かくしており、思いっきり怪しい姿だった。

　その制服と髪型がこれまたおかしい。制服は赤とピンクを基調としたデザインで、どこかの高校の制服にしては派手すぎる。あれは……コスプレか？　しかし、なんかどこかで見たことのある制服だ。もしかしたら、茉莉の家で見たアニメかゲームか何かで見た覚えがあるのかもしれない。

　髪型はといえば、オレンジ色の長い髪を片側の高い位置で一つにまとめており、大きな赤のリボンをつけている。一瞬地毛か？　と思ったが、あんな髪色染めたとしても無理な気がするので、おそらくカツラだろう。制服も含ふくめて何かのキャラクターのコスプレなのかもしれない。

　……ま、まあ、ここアキバだしな。俺はアキバにあまり来たことがないので知らなかったが、コスプレ姿の女性がいることもアキバじゃ珍めずらしくないのかもな！　でも、あのサングラスとマスクはどう考えても怪しいけど……。

「君島先生、何ボーッとしてるんすか？　注文何にします？」

「え!?　あ、ああ……」

　そこで芹沢に声をかけられ、俺は慌あわててメニュー表を見て自分の頼たのむものを決めた。




「君島先生は、調子どうっすか？」

　各おのおのドリンクバーや好きな食べ物を注文して飲み物をとってきた後、早さつ速そく向かいの芹沢に話しかけられた。

「あ、ああ……今月修学旅行があるから、原げん稿こうやばくて」

「あら、そうなんですか？　それは大変ですねぇ」

　俺が答えると、隣となりに座る八雲さんが笑顔で俺に話しかけてくれた。

「あ、は、はい……」

　綺麗な大人の女性相手に思わず緊張してしまう。

「旅行先に持って行かれたりするんですか？」

「……！」

　そのとき気付いた。彼女が着ているのは清せい楚そなワンピースではあるのだが、胸むな元もとが少しだけ開いていて、彼女の胸が大きいためか、近くに座っていると少し胸の谷間が見える。

　なんとセクシーな……って、俺、茉莉じゃあるまいし！　そんなところ見てるって気付かれないようにしないと。

　動どう揺ようを隠して答える。

「それ以外は、特に順調なんすか？」

　再び芹沢が、向かい側から声を掛かけてくる。

「え？　ま、まあ……」

「いや、なんか、ちょっと落ち込んでるように見えたんで」

「……！」

　な、なんだよこいつ。勘かんが良すぎて気持ち悪いな。
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　俺、そんなに落ち込んでるように見えたか？　普ふ通つうに振ふる舞まうように気をつけていたのだが。

「い、いや、別に大したことじゃないんだけど……実は、ちょうど昨日ネットの掲けい示じ板ばんの雑誌のスレッド見て、今その内容に軽くショック受けててさ……」

　話すことで少しは楽になるかもしれない、俺と同じような経験をした人もこの中にいるかもしれないし……と思い、俺は思いきって自分が落ち込んでいる理由を同期たちに話した。なるべく笑顔と軽いノリを心がけて。

「えー、マジっすか。ショック受けちゃうような人はそういうの絶対見ちゃ駄だ目めっすよ。俺は何が書かれててもショック受けない自信があるんで大だい丈じよう夫ぶっすけど」

「！　俺だって、別にショックなんか受けないだろうって思ってたけど……」

「あんなもの、漫まん画が家かになりたくてもなれないワナビが嫉しつ妬としているか、自分では漫画を描かきたくても描けない評論家気取りの消費型漫画オタクが偉えらそうに叩たたいているかのどちらかなんですから、気にすることありませんわ」

「……！　は、羽柴さん」

　そこで八雲さんとは逆隣に座っている羽柴朱音が声をかけてきた。

　俺をフォローしてくれているのかと一瞬思ったが、恨うらみがましくそのセリフを言っているのを見るに、羽柴朱音自身がネットの掲示板を毛け嫌ぎらいしているのかもしれない、と思った。

　そういえば、羽柴朱音もプリドラカップの話題の際『組織票』とか掲示板で言われてたな。もしかしたら本人もそれを見て、３ちゃんねるなんてろくなもんじゃない、と思ったのかもな。

「ちなみに、君島先生はなんて書かれてたんすか？」

　芹沢は何の悪気もなさそうに淡たん々たんと聞いてくる。それ、聞くのか……。

「……生駒アギトは一人でも描ける作家なのに、なんでわけの分からない新人とコンビ組んでるんだ、とか、その新人はラブコメを理解してなさそうだ、とか……」

　仕方なく、俺は正直に話した。

「そ、そんなことを……」

　八雲さんは気の毒そうに俺を見た。

「ひどーい、それは傷つきますね～」

　芹沢の隣に座る同期の女性作家も同情してくれた。が。

「まーそりゃあ言われても仕方ないんじゃないすか？　実績のあるプロ漫画家と、デビューしたばっかのペーペーがコンビ組んだら、そらーそう思う人も多いっすよ」

「……！」

　芹沢は、悪びれもせずきっぱりと言う。

　俺は一いつ瞬しゆん芹沢に腹が立ったが、確かにそれもそうだな……、と同時に納なつ得とくもしてしまう。

「そういや、俺も何か言われてんのかな。ドラゴン本誌の３ちゃんねるのスレ、デビュー前はたまに見てたけど、最近全然見てないや」

　芹沢はおもむろにスマホを取り出すと、その場で検けん索さくをかけ始めた。

「ちょっ……お前、ここで見るんか!?　見ても何もいいことないって」

　自分の経験を元に一応芹沢に注意するが、芹沢は俺の言うことなど聞いちゃいない。

「えーと、ドラゴン本誌のスレ、あった。最新の書き込みは……」

　芹沢はどうやらスレッドを発見したようで、黙だまって書き込みを読み始める。

「…………。ふーん」

「な、なんて!?」

　俺は人ごとながら思わず気になってしまい、芹沢の方に身を乗り出した。

「何も面おも白しろいこと書いてないっすよ」

「でも話題に上がってるのか？」

「うん、まあ。見ます？」

　俺があまりに食いついたからか、芹沢が俺にスマホを渡わたした。

　俺は芹沢のスマホで、３ちゃんねるのドラゴン本誌のスレッドを読み始める。




【０２４４　作者の都合により名無しです


新連れん載さい、いい感じだったな。先月の中学生の新人が描いてるやつより、俺はこっちのが好きだな。これぞ王道少年漫画って感じで






　０２４５　作者の都合により名無しです


〉〉０２４４

読み切りのときから面白かったけど、更さらに良くなってる。さすが大賞だな。でも、先月の新連載も大賞作家なんだよな。俺は正直あっちの方が好きかな






　０２４６　作者の都合により名無しです


先月のは中学生でこれは高校生だっけ？　末すえ恐おそろしいな。どっちも、画力も話も既すでに完成されてる






　０２４７　作者の都合により名無しです


最近の新作パッとするのなかったけど、これはなかなかいい感じ。近いうち看板作品になるかもな






　０２４８　作者の都合により名無しです


そこまで絶賛するほどかね？　高校生が描いてるって補正もあんじゃないのか？　まあ俺も嫌きらいじゃないけど】






「…………」

　俺は思わず、言葉を失った。

　なんだこれ。もう、大絶賛じゃねえか。

　この間俺が見た３ちゃんねるの『プリドラ』のスレッドでは、基本的には漫画に対して批判的な意見が多かったので、３ちゃんねるといえばそういうものだろうと思っていたのに……見事に褒ほめられてばかりだ。もう一人の大賞、一ノ瀬白雪の漫画の方も評判が良さそうだし。

　俺はあんなに叩かれて、ほとんど悪いことしか書かれなかったっていうのに……。何なんだよ、この差は。

「サ、サンキュ……」

　俺は芹沢に携けい帯たいを返した。

　ショックのあまり、言葉が出てこない。

　俺は芹沢のことをライバルだ、なんて勝手に思っていたけど、既に差が開きすぎているじゃないか。ネットでの評判の一つをとったって、この差だ。

　どんどん取り残されていく気がして、気分が滅め入いってしまう。




　ショックを引き摺ずって周りの会話に溶とけ込めずに放心していると、ズボンの尻しりポケットに入れている携帯のバイブが一瞬鳴ったことに気付いた。画面を確かく認にんすると、一ノ瀬白雪からラインが来ていた。

　もう到とう着ちやくしたのだろうか。ラインを開く。

　そこで気付いたが、どうやらライングループの方ではなく、俺に個人的にラインを送ってきたみたいだ。

『……秋葉原の地に到着したが、やはり此この儘まま帰き還かんすべきか迷っている……。』

「!?」

　なんでだよ！　せっかくここまで来たのに帰るとか、何考えてんだ!?

『なんでですか！　来て下さいよ！』

　俺自身が一ノ瀬白雪に連載の話を聞きたいということもあり、引き止めた。

『……私と一いつ般ぱんのホモサピエンスでは対等に会話が出来るとは到底思えない。その場に私と同レベルの高こう尚しような会話ができる者が存在するとは考えがたい。故ゆえに、行ったところで私は退たい屈くつを覚え早々に帰還する可能性が高い……』

　対等に会話出来ない？

　何やら俺たちを見下しているかのような言い回しだけど……前回のパーティーでの様子から察するに、本心は、同期たちに溶け込める自信がない、ということなんじゃないだろうか。

『まあまあ、そう言わずに来て下さいよ。みんなも一ノ瀬さんの話聞きたいでしょうし、俺も聞きたいし。何なら今から迎むかえに行きましょうか？』

　仕方ないのでここは下手に出ておくか、一ノ瀬白雪の連載の話が聞きたいのは本当だし、このまま帰られたら困るからな。

『……自力で辿たどり着ける為ため、迎えなど不要……。』

　どうやら来てくれる気になったようで、少し驚おどろいた。持ち上げておいたのが良かったのだろうか。




　果たして本当に来るのかどうか姿を見るまで不安だったが、数分後、一ノ瀬白雪はちゃんとファミレスに姿を現した。

「あ、一ノ瀬さん、お疲つかれ様っす～！」

「お疲れ様でーす」

　ファミレスにやってきた一ノ瀬白雪の姿を見て、芹沢を始め、同期たちは適当に挨あい拶さつをした。

「………………」

　一ノ瀬白雪はその時点で既に顔色が悪く、何も言わずに固まっていた。

　やっぱり、この場の空気に怖おじ気けづいているようで、狼狽うろたえているのが見て取れる。

　彼女は相変わらずめちゃくちゃ長い黒くろ髪かみを高い位置でツインテールに結んでいて、黒いフリルワンピースを着ていた。ゴツいベルトや金具がついていて、ゴテゴテした変わったデザインの服だ。

　こういうファッションって、なんて言うんだろ。ゴスロリ？　パンク？　似合ってるんだけど、浮ういてるっちゃ浮いてるな。

　一ノ瀬白雪は、一番端はしの空いている席へと座る。俺が来て欲しいと言った手前、ある程度フォローしなければ、なんて思っていたが、席が離はなれているため話すことは不可能だ。

「君島先生、ちゃんとライン返して下さいよ」

「え!?」

　そこで不意に芹沢に話しかけられる。

「返してんだろ」

「返してないときもあるし、基本遅おそいっすよね」

　確かに俺は芹沢からのラインを、どうでもいい内容のときや、会話が終わったと取れるときは返していなかった。

「二人って、そんなに頻ひん繁ぱんにやり取りしてるんですか!?」

　芹沢の隣となりに座る女性作家……高たか橋はしさんが、なぜか嬉うれしそうに聞いてきた。

「いや、別に頻繁ってわけじゃ……」

「私も気になってました！　パーティーのときから、やけにイチャイチャ……いや！　え、えっと、仲良さそうでしたよね！」

　更に別の女性……原はら田ださんがなぜか目を輝かがやかせて食いついてくる。

「え？　別に仲良くはないですよ、会ったのこれでまだ二回目だし……」

「俺はもっと仲良くなりたいんすけど、振ふられてるんすよね」

　俺の言葉に、芹沢が気持ち悪いことを言ってくる。ちょ、何なんだよこいつ……。

「えー!?　そうなんですか!?」

「二人って高校生で同い年で、私最初からおいしいな～、って思ってたんですよね！」

　芹沢の発言になぜか更にテンションが高まる女性陣じん。え、えーと、これはどういうことだ？

「あ、良かったら君島さんこっち来ます？　席交こう換かんしましょ」

　高橋さんが立ち上がってそんなことを言い出した。

「え!?　い、いいですよ！」

「いいからほら、遠えん慮りよしないで！」

　半ば強制的に、俺は芹沢の隣に移動させられた。

「芹沢君が押せ押せで、君島君がちょっと面めん倒どうくさそうにしてるのになんだかんだ仲がいいってとこがおいしいですよね！」

「あ、分かる～！　タイプも真逆だし、ライバルってとこもおいしい！」

　女性陣は、わけの分からんことを言って楽しそうに騒さわぎ出す。

「こ、これは一体……」

「そりゃあ漫まん画が描かいてるんすから、腐ふ女じよ子しが多いのは当然っすよ」

　芹沢がやけに冷静に呟つぶやいた。

　腐女子？　って確か、男同士の恋れん愛あいを好む女性、のことだよな。オタクの女性には腐女子が多い、とかって聞いたことがある気はするが、まさか同期作家たちがそうだったなんて……。つーか、俺と芹沢をネタにするなよ！　現実の男性でも妄もう想そう可能なのか？

「適当に仲良さそうにしてれば喜んでくれてチヤホヤしてくれるし、好感度上がりますよ」

　芹沢がニヤッと笑って女性陣には聞こえないように小声で俺に言う。

　こいつ、女性陣からモテるためにわざとそういうことを……!?

「キャー！　なんか内ない緒しよ話ばなししてる！」

「なんか君島君が戸と惑まどってて可愛かわいい！　何の話ですかぁ～!?」

　それを見ていた女性陣は本当に面おも白しろいくらいに喜んでいた。

　ガッシャン。

「お、お客様！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　そこで何か音が聞こえたかと思うと、慌あわてた様子の店員の声が聞こえた。

　音のした方を見ると……そこには、先ほどのコスプレ姿のめちゃくちゃ怪あやしい客がいた。何か飲み物をこぼしたらしい。店員がテーブルの上を拭ふいていた。

　怪しい客は思いきりこちらを見ていたようだが、俺がそちらに視線を向けた瞬しゆん間かん慌あわてたように顔を逸そらした。な、なんなんだ……？

「今まで芹沢君の正統派イケメンっぷりが目立ちすぎてて隠かくれてましたけど、君島君も可愛らしい顔立ちしてますよねっ！」

　そこで、俺と芹沢とは逆隣に座る女性作家──原田さんが、そんなことを言い出した。

　原田さんは二十代半ばくらいの、いつもメイクや髪かみ型がたなど小こ綺ぎ麗れいにしているキレイめなお姉さんだ。とてもノリがいい。

「え!?」

　女性に顔を褒められたことなんてほぼ初めてに近いので、驚いた。せっかくなら、可愛いではなくかっこいい、と言われたかったが。

　女性たちからこんな風にキャーキャー言われることなんて初めてで、なんだか照れてしまう。これが、ホモ妄想のネタにされてるんじゃなきゃもっと嬉しかったんだがな……。

　気付けば、俺と芹沢以外の男性作家は固まって座っていて、啞あ然ぜんとした様子で俺たちのことを見ていた。あちら側には女性が一人しかいないからなのか何なのか、あまり会話が盛り上がっている様子はない。

　しかもその一人の女性というのは一ノ瀬白雪で、端の席で青い顔をしていた。

「だから……云いったというのに……私と凡ぼん庸ようなホモサピエンスたちの間で会話が成立する筈はずなど無い、と……」

　声が小さいのでところどころしか聞こえなかったが、何やらブツブツと呟いている。

「え？　一ノ瀬さん、なんて言いました？」

　隣に座る同期が一ノ瀬白雪に話しかける。

「……！　と、特に何も……」

　一ノ瀬白雪はそれだけ呟いて、俯うつむいてしまった。

　あっちの空気、なんか気まずそうだなあ。俺が一ノ瀬白雪に来て欲しいと言ったのに、全く話せてないし……。

「ああ、分かるぅ～！　いかにも受けって感じ！」

「そうそう！」

「さすが高校生ですよね！　肌はだとかピチピチだし！」

「……!?」

　そこで、原田さんに顔を触さわられたので、俺は思いきり動どう揺ようしてしまう。

「ぶふっ！」

　少し離れたところからまた変な音が聞こえて、そちらに目を向ける。

「ゲホッゲホゲホ……」

「お、お客様、大丈夫ですか!?」

　先ほどの怪しい客が、飲んでいたコーヒーを派手に噴ふき出したようだ。

　再び店員が、布ふ巾きんを持って駆かけつけていた。

　な、何なんだよあの客？　見た目が怪しいばかりでなく、さっきから変な行動ばっかりとってるなあ……。

「あぁ～、分かります。君島先生だったら男でもいけるって思いますもん」

「……!?」

　俺が女性客に気を取られてそちらを見ていたら、突とつ然ぜん芹沢が爆ばく弾だん発言をしてきたので、俺まで飲んでいたジュースを噴き出しそうになった。

　思わず鳥肌が立つ。こいつ、腐女子にキャーキャー言われたいからってなんつう気持ち悪い発言を!?

「キャーッ！」

　果たして芹沢の思おも惑わく通り、女性陣から黄色い悲鳴が上がる。

「芹沢君、グッジョブ！　頂きましたぁ～！」

「ややや、やっぱり二人はそういう関係なんですか!?」

「そんなわけないじゃないですか!?　お、俺は、女性が好きですからっ！」

　ここで話を合わせられたりしたら、更さらに女性陣を喜ばせることができて好感度を上げられたりしたのかもしれないが、俺は芹沢と違ちがって、ホモのフリまでして女性陣に好かれたいとは思わない。

　そこで、俺に情熱的な視線を送っている女性がいることに気付いた。それは先ほどからキャーキャー騒いでいる腐女子たちではなく……。

「いいですね……そういう、からかわれて照れてしまうような、慣れてないウブな感じ……とっても素す敵てきだと思いますっ！」

　八雲さんだった。なぜか目を輝かせている。

「え、えぇっ……!?」

「八雲さん、君島さんがタイプなんですか!?」

　原田さんが尋たずねる。

「あ、すみません……いえ、ちょっとその……つい、昔憧あこがれていた方のことを思い出してしまって……」

「えー？　恋こいバナですか!?」

　女性陣が食いつく。女子って、恋愛話とか好きだよなあ。八雲さんの恋の話だったら、俺も少し気になるが。

「いえそんな、そこまで大した話ではないので……」

「でも分かりますぅ～。君島君のこういうウブな反応ってついついちょっかい出したくなっちゃいますよねえ」

「……わっ!?」

　再び、隣に座る原田さんが、今度は俺の顔を両手で挟はさみ自分の身体からだの方へ近づけ、頭をわしゃわしゃと撫なでてきた。

　お、おいおい……俺は犬かよ！　なんて思いつつも、女性にこんなことをされたのは初めてで、その上俺の背中辺りに彼女の胸が当たっており、香こう水すいか何かのいい匂においもしてきて、ついつい顔が熱くなってくる。原田さんってさっきから、ボディタッチが激しいな。




「ちょっ……ちょっとぉっ!?」




「……!?」

　次の瞬間、そんな大声が聞こえてきた。声のした方に視線を移すと、先ほどの怪しい女性客が立ち上がってこちらに身体を向けていた。

「あっ……」

　声を上げてから、しまった、とでもいうかのように硬こう直ちよくする女性客。

「え、誰だれ……？」

「誰かの知り合い？」

　同期作家たちは不思議そうに口々に言う。女性客は慌てた様子で俺たちから顔を背そむけ、着席した。




　おい……ま、待てよ……？　今の声……！




　俺は思わず立ち上がり、その場を離はなれて女性客の元へと移動する。

「……!?」

　女性客は俺が近付いて来ることに気付くと、慌てて席を立って俺とは真逆の方向へ走り出した。

「お、おい……ちょっと待ってよ！」

　こんな風に逃にげるだなんて、やっぱり……！　俺も追いかけようと慌てて走り出す。

「キャッ!?」

「……！」

　そこで、女性客は床ゆかを滑すべってしまったようで、盛せい大だいに転んだ。

「ぶっ……!?」

　転んだ拍ひよう子しに、彼女の頭からオレンジ色のカツラが思い切りずれてしまった。やはりカツラだったのか……。

　しかしそれだけだったらまだ良かったのだが、お尻しりを突つき出した格好で転んだため、スカートがまくれ上がってしまい、少し下着が見えている。白地に薄うす緑みどり色のボーダーの模様が入ったパンツが、俺の目に思いっきり飛び込んできた。

　周りに客や店員はいなかったため、俺以外には彼女のパンツは見えていないと思うが……。

「……!?」

　女性客は身体を起こすと、慌ててお尻を押さえてスカートでパンツを隠し、バッとこちらを振ふり向いた。

「あ……」

「……っ！」

　転んだ拍子にサングラスがずれたらしく、思いきり目が見えており、俺と目が合う。

　サングラスの下から出てきたのは、やはり想像通り……。

　俺の相あい方かた、生駒茉莉の顔だった。

　真っ赤な顔になっており、涙なみだ目めで悔くやしそうに俺を見ていた。

「ま、茉莉……こんなところで何してんの？」

　戸と惑まどいながらも、俺は尋ねる。

「……！　あ、ああ、あんたのことつけてきたとかじゃないわよ!?　たまたま、今日はアキバに予定があったからっ……！　そしたら、偶ぐう然ぜんあんたのこと見つけて……」

　カツラを直しながら、茉莉が慌てた様子で答える。

　偶然……？　もしそうだったとしたら、俺が今日アキバで同期会をやると言ったとき、言ってくれたら良かったのに。果たして、本当に偶然なのか？

「君島君、お知り合いですかー？」

「一いつ緒しよに合流されたらどうですか？」

　同期作家たちが、席から俺に声をかけてきた。

「……。同期たちもそう言ってるし、そうすれば？　八雲さんとかもいるし……」

「[image: ～][image: ～]っ！　だ、だ、だから……予定があるって言ってるじゃない！　私はこの後……そ、そう！　予約してたエロゲを引き取りに行かなきゃならないの！」

[image: ]

　茉莉はそう言って立ち上がると、慌あわてて一度自分のいたテーブルまで戻もどって伝票を持ち、レジへと移動した。

「じゃあ……ちゃんと今日、仕事場来なさいよね!?」

　俺に向かってそう言うと、茉莉は嵐あらしのように去っていった。

　一体、何だったんだ……？　本当に秋葉原に用があって、偶然鉢はち合あわせたのか？　それとも、同期会の様子が気になって？　なんだか前日から気にしている様子だったもんな。

　でも、それなら途と中ちゆうからでも合流したら良かったのに……。一体、何なんだよ。

「あれ？　君島君、知り合いの人合流しなくて良かったんですか？」

「あ、ああ……なんかたまたまいただけみたいだし、全然大だい丈じよう夫ぶです」

　それから席に戻った俺は、茉莉のことを同期作家に聞かれ、適当に誤ご魔ま化かした。




　同期会が始まって三時間程度経たったということで、場所を移動することとなった。

「じゃあこの後、ちょっと早いけど、居酒屋とか行きます？」

「いやでも、未成年何人かいますし」

「まあ未成年はソフトドリンクということで」

　二十歳はたち以上の人の方が多いので、二次会は居酒屋へと移動することになった。

「あ、ごめんなさい。私まだ原げん稿こうが残っているので、今日は帰らせて頂こうかと思ってまして……」

　八雲さんが申し訳なさそうに言う。

　結局、八雲さんに何も聞けなかったな。茉莉に、その後の状じよう況きよう聞いてきて、と言われてたのに。

「あ、すみません、俺もちょっと原稿やばいんで、今日はここで失礼させてもらおうかと……」

　言うなら俺もこのタイミングしかないと思い、八雲さんに続いて帰る宣言をする。

　駅まで八雲さんと一緒に帰れるなら、少し話せるかもな、なんて思った。

「えっ、マジっすか!?　二人帰っちゃうんすか!?」

　芹沢が焦あせった様子で俺たちに言う。

「だから、さっき言っただろ。修学旅行あるから原稿やばいんだって」

「……わ……しも……」

「！」

　俺の横で、小さな声で一ノ瀬白雪が呟つぶやいた。はっきりとは聞き取れなかったが、おそらく、私も、と言ったのだろう。だが、話し声などの雑音にかき消されて、俺以外の人には聞こえていないようだ。一ノ瀬白雪とも一緒に帰れるなら、話せそうだな。

　そこで、幹事である芹沢が「今日はありがとうございました、第二回目もやりましょ～」なんて言って適当に締しめて、二次会へ行く組と帰る組とに分かれた。




「八雲さん、その後どうですか？」

　八雲ムラサキさんと一ノ瀬白雪と三人で駅まで向かう中、俺は八雲さんに尋ねた。

　茉莉に八雲さんと羽柴朱音のその後を聞いてこいと言われてたので、せめてここで聞かなくては。羽柴朱音の近況は聞きそびれてしまったが。

「ええ、先日読み切り用原稿が終わって、来月発売分の『プリドラ』に掲けい載さいして頂く予定です」

「そうなんですか！　おめでとうございます」

「ありがとうございます。アンケートが良かったら連載にもなるって言われているので、今からドキドキです」

「ああ～、それはハラハラですよね。読み切り、楽しみにしてますね！」

「ふふっ、ありがとうございます♪」

「あ……一ノ瀬さんは、連載の調子はどうですか？」

　そこで俺が一ノ瀬白雪に声をかけると、彼女はびくっと肩かたを震ふるわせてそのまま黙だまってしまう。

「ライングループの方でも伝えましたけど、連載作品、デビュー作のときと作風ががらっと変わってびっくりしましたよ。連載作はデビュー作に比べてすごくキャッチーになっててより面おも白しろかったです。やっぱ編集者から色々言われてああなったんですか？」

　俺の言葉に、一ノ瀬白雪は顔を上げて初めて俺の顔を見た。

　先月ライングループで一ノ瀬白雪の漫まん画がを芹沢が褒ほめた際、本人は納なつ得とくいってない様子だったんだよな。編集者が口を出してきた、みたいなことも言ってたような気がするし。

「あの……実は私も、勉強のために皆みな様さまの漫画をチェックさせて頂いているんですが、一ノ瀬さんの漫画の作風が変わったことは、少し気になっていたんです」

　そこで、八雲さんも会話に入って来る。

　俺個人的には一ノ瀬白雪のデビュー作の個性的すぎてニッチな作風より、今の方が一いつ般ぱん受けが狙ねらえて良くなったと感じたが、どういう流れでああなったのだろうか、と気になっていた。

「……め……」

　そこでやっと、一ノ瀬白雪が口を開いた。

　だが、声が小さくて聞き取れない。

「え？」




「私の漫画は……このままでは駄だ目めになる……」




「！　それって、どういう意味ですか？」

　俺が問いかけると、一ノ瀬白雪は深刻な表情で続ける。

「……あ、あんなもの……私の作品じゃない……」

「えっ……あんなもの、って、連載作のことですか？」

　俺の質問に、一ノ瀬白雪は無言で頷うなずく。

「あんなもの、だなんて……。連載作、デビュー作より少年誌っぽく、分かりやすくなってましたよ。一ノ瀬さんは、連載作の出来に納得してないんですか？」

「……納得なんて、出来るわけ無い……。あの男……あんな低脳なホモサピエンスに、あんなに好き放題悪変されて……」

「あ、あの男……!?　っていうのは、担当編集者のことですか？」

　俺の質問に、一ノ瀬白雪は黙って頷く。

「私の漫画はもはや、あの男に魔改造されてしまった……。此この儘ままあの悪魔に魂たましいを売り続けるなんて、もう耐たえられない……」

「ま、魔改造？　悪魔？」

　俺は思わず聞き返す。ホモサピエンスなのか悪魔なのかブレブレである。

「ええと、つまり……一ノ瀬さんが描かかれた漫画を、担当編集者の方に悪変されている、ということですか？」

　八雲さんが、心配そうな顔つきで一ノ瀬白雪に尋たずねた。

　一ノ瀬白雪は青い顔のまま、無言でコクコク、と頷く。

「で、でも……結果的に面白くなってるなら、それはそれでありなんじゃ……」

　それでつまらなくなってるなら駄目だが、自分の描きたいものとは変わってしまったとしても、読者から見て面白くなっているのなら、それは仕方のないことだと思う。

　むしろ俺だったら、商業作品として面白くしてもらえたなら嬉うれしいし、編集者に感謝したくなるんじゃないかと思う。

　それでも、やっぱり自分が描きたいものは大事だと思うので、編集者に言われたことを取り入れつつ、描きたい漫画を描く、というのが一番ベストな方法だとは思うが。

「面白い……!?　貴方あなたの眼めは節穴……？　私はとてもそうは思え無い……。あの男に悪変されたプロットは、凡ぼん庸ようすぎて、面白みの欠片かけらもない……。今は良くても、すぐにボロが出る……。あの男は低脳で、ありきたりな話しか作れない……」

　一ノ瀬白雪は、単に屁へ理り屈くつを言って駄々をこねているのだろうか。それとも、彼女の言っていることは正しいのだろうか。

　実際にそのプロットを見てみないことには、なんとも言えない。

「悪変されたプロット……ということは、担当編集者が一ノ瀬さんの作ったプロットを変えてしまう、ということですか？」

　八雲さんが一ノ瀬白雪に尋ねる。

「そう。毎回大おお幅はばに……」

「なるほど。そうなると……見てみたいですね。一ノ瀬さんが書いたプロットと、担当編集者に改編されたプロットの両方を」

「……！」

　俺の言葉に、一ノ瀬白雪は驚おどろいた様子で顔を上げた。

「私も……見てみたいです。もしご迷めい惑わくでなければ」

　八雲さんが俺に続く。

　一ノ瀬白雪は少し俯うつむいて悩なやんだ後、

「……わ、解わかった……」と、呟いた。




　本当は早く茉莉の仕事場に行って原稿作業を進めなければならなかったのだが、どうにも好こう奇き心しんに負けてしまった。一ノ瀬白雪の、改編前と改編後のプロット、どちらも読んで、どちらが面白いのか自分の目で確かめたい。




　電車に揺ゆられること二十分。駅から歩いて十分ほど。

　一ノ瀬白雪の自宅兼けん仕事場へとやってきた。三階建ての立派な一戸建てだ。

　一ノ瀬白雪は鞄かばんから鍵かぎを取り出して扉とびらの鍵を開け、家の中へと入る。

「お、お邪じや魔まします」

「……我が屋や敷しきには、昼間は誰だれも居ない……」

　一ノ瀬白雪の案内で、三階の彼女の自室へと向かう。

「……！」

　扉を開けて部屋に入って、少しぎょっとした。

　彼女の部屋は、茉莉の部屋とはまた違ちがった意味で、おそらく一般的な女の子の部屋とは大きく違っていた。

　壁かべ紙がみは真っ黒で、本ほん棚だなには、漫画やら、海外のファンタジーの小説などがぎっしり並んでおり、ゲームも数多く並んでいた。

　フリフリのドレスを着たやたら目の大きい女の子の人形や、可愛かわいいんだか不気味なんだか分からないクマのぬいぐるみ、蠟ろう燭そくやドクロのインテリア（？）なんかも飾かざってある。

　はっきり言って、不気味だ。

　俺だったらこんな部屋、住みたくないな……。絶対落ち着かない。

「これが……私の提出したプロット……。そしてこれが、あの男から返ってきた改編されたプロット……」

　一ノ瀬白雪は、机の引き出しから目的のものが入ったクリアファイルを取り出し、俺たちに渡わたした。どうやら一話目から五話目のもののようだ。

　俺は、それらにじっくりと目を通す。

　八雲さんもゆっくり時間をかけて読み込んでいた。




「担当編集に改編されたものは、大分一般向けにはなってるけど……確かに一ノ瀬さんの個性を潰つぶしてるし、ありきたりでどこにでもある話っぽくもありますね。三話目までは良かったけど、四話以降のプロットは……他ほかの連載作品に埋うもれる危険性が高いんじゃないかな、って」

　双そう方ほうを読み比べて、真っ先に浮うかんだ俺の意見はそれだった。

「だけど、だからといって、こっちの一ノ瀬さんが一人で書いたプロットだと、やっぱりデビュー作と変わりないっていうか、一部の人には支持されるけど大衆受けはしなさそうなんですよね。どうしても世界観やキャラが独りよがりで分かりにくいっていうか」

　俺はそこまで言って、ハッとする。

　いくら年下で同期とは言え、自分よりずっと上の賞でデビューした人間に上から目線でアドバイスなんてできる立場じゃないって言うのに、思わず偉えらそうなことをズケズケと言ってしまった。一ノ瀬白雪、気分を害したんじゃないだろうか。

「……！　ホ、ホモサピエンスの分際で……私の漫画にそこまでケチをつけるなんて……」

　悔くやしそうな表情で俺を睨にらむ一ノ瀬白雪。やっぱり、言い過ぎた……。

「だけど其それは……不本意ながら、あの男にも、デビュー作のとき評価シートで他の編集者からも、ネットの感想でも云いわれたこと……」

　だが彼女は辛つらそうな顔になり、そう続けた。

　周りに言われて、自分でもまずいという自覚があるのかもしれない。

「担当編集者さんが直したプロットは、一ノ瀬先生の元のプロットをあまりに変えすぎていると思うんです。ここまで変えてしまうと、もうこれは一ノ瀬先生の漫画の個性を潰してしまっている気がして……。でも、担当編集者さんのアドバイスで良くなるところもたくさんあるとは思うんです。……ごめんなさい、私なんかまだ連載も持っていない立場なのに、偉そうに口出ししてしまって」

　八雲さんがプロットをパラパラと捲めくりながら自分の意見を述べた。

「そう！　俺もそう思いました！　ちょうどこの中間くらいがいいんじゃないかな、って。一般的にも受ける要素も入れつつ、一ノ瀬さんの個性や持ち味は残しておいた方がいいんじゃないかと」

　八雲さんの意見に俺は全面的に同意した。

「例えばこの五話なんかは、一ノ瀬さんのプロットにある『教会の人間が皆みな殺ごろしにされる』っていうのは、さすがに少年誌ではやりすぎなので変えた方がいいっていう担当編集者の意見に同意なんですけど、ラストの『殺さつ人じん鬼きが改心して自らの命を犠ぎ牲せいにして人を助ける』っていうのは、いかにもって感じで狙いすぎてるというか……悪者は最後まで貫つらぬいて欲しいですよね」

　全体を通して、担当編集者の改編はそのような傾けい向こうにあった。

　尖とがりすぎていて下手したら問題作とも呼べるような一ノ瀬白雪の漫画を、どうにかして一般的に、悪く言えばありきたりな漫まん画がに変えようとしているのが見て取れる。

　ある程度読者に向けてキャッチーで読みやすい内容にするのは大事だとは思うのだが、いくらなんでもやり過ぎだ。これでは、一ノ瀬白雪の持ち味が完全に消えてしまう。

「……！　……そう、そのシーンを、そんな薄うすら寒い、安いお涙なみだ頂ちよう戴だいラストに変へん更こうされたときは、あの男の脳内を一度見てみたいと思った……」

　一ノ瀬白雪は恨うらみ深い表情になり、暗い声で呟つぶやいた。




　それからも俺たちは、一ノ瀬白雪の書いた元のプロットと担当編集者に改編されたプロットを見比べて、いいと思う改編とやり過ぎでよくないと思う改編を見つけ出し、それぞれ意見を述べた。

　一ノ瀬白雪は終始難しい表情でその様子を聞いていた。

「自分が納なつ得とくいってない場合、担当編集者に自分の意見を述べるのもいいと思いますよ！　真しん剣けんに話せば、まともな編集者だったら分かってくれると思いますし！」

「そ、そんなわけない……。あんな低脳なホモサピエンスとなんか、話すだけ無む駄だに決まっている……」

「そ、そんなこと……やってみなきゃ分かんないですよ！　俺だって、今まで何度も真剣に意見をぶつけ合ってここまでやってきたんです。漫画を描く上で、ぶつかり合うことは大事なことだと思います！」

　俺は今まで茉莉と何度も衝しよう突とつしながら漫画を描き上げてきたことを思い出して、一ノ瀬白雪に真剣に伝える。自分が納得いかない状態でこのまま続けるのは一番良くない、と思った。

「……！　…………」

　一ノ瀬白雪は俺の言葉を聞いて、黙だまって何かを考えているようだった。

「……あ！　や、やべ！」

　そこで俺は、部屋の中にある時計を見て驚いた。

　もう七時半を過ぎている。予定では、もっと早くにこの家を出て仕事場に行くつもりだったのに。

「すみません、俺まだちょっと原げん稿こうが残ってるんで、この辺で……」

「あ、もうこんな時間なんですね。ごめんなさい、私もそろそろ……」

　そこで、俺たちは一ノ瀬白雪の仕事場を出ることになった。

　先月ラインでぼやいていたときは、まさか彼女がここまで悩んでいたとは思わなかった。

　俺たちにできるのはせいぜい好き勝手に意見を述べることくらいで、後はもう彼女自身にかかっている。
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　今日のことで、今後少しでも彼女の状じよう況きようが良くなるといいのだが。




　一ノ瀬白雪も、芹沢も、八雲さんも、当たり前だけどそれぞれ頑がん張ばってるみたいだな。

　俺だって、当然今月末締しめ切りの二話目の原稿を頑張ってはいるのだが、果たして、今のままでいいのだろうか？　と不安になってくる。

　芹沢の漫画がネットで絶賛されていたことを思い出すと、焦しよう燥そう感かんにかられた。







「ごめん、遅おそくなった！」

　本当は夕方四時頃ごろには同期会を抜ぬけて、今日のうちに少しでも原稿を進めておきたかったのだが、一ノ瀬白雪の自宅へ行ったりしていたら、仕事場に到とう着ちやくしたのは八時半を過ぎた頃になってしまった。

「おっそい！　早めに抜けて、作業する、って言ってたじゃない！」

　原稿作業中の茉莉が、仕事場にやってきた俺を見て怒おこった。

「だからごめんって！　ちょっと色々あって……とにかく、すぐ仕事に入るから！」

「い、色々!?　あの後、一体何してたわけ!?　またどうせ、あの同期の腐ふ女じよ子しどもにキャーキャー言われたりベタベタされたりしてデレデレしてたんでしょ!?　まさかあんたが同期会であんなことになってるだなんてっ！」

　茉莉は憤ふん慨がいした様子で言う。

　やっぱり、あの一部始終見られてたんだな……。

「いや、あのあと割とすぐに一次会は解散になったんだけど……」

「じゃ、じゃあどこに行ったのよ!?」

「一ノ瀬白雪……大賞作家の家に行ったんだ」

「！」

　茉莉はその言葉に驚いて目を丸くした。

「大賞作家……あのゴスロリ女……」

「え？」

　茉莉は何かを呟いたが、尻しりつぼみに小さな声になっていったため、聞き取れなかった。

「なんで、その大賞作家の家に行ったのよ!?　あんた、仲がいいのはもう一人の男の方の大賞作家だ、って言ってたじゃない！」

「あ、いや、家に行ったっていっても、普ふ通つうに遊びに行ったわけじゃないんだ。一ノ瀬白雪が連れん載さい中の漫画のことで悩なやんでるみたいで、そういう話を八雲さんを含ふくめて三人で帰りながら聞いてて、家にプロットがあるっていうから是ぜ非ひ見たい、って話になって。それで俺と八雲さんで一ノ瀬白雪のプロットを見るために行ったんだよ。何か参考になる面もあるかもしれないと思ってさ」

「……！　ふ、ふーん、あ、そう」

　俺の話を聞いて、茉莉はやっと落ち着きを取り戻もどした様子で返事をした。

　そりゃあ、茉莉が一人で原稿作業している中、俺だけ遊んでたりしたら腹立たしいよな。それがまだ、漫画に関することだったので、少しは怒いかりが収まったのだろうか。

「で……どうだったのよ。偵てい察さつの結果は」

「あ、ああ。八雲さんは、読み切りが来月発売分のプリドラに載のるって。羽柴朱音とは、あまり話せなくて、他の新人はちらほら雑誌とかネットに読み切りが載ったりしてて、大賞二人はドラゴン本誌で順調に連載中」

「ふーん。……何よ、あまり大した収しゆう穫かくはなかったのね」

　そんな風に気になるくらいなら、やっぱり合流したら良かったのに。

「一つ、衝しよう撃げき的なことならあったけど」

「え？　何？」

「同期の大賞作家の男が、今まさに３ちゃんねるに話題に上がってて」

「え!?」

　俺たちにとってタイムリーな話題なので、茉莉も敏びん感かんに反応する。

「でも、俺と違ちがってベタ褒ぼめされてるけどね」

「……！　それであんた、また一層落ち込んできたってわけ」

「え!?　そ、そう見える？」

「ええ、見えるわ」

　自分では普通にしているつもりでも、やっぱり見る人が見たら分かってしまうものなんだな……。

「俺も、もうネットであんなこと言われないよう早そう急きゆうにラブコメの勉強しないとな」

「そのことなんだけど、きょ、今日、あの後帰ってから色々考えたんだけど、あんたには、私が直々にラブコメや萌もえについて教えることにするわ！」

「は……!?　直々に教える……？」

　突とつ然ぜんの茉莉の提案に、ポカンとしてしまう。

「あんたは二次元のアニメやゲームじゃ萌えを理解出来ないみたいだから、仕方なく……二次元じゃなく三次元で、この私が直接教えてあげるって言ってんのよ！」

　茉莉は顔を赤らめて恥はずかしそうにそんなことを言うが、さっぱりわけが分からない。

「な、何それ……？」

「ラブコメイベントについて教えられる絶好のチャンスがあることを思い出したのよ！　ずばり……修学旅行よ！　修学旅行といえばラブコメ作品のテッパン中のテッパン！　水着回と温泉回が同時に拝めて、お泊とまりイベントも楽しめる最強イベントよ！　修学旅行先で、ラブコメや萌えについて、私が身をもって教えてあげるわ！　感謝しなさいよね！」

　茉莉は得意げに腕うでを組んで言うが、俺はさっぱり理解できずにその場に固まった。

「ちょっと待って、それってどういうこと？」

「だから、そのまんまの意味よ！　フッ、覚かく悟ごしてなさい。夜は原稿作業があるけど昼はラブコメのテッパンイベントを思う存分教えられると思うわ！」

　茉莉は俺に向かってビシッと指を差して言う。

「いや、全然意味わかんないんだけど……」

「ま、実際修学旅行に行ったら私の言ってる意味が分かると思うから、今は分からなくてもいいわ」

　俺が困こん惑わくしていると、茉莉がフッ、と笑って言う。

「あんただって、もう萌えを理解出来てない新人、なんて言われたくないでしょ？」

「……！　う、うん！　もうそんなこと、言われたくない！」

　茉莉の足を引っ張ってるだなんて、絶対に嫌いやだ。




　茉莉が言う『修学旅行中に萌えを教える』という意味がさっぱり分かっていないのだが、そこまで言ってくれるからには、俺も全力で理解出来るよう努めたい、と思った。






５









　翌日の月曜日。

　この日の学校のホームルームの時間で、修学旅行四日目にある自由行動の際に行く場所を決めることになっていた。

　ちなみに自由行動の際の行動班は、俺、茉まつ莉り、みなせ、橋はし本もと、それにみなせと仲のいい女子の山やま城しろさん、計五人だ。

「じゃ、行きたいところどんどん上げてって～！」

　班長のみなせが、俺たちに言う。

「行きたいところ、か……」

　四泊ぱく五日の沖おき縄なわ修学旅行。楽しみだという気持ちもあるが、同じくらい不安な気持ちもある。

「はい、泉せん！」

「え!?」

　突とつ然ぜんみなせにビシッと指を差されて驚おどろく。これって、名指し制なのかよ。

「え～と、じゃあ……無難に、美ちゆら海うみ水族館、とか？」

　美ら海水族館はみんなで行くスケジュールの中に入っていないので、自由行動の際行きたい者は行った方がいい、と担任に説明を受けていた。

「そーだね、水族館はやっぱ押さえといた方がいいよね！　じゃあ次、雛ひな子こ！」

　続いてみなせが指名したのは、みなせの友人の山城さんだ。みなせの友人なだけあって派手目なイマドキの女子だが、ギャルという感じではなく、おっとりしていて女の子らしい子で、男子からも密ひそかに人気がある。

「えー？　美ら海水族館以外なんか行くとこあるのかなー？　カラオケとか？」

「カラオケ～？　うーん、先生に認めてもらえなさそうだなー。ってか、カラオケなんて東京でいくらでも行けるじゃん！」

　山城さんの意見に、みなせが突つっ込んだ。山城さんって、なんつーか、天然だな。

「じゃあ次～、茉……って、茉莉ちゃん！　何話し合いの最中に寝ねてんの！　起きてよ！」

　みなせが茉莉を指名しようとして、茉莉が机の上に顔を伏ふせて寝ていることに気付く。

　ついさっきまで起きてたのに、いつの間に寝てたんだ。

　みなせと茉莉は、先月みなせのエロ漫まん画ががみなせの友達にバレてしまったのを茉莉がかばったという一件以降、すっかり仲良くなっていた。未いまだにアニメなどの話で言い争いをしていることはあるが、それも仲がいいが故ゆえに言い争ってるみたいだしな。最近じゃ、みなせは茉莉のことを下の名前で呼び始めたようで、仲が良さそうで何よりだ。

「ん……」

「昨日も遅おそくまで原稿作業してたの？」

　寝ぼけ眼まなこの茉莉に、声を掛かける。

　あの後、俺と茉莉は夜十一時頃まで原稿作業をして、俺は仕事場から帰った。

　眠ねむそうにしているということは、その後も一人で作業をしていたのだろうか。

「いや、原稿作業はしてないけど……夜寝る前脳内で色々計画を立ててたら眠れなくて」

「計画？」

「修学旅行中にあんたにラブコメや萌えのテッパンを教えてあげるって計画よ！」

「は、はあ!?」

　昨日の話、本気だったのか……。

「ちょっとそこ～！　勝手に私語しない！　茉莉ちゃん、自由行動中行きたいところ意見出して！」

　俺と茉莉が話していたら、みなせに注意された。

「自由行動？　うーん、そうね……沖縄のアニメイトには行ってみたいと思ってたけど」

「!?」

　茉莉の意見に耳を疑う。

　いくら自由といったって、班行動でそんな個人的趣しゆ味みなところに行くなんて……。

「あ～いいねえ！　それはあたしも行きたい！」

「!?」

　だが次の瞬しゆん間かん、みなせがノリノリでそう言ったので噴ふき出しそうになった。

「じゃあ自由行動は、美ら海水族館とアニメイトで！」

　みなせが俺たちにきっぱりと宣言する。

「みなせー、アニメイトってなーに？」

　山城さんがみなせに質問した。

「つーか俺、行きたいとこ聞かれてないんだけど！」

　橋本がみなせにクレームを入れる。

　しかし、班長の独断により、俺たちが自由行動で行く場所は美ら海水族館とアニメイトというわけの分からん組み合わせに決定してしまったのだった。

「うーん、調べたら大分遠いみたいだけど、丸一日あるし、その二つだけに絞しぼれば大だい丈じよう夫ぶそうかな～！　沖縄のアニメイト、楽しみだね！　茉莉ちゃん！」




　　　　＊




　それから修学旅行を来週に控ひかえた一週間。

　俺と茉莉はエミリちゃんに手伝ってもらいつつ毎日原げん稿こう作業に精を出した。

　エミリちゃんの態度は相変わらずで凹へこんだが、今月の間はもう原稿を間に合わせることが最優先なので、なるべく気にしないように努力した。




　しかし──修学旅行三日前。

「あ、君きみ島じまさん……お疲つかれ様です」

「……!?」

　仕事部屋に入ってきた俺を見て、先に仕事場に着いて作業していたエミリちゃんが笑え顔がおで挨あい拶さつをしてきた。

　俺は思わず自分の目を疑う。

「え、え？」

　ちなみに茉莉は休きゆう憩けい中のようで、仕事部屋にはいなかった。

「何ボケッとしてるんですか。もう修学旅行まで時間ないんですから、早く作業に入らないと駄だ目めじゃないですか」

　言葉こそきついが、彼女は呆あきれたような笑顔を俺に向けてくれた。

「え、エミリちゃん……どうしたの？」

「どうしたの、って、何がです？」

「だって最近、ずっと俺に冷たくしてたのに……」

「……。冷たくしてたわけじゃないですよ。ただ……」

　エミリちゃんは少し寂さびしそうな顔で俯うつむいた。

「え？」

「いえ、なんでもありません。でも、わたし色々あれから考えて……もう、決めたんです」

「え、決めた？　って、何を？」

「ほら、もう無駄話は終わり！　さっさと作業しましょ！」

「……！」

　エミリちゃんは俺の腕うでを引っ張ると、俺の机の前の椅い子すに座らせた。

「な、何？　どういうことだったの……？」

「だから、何でもないですってば」

　エミリちゃんは相変わらず笑顔で、穏おだやかな態度だった。

　一体何がどうなっているのか、さっぱり分からない。

　だけど、これ以上エミリちゃんを問い詰つめたところで何も答えてはくれなさそうだ。茉莉が仕事部屋に戻もどってくる前に、エミリちゃんに言われた通り仕事を始める。

　今までの態度は何だったのか、さっぱり分からないが……何はともあれ、今まで通りのエミリちゃんに戻ってくれて本当に助かった。

　エミリちゃんとこうして普ふ通つうに話せることが、俺にとってどんなに嬉うれしいことか、身にしみる。

　修学旅行前に、心残りだったことが解決して、本当に一安心だ。

　修学旅行から帰ってきて、原稿が終わったら……そのときに、さりげなく聞いてみればいいか。どうしてあのとき、俺に冷たい態度を取っていたのか、と。

　そのくらい時間が経過していれば、エミリちゃんも素す直なおに答えてくれるかもしれないしな。







「お疲れ様です♪　順調に進んでいらっしゃいますか？」

　修学旅行前日。

　原稿作業中の俺たちの仕事場に早さ乙おと女めさんがやってきた。

「さ、早乙女さん……わざわざ様子を見に来てくれたんですか？」

　早乙女さんが仕事場まで足を運ぶことなんてあまりないので、驚いた。

「ええ。今どのくらいまで進んでらっしゃるのか念のため把は握あくしておこうと思って」

「え、えっと……今は下書きが全すべて終わって、ペン入れは……二十ページくらい終わったところ、ですね……。あと、仕上げ作業は八ページ終わってます」

　自分の現在の進行状じよう況きようを説明しながら、今一度この状況ってやばいんじゃないかと実感する。

　いつも大体、俺たちがペン入れの作業に入ったところで、エミリちゃんが仕上げ作業を同時に進めてくれる。

　だが、今回修学旅行に原稿を持っていって作業するとなると、その間は仕上げ作業を進めてもらうこともできない。これも大きな問題になってくる。

　一応ペン入れの作業が終わっているページはエミリちゃんに預けて、俺たちが修学旅行へ行っている間仕上げを進めてもらうということにはなっている。

　今回は合計ページ数が四十ページのため、ペン入れが終わっていないのはあと二十ページ。仕上げ作業が終わっていないのは三十二ページ。修学旅行中にペン入れを全て終わらせたい。

　二十九日に修学旅行から帰ってきて、その日から締しめ切り日まで含ふくめて三日間。その間に、終わっていない仕上げ作業をエミリちゃんと三人で完成させる、というなかなかハードなスケジュールだ。

　そのため、最低でも修学旅行中にペン入れは全て終わらせないと話にならない。

　ということは、残り二十ページのペン入れ作業を、四日で割って……俺と茉莉で一日、約五ページのペン入れ作業を進めなくてはならない計算になる。

　ペン入れ作業は、人物は茉莉、それ以外は俺、というように分担されているので、二人で一日五ページ、というノルマになる。

「なるほど……なかなか厳しい状況ですね」

　穏やかモードの早乙女さんが、原稿を見て難しい表情になる。

　本当は、修学旅行なんか行ってる場合じゃないんじゃないだろうか、とすら思えてくる。

「この状況ですから、勿もち論ろん、旅行先で少しでも作業を進めて欲しいという気持ちはあります。でも……」

　そこまで言って、早乙女さんは俺と茉莉の顔を見た。

「せっかくの、人生に一度きりの高校の修学旅行なんですから、思う存分楽しんできて下さい！」

「……え!?」

　早乙女さんの言葉に、俺は驚おどろいた。

「漫まん画が家かという職業は、自分の体験を元にしてお話を描かくことも多いかと思います。だから、この修学旅行も、この先のお二人の漫画家人生においてとても大事な経験になってきます。それを、原稿作業を優先して楽しまないだなんて、あまりにも勿もつ体たいないです！　ですから、お二人共修学旅行を目め一いつ杯ぱい楽しんできて下さい。これは私からのお願いです」

「さ、早乙女さん……」

　早乙女さんはもしかして、わざわざそのことを伝えに今日仕事場まで来てくれたのか？

「フッ……勿論そんなこと、分かってるわよ！」

　そこで、今まで黙だまっていた茉莉が突とつ然ぜん得意げに立ち上がった。

「この修学旅行で、全ての修学旅行テッパンイベントを消化してきて見せるわ！」

　……それってもしや、この間言ってた『俺にラブコメのイベントを身をもって教える』という件なのだろうか。

　それがどういうことになるのか、まだ俺はイマイチ理解できていない。楽しみなような、恐おそろしいような……。

「ふふふ。分かってるなら安心です。お二人共、どうかお気を付けていってらして下さいね！」

「は、はい！」

「あ、それから……」

　早乙女さんは穏やかな笑顔のまま、

「今月末の締め切りには、勿論必ず間に合わせて下さいね。締め切りは延ばせませんからね♪」

　最後に何よりも恐ろしい言葉を言い残して帰っていった。




　明日あしたから修学旅行ということで、その日は十時頃ごろに作業を切り上げて帰宅することにした。原稿の半分を俺が持ち帰り、お互たがい修学旅行先に原稿と画材を持って行くこととなる。

「じゃあ……茉莉、また明日」

「ええ、また明日」

「……あ、明日からも頑がん張ばろう！」

「ふん、当然よ」




　いよいよ明日から、期待と不安に満ちた修学旅行が始まる──。






６









「おい泉せん、お前クマすごいけど……昨日あんま寝ねてないのか？」

　羽はね田だ空港で飛行機に乗り込んですぐに、隣となりの席に座る橋はし本もとが、俺の顔を見て心配そうに声を掛かけてきた。

「一時間くらいは寝たんだけどな……」

　俺は昨日仕事場から家に帰ったあと、どうしても不安だったので、少しでもその不安を解消しようと、自宅で一人で作業を進めた。

　いくら飛行機の中で眠ねむれるとはいえ、さすがに徹てつ夜や明けで修学旅行へ行くなんて自殺行こう為いだろうと思ったので、二時で原げん稿こう作業をやめた後、それから修学旅行の準備をしたり風ふ呂ろに入ったりしていたら、寝るのが四時頃になってしまった。

「マジかよ。やっぱり原稿忙いそがしいのか。間に合いそうなんか？」

「微び妙みよう……」

「原稿、持ってきた？」

「ああ、一応な」

「ほんとに持ってきたんだ。俺、一回アシスタントってやつやってみたかったんだよな～！」

　げ、こいつマジでアシやるつもりかよ。この間仕事場に来たとき「修学旅行で手伝ってやる」って言ってたの、冗じよう談だんだと思ってたのに。

　気持ちは嬉しいが、こいつ細かい作業とか絶対向いてなさそうだから不安だな。消しゴムかけくらいはやってもらうか。




　それから約二時間半の間、橋本には悪いがほぼ寝させてもらった。今日も観光で歩き回るから体力使うだろうし、夜には原稿作業が待っているからな。

　だが、この旅行中部屋で原稿を進めることなんて、本当にできるのだろうか。

　橋本以外の同室の奴やつらは、俺が漫画を描いていることを知らない。なるべくみんなが寝たあと作業をするつもりではいるが、何かあったら最悪、バラすしかないよな。

　まあ、前よりは隠かくそうって気持ちはほとんどないから、別にいいんだけど。少し面めん倒どうだ。

　ああもう、不安要素だらけだな。




　　　　＊




「おい泉、もうすぐつくぞ～。起きろ」

「ん……」

　飛行機の中で爆ばく睡すいしていたら、いつの間にか飛行機は沖おき縄なわに近付いていた。

　やがて那な覇は空港へと到とう着ちやくする。

「うおお、あっち～」

　空港に降りたった時点で東京よりも暑かったが、空港の外に出て熱気にやられる。

　なんだこれ、まだ五月だってのに東京の夏と同じくらいの気温なんじゃないのか？　さすが沖縄……。

「やべ～空めっちゃ綺き麗れいだな！　これぞ夏だ！　沖縄だ！　テンション上がるな～！」

　横で橋本が騒さわいでいる声がガンガン頭に響ひびく。いや、まだ五月だから夏じゃねえぞ、と突つっ込む元気すらない。

　飛行機で少し寝たとはいえ、睡すい眠みん不足の今の俺には、沖縄の太陽は日差しが強すぎて辛つらかった。こんなんで、今日一日無事に過ごせるだろうか。




　一日目は団体行動で、戦争体験の講話を聞いたり、ガイドの案内で沖縄の戦せん跡せきを巡めぐり、基地を見たりした。

　俺は、話を聞きながら気付いたら寝ていたし、戦跡を巡っているときはみんなについていくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ふと女子の方へ目を向けて茉まつ莉りの姿を探すと、みなせと共に会話しながら歩いていた。

　茉莉は、昨日遅おそくまで原稿をやっていたのだろうか。それとも、あの後すぐに寝たのだろうか。




　なんとか熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれることは免まぬかれたが、今日の予定を全すべて終えてホテルに着いた頃ころには、俺はもうくたくたになっていた。

　ロビーで先生に注意事じ項こうを聞いた後、生徒達はそれぞれ鍵かぎをもらって部屋へと移動する。

「ちょっと、泉」

　ホテルのロビーで、茉莉に話しかけられた。

　昼間の見学中は橋本や他ほかの男子と話したりしていたので、茉莉と話すのは沖縄旅行に来てから初めてだ。

「あんた……なんなのそのクマ。昨日寝てないの？」

「いや、少しは寝たよ。どうしても不安だったからあの後も原稿作業進めて……」

「ちょっ……そんなことして、修学旅行中倒れたらどうするつもり!?」

　てっきり茉莉にはよくやったわね！　くらいに言われるかと思っていたのに、注意されるなんて意外だった。

　もしかして、少しは心配してくれているのだろうか？

「まあ、大だい丈じよう夫ぶだって。移動中寝たし、今日の夜も原稿ノルマ達成したらちゃんと寝るつもりだし」

「あんまり無理するんじゃないわよ。修学旅行中にもちゃんと原稿作業進めてもらわないと困るんだし、それにあんたには……この修学旅行中にラブコメイベントを学ぶっていう大事な任務があるんだから！」

「……！　ああ、それ、俺イマイチどういうことなのか分かんないんだけど……」

「……フッ。そのうち、嫌いやでも分からせてあげるわ」

　ニヤリとニヒルに笑って言う茉莉。

　何なんだよそれ!?　恐ろしいんですけど！

「それから今日は、さすがに部屋の移動とかは難しいから、それぞれ部屋で原稿進めるってことでいいわよね？」

「え、あ、うん」

　そうか。てっきり、部屋を移動して一いつ緒しよに作業するものだと思っていたが、茉莉を男だらけの部屋に上げるわけにもいかないし、俺が女子だらけの部屋に行くのも当然まずいし、それぞれ自分の部屋で作業するしかないよな。

「少なくとも、昨日決めた修学旅行中のノルマはこなせるように頑張るわよ」

「うん、勿もち論ろん！」

　一日、自分の担当分のペン入れを五ページ。毎日それをこなさないと眠るわけにはいかない。

「泉、部屋行くぞ～」

　受付で鍵をもらえたらしき橋本が俺を呼ぶ。

「あ、ああ。じゃあね、茉莉」

　俺が茉莉に挨あい拶さつをして部屋に戻もどろうとすると。

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

　茉莉に引き止められて、再び彼女の方を向く。

「……？」

「えっと……今日、露ろ天てん風ぶ呂ろ十九時！」

　茉莉はなぜか少し顔を赤らめて、唐とう突とつにわけの分からないことを言った。

「……え？」

「じゃ」

　俺が聞き返したのに何も言わず、茉莉はみなせたちと部屋に向かってしまった。

　露天風呂十九時？

　なんだそりゃ……なんかの暗号か？

「おーい泉、おいてくぞ～」

「あ、ああ、ごめん」

　とりあえず、慌あわてて橋本の元へ行き、自分たちの部屋へと向かった。




「おお～！」

　部屋に入ると、思っていたより広く、感かん嘆たんの声が上がった。

　修学旅行なのにホテルに泊とまれるってところがすごいよな。中学の時は狭せまい民宿で、身の回りのことを全て自分たちでやらなければならなかったような記き憶おくがある。

　俺は部屋に入ってすぐに、原稿作業ができそうな場所を探した。

　手前側が洋室で、そこにベッドが二つ並んでいる。

　テレビの横の壁かべ際ぎわに机と椅い子すがあり、そこで作業ができそうだ。

　一応電気スタンドもあるので、みんなが寝ね静しずまった後部屋を暗くしたまま電気スタンドの灯あかりだけでコソコソ静かに作業すれば、バレずに作業ができるかもしれない。

　奥には座ざ敷しきがあり、そこにも低いテーブルと座椅子があった。一応、そこでも作業できそうだ。




　ジャンケンで勝った二人がベッドで、負けた三人は座敷に布ふ団とんを敷しいて寝る、ということになり、同室の五人でジャンケンをする。

　俺と橋本がジャンケンに勝ち、この旅行中ベッドで寝る権利を得た。

「おぉ～！　泉、見てみろよ。すっげえいい眺ながめ！」

　橋本が窓際まで移動してカーテンを開けると、そこにはちょうど夕日と海の絶景が広がっていた。

「ほんとだ……すげえな」

　真っ青な海と夕日の美しい絵え面づらに、思わず見とれてしまう。

　修学旅行中どれだけ原げん稿こう作業を進められるか、ということばかりに意識がいっていたが、早さ乙おと女めさんの言う通り、修学旅行もちゃんと楽しまないとな、なんて改めて思った。

　勿論、原稿作業のノルマを達成することも忘れてはならないが。




　一息ついていたら、すぐに夕食の時間がやってくる。

　レストランへと移動すると、夕食はバイキング形式のようだ。好きなものをとって班の席へと戻り、それぞれ食事をとる。

　この後の原稿作業の際、深夜に腹が減らないよう、いつもよりたくさん食べた。




　やがて食事を終え、一度部屋に戻る。

「風呂、何時頃ごろ行く？」

「え、えっと……」

　橋本に聞かれて俺は、先ほどの茉莉の言葉を思い出した。

『露天風呂、十九時』

　露天風呂に、十九時に来い、ということでいいのだろうか？

　しかし、露天風呂なんて当然男女別々だ。

　ま、ま、まさか茉莉が、十九時に男風呂の露天風呂で待ってる、なんてわけじゃないよな？　いや、いくらなんでもそれはありえない。

　時計を見ると、午後六時半を過ぎた頃だった。十九時に露天風呂にはちょうどいい時間だ。

「じゃあ、もう風呂行くか！」

　一体露天風呂で何が待ち受けているのか……ドキドキせずにはいられなかった。




　身体からだや頭を洗った後、大浴場へと入る。

「ふう～、気持ちい～っ」

「そ、そうだな……」

　浴室の中にある時計を確かく認にんする。六時五十五分。そ、そろそろか……。

「ちょ、ちょっと俺……もう出るわ」

「え？　まだ入ったばっかだっつーのに」

　ここで俺が露天風呂へ行く、と言ったら、橋本も一緒に来る可能性がある。

　まあ……絶対にないだろうが、ま、万が一露天風呂に茉莉がいたりしたら非常に困るので、俺は単身で露天風呂へと向かった。

　露天風呂には、他のクラスの男子がいた。当然そこに、茉莉の姿は──ない。

　一体何だったんだよ……。

　露天風呂からは夜の海や星が見えて、絶景だった。

　とりあえず、十九時まで待つことにする。露天風呂には時計がないが、さっき六時五十五分だったので、風呂に浸つかっていればそのうち十九時になるだろう。

　やがて他の生徒が風呂から上がり、俺一人になった。

　今、何時だ？　もう十九時になってるんじゃないのか？　結局何も起こらないんじゃ……。

「わぁーっ、超ちよう景色いい～っ！　夜景きれ～っ！」

　そのとき、壁かべの向こうの女子風呂から何やら声が聞こえてきた。

　この声、なんか聞き覚えのある……み、みなせか!?　みなせが露天風呂に入って来たのか……。

「ほんとだぁー。沖縄ってこんなに綺き麗れいに星が見えるんだねぇー。東京じゃ全然見えないのにー」

　これは……みなせと仲のいい、同じ行動班の山やま城しろさんの声だな。

「茉莉ちゃん、何そんなとこに突つっ立ってんの？　早く湯船入りなよー！　超きもちいーよ！」

　みなせの声に驚おどろく。え……!?　ま、茉莉!?　茉莉もいるのか!?

「い、いや……まさかこんなところに隠かくし球が存在していたなんて……私としたことが完全に見落としてたわ。制服の上から見ても大きそうだなあとは思ってたけど、まさか香こう月づきさんよりも上玉だったなんて……」

「えー？　生い駒こまさん、何言ってるのー？」

「あ、もしかして雛ひな子このおっぱいのこと？　この子隠れ巨きよ乳にゆうだよねー！　確か今何カップなんだっけ？」

「えー？　えっとねー、この間また大きくなって、Ｈカップだったー」

「エ、エ……エイチ!?　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、のＨ!?」

「そーだよー。生駒さん、びっくりしすぎー。おもしろーい」

「茉莉ちゃんは超巨乳好きだからね～。あたしもこの間被ひ害がいにあったし」

　……お、おいおい、何だこの会話は。や、山城さんってそんなに胸でかかったのか。服着てるときはあんまり分からなかった。Ｈカップって、初めて聞いたぞ……。

　今壁一枚を隔へだてた向こうには、三人とも生まれたままの姿で俺と同じ湯に浸かってるんだよなあ。妄もう想そうがかき立てられる。なんか盗ぬすみ聞きしてるみたいで罪悪感が湧わいてくるが、俺が聞いてることなんてバレてないだろうし……。

　……ちょっと待てよ、茉莉の『露天風呂、十九時』って……まさか、このことを言ってたのか!?　わざわざ時間を合わせて!?　な、何のために!?

『ラブコメイベントのテッパンを、身をもって教えてあげるわ！』

　茉莉のセリフが、リフレインした。

　ラブコメイベントのテッパン、って……もしや、これのことなのか!?　確かに、ラブコメアニメでこういう、露天風呂で女子風呂から会話が聞こえてくる、というシーンを見たことがある。

　つまり茉莉は、この修学旅行中……俺にラブコメイベントを実際に体験させようとしているのか!?　俺にラブコメを勉強させるために!?

「よし……露天風呂といったら、やっぱりアレ、よね」

「？　茉莉ちゃん？」

「香月さん……失礼するわよ！」

「えっ……ひゃあああ!?」

　みなせの変な悲鳴が聞こえて、俺は驚く。

　何だ!?　女風呂で一体、何が起きているんだ!?

「やっ……も、もう、茉莉ちゃん、この間散々揉もんで満足したんじゃないの～!?」

「露天風呂に入ったら、これをしないわけにはいかないわ！」

「た、確かにアニメとかではテッパンだけど！　直接なんて……ひゃあっ！」

　え？　え？　こ、これはもしや……またしても、茉莉がみなせの胸を揉んでるのか!?　それも、今回は風呂だから生の胸を直接……。これも、俺にわざわざ聞かせるために……!?　いや、茉莉のことだから、絶対自分の欲望も入ってんだろうけど……。

「あはは、二人ともー、女同士で何やってんのー。うけるー」

「次は……山城さん！　あなたもよ！」

「へっ……!?　ひゃあっ!?」

　今度は、山城さんの悲鳴が聞こえる。茉莉、山城さんの胸まで!?

「ひゃははっ、やだー、もう、生駒さん、くすぐったいよー」

「す、すごいわ……これがＨカップの揉み心地ごこち……」

　こ、これはまずい……。声しか聞こえてこないというのに、いや、だからこそ、妄想がかき立てられてめちゃくちゃ興奮してきてしまう……。

「……っ!?　きゃっ!?」

「生駒さーん、仕返しだよー！」

「や、山城さん!?　な、何を……やっ！　やめなさい！」

　これは……今度は、山城さんが茉莉の胸を揉んでいるのか!?

「茉莉ちゃーん！　よくもやってくれたなー!?　あたしも、前回の分と合わせて仕返しだ～っ！」

「こ、香月さん!?　何を……やっ、ちょっ……やめ……二人一気になんて……そんな思いきり揉んじゃ……あ、……もう、聞かれてるのにっ……」

「ふっふっふー、どうじゃ茉莉ちゃん！　それともこういう触さわられ方の方が好き？」

「やっ……そ、そんな触り方……やめっ……」

　…………。茉莉の声が最高にエロくて、一体どんな触られ方をしているのか妄想がフルに働いてしまう。

「そうだよね～、こういうの、修学旅行のテッパンだもんねー！　茉莉ちゃん、女同士でこういうことしたかったんだね？」

「ち、違ちが……！　私は揉む方で、揉まれる方は望んでな……っ！」

「生駒さんのおっぱい、柔やわらかくて気持ちいいねー。肌はだも真っ白だし、なんかエローい」

　……な、なるほど。

　二人から猛もう攻こう撃げきを受けている茉莉を妄想して、俺の興奮度はマックスに達していた。




「ふ、ふ……二人とも……いい加減にしなさーいっ！」




　　　　＊




　その後、俺は風ふ呂ろから上がる。

　部屋に戻もどってダラダラと携けい帯たいをいじっていると、茉莉から電話が来た。俺は一応部屋の外に出て電話に出る。

「あ、あんた……ちゃんと私の言った通り、十九時に露ろ天てん風呂にきたわけ!?」

「え、あ、うん……」

「……！　そ、そう……」

　茉莉はそれを聞いて大人しくなってしまう。あんな声を聞かれてしまい、電話の向こうで照れているのかもしれない。

「で、ど、どうなのよ!?　ラブコメテッパンイベントについて、ちゃ、ちゃんと理解できたわけ!?」

　恥はずかしさを隠そうとしているのか、茉莉はキレ気味だ。

「え!?　ど、どうって言われても……」

　正直、最高でした。とは本人に言えるわけがない。

　どのアニメで見た露天風呂イベントよりも、実際に体験した方が何倍も興奮した。

「な、なんとなく、分かったような気がするよ……」

「……っ！　ああ、そう！　じゃ、いいわ！　明日あしたからも覚かく悟ごしておきなさいよね!?　こ、今回のはちょっと誤算だったけど……」

　茉莉は恥ずかしいのか、動どう揺ようした様子で言う。

　明日からも!?　もしかして、明日からもこんなラブコメイベントが続くっていうのか!?　興奮と動揺で俺は何も言えなくなってしまう。

「君きみ島じま、そろそろ就しゆう寝しん時間だぞ。もう寝ねる準備しろよ」

　そこで、部屋から同室の班長である新にい元もとが出てきて、俺に注意した。

「あ、ああ、ごめん」

　とりあえずそこで茉莉との電話を切り、部屋に戻った。

　明日の準備をしたり歯を磨みがいたりと寝る準備をする。ああ、このまま本当に眠ねむれればどんなに楽なことか……。

　だけど俺には、この後大仕事が残っているのだ。

　みんなが寝静まった後仕事を始めようと思っているので、ぶっちゃけ同室のみんなには早く寝てもらいたい。

「あれ？　泉、アレやるんだよな？」

　寝る準備をしている俺に、ベッドに寝転がってテレビを見ている橋本が不思議そうに問いかけた。

　アレ、というのは勿もち論ろん、原げん稿こう作業のことだろう。

　俺は修学旅行に来る前、橋本に「なるべく同室のみんなには内ない緒しよにして原稿作業をしたい」と伝えたと思うのだが……こいつ、完全に忘れてやがるな!?

「アレ？」

　布ふ団とんの上でスマホをいじっている同室の男子、大おお野のが橋本の発言に反応した。

　大野は同じく二年になってから同じクラスになった奴やつで、良くも悪くもガキっぽいというか、特に性欲の面では自分の欲望に忠実な男だ。よく女子の胸のサイズの話やら、何組の誰だれが可愛かわいいなどという話ばかりしている。

　くっ、面めん倒どうなことになってきた。別にもうバラしてもいいっちゃいいんだが、説明が面倒なんだよな。

「あ、ああ。アレ、な。アレ！」

　焦あせった俺は、思わず適当に橋本に話を合わせる。

「あ、君島、もしかしてお前も俺と同じこと考えてた系？」

　なぜか大野がニヤニヤしながら俺を見てきた。

　え？　一体何の話だ？

「修学旅行っつったらコレだよな～！」

　大野が自分のバッグの中から得意げに出してきたものは……。

「……!?」

　ＡＶだった。

「うわーお前、マジかよ！」

「持ってくるっつったじゃん！」

「言ってたけど、まさかほんとに持ってくるとか！　バカじゃねーの!?」

　俺以外の男共は大野に爆ばく笑しようしていた。

「とりあえず見るよな!?」

　俺が何も言えずに戸と惑まどっていると、あれよあれよという間に何やら本当にＡＶを見るという流れになってしまったらしい。

　っていうか、大野が無理矢理そういう流れに持っていったのだが。

「おい、泉、どうすんだよ」

　橋本が俺に声を掛かける。

「し、仕方ない……ＡＶ見終わったらみんな寝るだろ。それまで我が慢まんだな。つーかお前、漫まん画がのこと言うなって言っただろ」

　俺は小声で橋本に注意した。

「え？　わりい、そうだっけ!?」

　こいつ、本気で忘れてやがったんだな……。毎回ことごとく俺の言ったこと忘れやがって！

「でも俺は、隠かくす必要なんてないと思うんだけどな」

「……！」

　隠す必要ない、か……。まあ、言われてみれば確かに橋本の言う通りなんだよな。

　気付けば、大野がＤＶＤをレコーダーに入れ、本当にＡＶ鑑かん賞しよう会が始まってしまった。

　俺と橋本はそれぞれ自分のベッドに座り、他ほかの奴らはベッドに座ったり寄りかかったりして定位置につく。

　つーか、こういうのって一人で家で見るもんなんだから、みんなで見たところでどうしようもないっつーか、気まずいような……。

「あーこの子なー。めっちゃ可愛いよな～」

「でもこれ絶対豊胸っしょ」

「それ超ちよう言われてるよなー」

　黙だまって見ているのが気恥ずかしいのか、白々しく会話しながら視し聴ちようしていた。

　つーかこのＡＶ、やけに冒ぼう頭とうが長いな。

　それ目的のもんなんだから、もっと早い段階から本題に入ってもいいんじゃねえのか。導入が無む駄だに長いとか、漫画だったらその時点で読み飛ばされてるぞ。

　とりあえず女子高生もののようで、メインの女が学校で女友達と楽しそうに話したりしているシーンから始まるのだが、このシーンって本当に必要なのか？　と心から疑問だった。

「…………」

　う、やべえ、冒頭が退たい屈くつすぎて眠ねむ気けが……。ただでさえ寝不足なのに、今日一日歩き回ってめちゃくちゃ疲つかれてるからな。

「うわ、君島寝オチした？」

「マジかよ！　エロシーンに入る前に寝るとか何なんこいつ」

　最後に、そんな声がうっすら聞こえたような気がした。




　　　　＊




「おーい泉、そろそろ起きねえとやべえぞ～」

「ん……」

　聞き慣れた橋本の声が聞こえて目を覚ました。

　見覚えのない天てん井じように一いつ瞬しゆん混乱する。そっか、今修学旅行中で……。

　ちょっと待てよ、えっと確か、昨日みんなでＡＶを見るとかいうわけの分からん流れになって、それでその後……俺、寝たのか!?

「お、俺、昨日すぐ寝たのか？」

　思わず隣となりのベッドでスマホをいじっている橋本に質問する。

「ああ、何度か起こしたけど爆ばく睡すいしてて全然起きねえからほっといた」

「!?」

「すげえ最初の方で寝るからマジうけたわ～」

　他の男子が笑いながら言う。

　な、なんてこった!?　肝かん心じんのエロシーンに突とつ入にゆうする前に寝てしまうなんて勿もつ体たいない……って、違ちがう！

　原稿やんなきゃならなかったっていうのに、まさか一ページも進めないで寝てしまうなんて……馬ば鹿かか俺は!?　ああ～っ、ちくしょう！

　スマホを見ると、ラインが一通来ていた。

『生駒茉莉：今ノルマ終わった。そっちはどう？』

　深夜三時過ぎに送られてきていた。

　茉莉はその時間まで原稿作業を頑がん張ばって、無事ノルマを達成したようだ。それなのに、俺ときたら……。

　あああ、茉莉になんて言ったらいいんだ!?

「泉～、そろそろ準備しねえと朝飯間に合わねえぞ～」

「あ、ああ！」

　とりあえず返信は一度置いておいて、慌あわてて支し度たくをする。




　レストランで朝食バイキングを食べ終え、部屋に戻ろうとしたとき、突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれた。

　振ふり返ると、茉莉が仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。

「ちょっと、なんで返信よこさないのよ！」

「え、えっと……あ、ちょっと先部屋戻もどってて！」

　他の連中にそう言って、部屋に戻ってもらう。

「あんた、もしかして……」

「いや、その、実は昨日、寝ねるときに……エ、ＡＶを見る、的な流れになって……」

　テンパったあまり、俺はなんと茉莉に昨日のことをバカ正直に話してしまった。いや、この話むしろしない方が良かっただろ……と、後から思う。

「は？」

「いや、俺は原稿やろうと思ってたんだけど、そういう流れになっちゃって！」

「はあ？　で、それで!?」

「その……全然作業できませんでした」

「はあぁ!?　あ、あんた、ふざけてんの!?　よりによって、そんなもん見て作業できないとか……」

「いや！　俺も見たわけじゃなくて、みんなが見てるから作業できなくて、それが終わったら作業しようと思ってたんだけど、最初の方で寝ちゃってさ……」

「なんでみんなが見てるから作業できないのよ!?　あんただけでも一人で原稿やってりゃー良かったじゃない！　私だって昨日、みんながトランプやってる中、トランプに混ざりたかったけど我慢して一人で原稿やってたっていうのに！　途と中ちゆうから香月さんとか、他の女子も少し手伝ってくれたけど」

「え……」

　茉莉がみんなが起きてる中原稿を進めて、しかも他の人に手伝ってもらったなんて、意外だった。

「漫画描かいてること、同室の子たちに言ったの？」

「当たり前でしょ。言わなきゃ原稿できないじゃない」

　そ、そうか……。そりゃあそうだよな。

　寝静まってから隠れてコソコソやろうなんて考えていた俺がバカだった。俺もとっととみんなに打ち明けて、みんなが起きている時間から原稿作業を始めてしまえば良かった。

　茉莉、みんなに原稿手伝ってもらった、ってことは、みなせ以外の同室の女子とも打ち解けてきているということか。それは俺としても嬉うれしいことだ。

「あーもう、ほんっと信じらんないわ！　私が見てないとすぐそうやってサボるんだから！」

「し、仕方ないじゃん！　一昨日おとといあんま寝てなかったから、眠気に勝てなかったんだよ！」

　素す直なおに謝れば良かったのだろうが、思わず言い返してしまった。




「チッ……。こうなったら、修学旅行先でも私が見張らないと駄だ目めみたいね」




「えっ？　今、なんて!?」

「そ、それに、部屋でもラブコメテッパンイベントを教えないといけないってのもあるし……」

「茉莉ちゃん！　こんなところにいた～！　あ、泉おはよー」

　そこへ、みなせが声を掛けてきた。

「茉莉ちゃん、そろそろ部屋戻るよ～」

　茉莉は俺をジロリと睨にらんでから、みなせと共に部屋へと戻っていった。




　聞き間違いであって欲しいのだが、途中で茉莉、なんかすげえ恐おそろしいこと言ってなかったか？

　見張らないと、とかなんとか……。それに、部屋でもテッパンイベントをどうのこうの、とか……。

　いやいやいや、気のせいだな！　きっと気のせいに決まってる！　だってそんなこと、物理的に不可能だし！




　退屈な一日目と打って変わって、修学旅行二日目は沖縄らしくマリンスポーツ体験という楽しいイベントが待っていた。

　修学旅行前に、ジェットスキー、バナナボート、シュノーケリング、スキューバダイビングという四つの中から自分がやりたいマリンスポーツを決めて提出しておき、それぞれ自分の希望したものを体験するという流れだ。

　ちなみに俺は、ジェットスキーを選んだ。

　ジェットスキーは、インストラクターの運転する水上バイクの後ろに乗り、水しぶきを浴びながら回転したりスピードを出して疾しつ走そうしたりするのを楽しむ、というものだった。




　朝から、各自更こう衣い室で水着に着き替がえて海岸に集合し、クラスごとに並んで開会式を行う。

「お、おおお……」

　海岸での景色に、俺は思わず見とれてしまった。

　学校のプールではスクール水着指定だが、修学旅行中は各自好きな水着を持参して着ることになっている。

　女子たちのほとんどはビキニタイプの水着を着用しており、肌はだの露ろ出しゆつ度どの高さに思わずテンションが高まってしまう。

「じゃあ、それぞれのスポーツに分かれて～！」

　それからジェットスキーのインストラクターの元へ移動する。

　確か、茉莉はジェットスキーではなくシュノーケリングを選んだって言ってたよな。同じジェットスキーだったら、ここでもラブコメテッパンイベントを俺に教えようとしてきたのだろうか。

　インストラクターの説明の後、準備ができた者から二人組を作って並ぶように言われた。

「あ、泉もジェットスキーやるんだ～!?」

　知っている顔がいないか辺りを見み渡わたしていると、みなせに声をかけられた。

「あ、みなせもこれ選んだんだ？」

　特に誰だれかと合わせてジェットスキーを選んだわけではないので、知り合いが周りにいなくて寂さびしく思っていたが、みなせと一いつ緒しよなら心強い。

「うん。でもみんな別の選んじゃっててあたし一人だったから、泉がいて良かったよ」

　それにしても、みなせはスタイルが良すぎて目のやり場に困る。

　先日、仕事場で茉莉がみなせの胸を揉もんでいたところに偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうしてしまった際、初めてみなせの胸を見て、予想を超こえる大きさに驚おどろいたものだが、今回もそのスタイルの良さに圧あつ倒とうされてしまう。

　みなせはオレンジ色の花はな柄がらの、いかにも夏っぽいビキニを身につけている。その水着が眩まぶしいくらいに似合っていた。

　バランスが良い大きな胸に、綺き麗れいにくびれたウエスト、引き上がった形のいいお尻しり、スラッと伸のびた細くて長い手足。そこらのグラビアアイドルも顔負けなんじゃないだろうか。

「それでは、ペアが決まった人からこちらに並んで下さーい！」

　インストラクターの元へとみなせと二人で向かい、列に並んだ。

「あたし、こういうの乗るの初めてなんだよね～。超ちよう楽しみ！」

「俺も」

　割と前の方に並べたため、話しているうちにすぐに俺たちの番がやってきた。

「どっちが前になりますか？」

　インストラクターの人に聞かれる。そういえば、決めてなかった。

「どうしよう」

「みなせ前でいいよ」

「え、マジで!?　やった～！」

　俺が前をみなせに譲ゆずると、みなせは喜んだ。

　出発前に注意事じ項こうや乗り方の説明がある。後ろの人は前の人のお腹なかあたりに手を回してしっかりと摑つかまっておくように、とのことだった。

　少し戸と惑まどいながらも、決まりなのでみなせのお腹に摑まる。

　みなせの柔やわらかいお腹の生肌に直接触ふれて、思わずドキドキしてしまう。

　インストラクターが先頭に乗り、やがてジェットスキーが走り始めた。

「ひゃ──っ！」

「わああああ!?」

　思っていたよりずっとスピードが出て、思わずみなせも俺も声を上げた。

「わっ!?」

　緊きん張ちようしてみなせの腹に遠えん慮りよがちに摑まっていたのが悪かったのか、手が滑すべり、みなせの腹を摑んでいた俺の手が離はなれてしまった。

　摑まるところがなくなってしまったせいでバランスを崩くずし、身体からだが後ろに傾かたむきそうになってしまう。

「泉、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌あわてて両手を伸ばし、再度みなせの身体に摑まった。

「ひゃあっ!?」

　みなせが変な声を上げた。ん？　なんかさっきより、摑み心地ごこちが柔らかい……。

「!?」

　そこで俺は、自分が両手でみなせの胸を後ろから思い切り摑んでしまったことに気付いた。

「ごごご、ごめっ……」

「お二人共、しっかり摑まってて下さいね～！　これから一層スピードを出しますから！」

「えっ!?」

　前のインストラクターには俺たちの様子が一いつ切さい伝わっていないようで、こんなタイミングで今より尚なおスピードが上がる。

「キャ──ッ！」

「うおあああああ!?」

　やばい、こんなにスピード出されたら、すぐに胸から腹に摑む場所を変えようとしていたのに、一いつ瞬しゆんたりともみなせの身体から手を離せなくなってしまったじゃないか！
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「ちょ、ちょっと泉！　手、離し……っ！」

「ご、ごごめ、そ、そうしたいんだけどっ……」

　手を離したら危険なため、無我夢中でみなせの胸をしっかりと摑み続けてしまう。

　みなせの大きな胸の柔らかさ、弾だん力りよくが直接手の平に伝わってきて、ジェットスキーのスピードなんかどうでもいいくらい、別の意味で興奮してきてしまう。




　やがてスピードが緩ゆるまったところで、俺はやっとみなせの胸から手を離し、摑むところを腹に変えた。

「ほ、ほんとごめん！　わざとじゃないんだ！　バランス崩したから仕方なく……」

　やっと落ち着いたので、俺は必死にみなせに謝った。

　みなせは何も言わずこちらを振ふり返ることもしなかった。後ろから見ると、耳が真っ赤になっている。

　ああ、俺のバカ野や郎ろう！　なんてことをしてしまったんだ……！

　ああもう、みなせにあんなことをしてしまうくらいなら、いっそのこと手を離したままバランスを崩して海に落ちた方がまだマシだったかもしれない。海に落ちてもさすがに死にはしないだろうし……。




「はーい、お疲つかれ様でした～！」

「ありがとうございました」

「あ、ありがとうございました！」

　ジェットスキーが元いた場所まで戻もどってきて、終しゆう了りようした。乗り物から降りながら、俺たちはインストラクターに挨あい拶さつをする。

　マリンブーツをその場で脱ぬいで、インストラクターに返へん却きやくした。

「みなせ、さっきはほんとに……」

　しつこいようだが、許してくれるまで謝ろうとみなせに声をかける。

「わ、分かってるよ。落ちそうになったから摑まっただけ、って……。別にあたし、怒おこってないから」

「え？」

　みなせは俺の方を見もせずにそう言うと、俺を置いてすたすたと歩いて行ってしまう。

　マリンスポーツ体験が終わった後は、海で自由に遊んでいいことになっていた。

　みなせはすぐに友達を見つけたようで、そっちに混ざってしまう。

　俺とはもう一緒にいたくない、ってことか。

　ああやっぱり、絶対怒ってるだろうな。でも、自分がしてしまったことを考えたら怒られて当然だと思う。

　後でもう一度、きちんと謝らなくては……。




　落ち込みつつ、このまま自由時間を一人で過ごすのは虚むなしすぎるので、とりあえず他ほかの友達でも探すことにする。

「……！　茉莉！」

　そこで、茉莉がこちらへ近付いて来るのが分かった。

「泉、こんなところにいたのね！」

　茉莉、俺のことを探していたのだろうか？

　茉莉は、白地にカラフルな花柄のビキニを着ている。いつもと雰ふん囲い気きが違ちがって思わず見とれてしまう。

　みなせほど巨きよ乳にゆうじゃないにしろ、茉莉もめちゃくちゃスタイルいいよなあ……。

「こうしちゃいられないわ！　今日は、海においてのラブコメイベントを一日で全部消化しなきゃならないんだから！」

「え、ラブコメイベント!?　ここでもそういうのやるつもり!?」

　茉莉のセリフに思わず動どう揺ようしてしまう。

　だって、海でのラブコメイベントといったら……その、所謂いわゆる水着が取れるとか、エロ系のハプニングばっかりなんじゃないのか？

「当たり前でしょ！　えーと、まずは……海と言えばアレね！　ちょっと泉、こっち来て！」

「え？」

　茉莉に言われて、波打ち際ぎわまで移動する。

「茉莉、一体ここで何を……」

　すると突とつ然ぜん、茉莉がバシャバシャと音を立てて波打ち際を走り始める。

「あはははは、あはははは♪」

「…………!?」

　その光景に、思わず戦せん慄りつした。

　茉莉は波打ち際を笑いながら走っている。ついにイカれたか、なんて咄とつ嗟さに思った。

「ほーら、私をつかまえてごらんなさい！」

　俺の方に顔を向けながら、笑え顔がおでそんなセリフを口にする茉莉。

「ま、茉莉、これは一体……!?」

　俺が啞あ然ぜんとして立ち止まっているうちに、茉莉の姿はどんどん遠くなっていった。

「……ちょっとぉぉぉ!?　あんた何してんのよ!?」

　もう声が聞こえにくくなるくらい遠くまで走ったところで、茉莉が俺の様子を見て立ち止まって振り返り、俺に向かって叫さけんだ。

「早く追いかけてきなさいよぉ!?」

「お、追いかけて……？」

「海でのテッパンイベントといったら、恋こい人びと同士の波打ち際での追いかけっこでしょうがあ!?」

「え!?　あ、そういうことだったんだ……。俺はてっきり、ついに茉莉の頭がおかしくなったのかと」

「はあ!?　ついに、ってどういう意味よ!?　人が身体張ってるっていうのに、よくも恥はじをかかせてくれたわねぇっ!?」

　激げき怒どした様子で茉莉が戻ってくる。

「ぜえ、はあ……私体力派じゃないっていうのに、こんな疲れることさせて……！」

「自分で勝手にやったんだろ!?　ってか、どんだけ体力ないんだよ!?」

　まあ、俺も体力ないから人のこと言えないけど……。

「もういいわ！　じゃあ、時間も限られてることだし、次のイベントいくわよ！」

「え!?　次のイベント!?」

　そんなに色々あるっていうのか？

「ちょ、ちょっと待ってて！」

　茉莉は俺に言い残すと、更こう衣い室の方へ走っていく。

　少しして、何かを手に持って戻ってきた。

「海でのテッパンイベント、その二……『オ、オイル塗ぬるやつ』！」

「オイル塗るやつ？」

　どうやら、手にしているそれはサンオイルのようだ。

「ちょっと……こっち来て！」

　茉莉に誘ゆう導どうされて、みんなが遊んでいる場所から少し離れたところへとやってきた。

「ここなら、誰だれからも見られないわね……」

「え!?」

　人から見られたくないようなことをするつもりなのか!?　一体何をするつもりなんだ!?　つい、心臓の鼓こ動どうが速まってくる。

　これは、もしかして……。

「泉、こ、これ……背中に塗って！」

　茉莉は恥はずかしそうに俺にオイルを渡わたしてきた。

「えっ……えぇぇぇぇ!?」

　俺は驚おどろきのあまり声を上げた。

　オイルを持って来た時点でまさかとは思ったが、やっぱりそれなのか!?

　確かに、最近色々見るようになったので、ラブコメ系アニメや漫まん画がで海に行く話があった際、男──特に主人公が女キャラにオイルなどを塗るシーンはよく出てくる。

　だけどまさか、実際にそれを茉莉に頼たのまれるだなんて……。

「わ、わわわ、分かってると思うけど……これは、漫画のためで、あんたにラブコメイベントがどういうものかを教えるためなんだからね!?」

　茉莉は恥ずかしそうに言いながら、砂すな浜はまの上にうつ伏ぶせに寝ねそべった。

「ラブコメイベントを実際に体験することで、ラブコメ主人公の気持ちを分からせようとしてるわけでっ……！」

「……！　わ、分かったよ……」

　そ、そうだ。これは漫画のため。萌もえやラブコメを理解できていない俺が勉強するための……所謂、『疑ぎ似じラブコメイベント』なんだ。

　せっかく茉莉がここまでしてくれているのだから、今はこのイベントを堪たん能のうして、いつかこの体験も漫画に活いかさないとな……。

　そう自分に言い聞かせて、俺は覚かく悟ごを決めた。

「…………」

　当然茉莉の顔は下を向いているので、俺がどこを見ていようがバレない。思わず、茉莉の身体からだを凝ぎよう視ししてしまう。

　真っ白い背中。細い腕うで、ウエスト。柔やわらかそうなお尻しりに水着が張りついている。白い太ももがあまりにも眩まぶしい──

「ちょ、ちょっと!?　何してんのよ!?　早くしてってば！」

「あ、う、うん！」

　や、やばい。凝視してるのがバレただろうか。

「あ！　そ、そうだ……ちょっと待って」

　茉莉は何かに気付いたようで、背中に手を回した。

「……!?」

　茉莉の行動に俺は驚きよう愕がくする。

　茉莉は、自分でビキニの後ろの紐ひもを解こうとしていたのだ。

「な、何してんの!?」

「な、何って……紐解かないと、焼けたとき紐の跡あとが白く残っちゃうから……」

「え……!?」

　そ、そういえば、アニメや漫画、エロゲなどでこのようなシーンがある場合、必ずと言っていいほど女キャラはビキニの後ろの紐を解いていることを思い出す。

「ちょ、ちょっと待って！　それ、アニメとかエロゲの話でしょ!?　実際はそんなこと、しなくていいって！」

「……っ!?　え!?」

　茉莉は俺の言葉に、赤い顔を更さらに真っ赤にした。

「あ、あれって、実際にそうするもんじゃないの!?　…………。[image: ～][image: ～]あーもう！　い、いいの！　こ、ここまで来たからには、完かん璧ぺきにやってやるんだからっ！」

　茉莉は恥ずかしさのあまりか半ばヤケクソ気味にそんなことを言い出して、尚なお紐を解こうとする。

「あ、あれ、固くて……うまくできない」

　しかし、動揺のあまりうまく結び目がほどけないようだ。

「せ、泉……ほ、ほ……ほどいてくんない？」

「……っ!?　な、な……」

　茉莉は真っ赤な顔で俺の顔を見て、恥ずかしそうに言う。

　そこまで恥ずかしがってるっていうのに、なんで無理してそんなことすんだよ!?

「ああもう！　わ、わわ、分かったよ！」

　もうそこまで言うなら、何を言っても無む駄だだろうと諦あきらめた。

　辺りを見み渡わたして、近くに誰もいないことを確かめてから、仕方なく茉莉の言う通り紐をほどくことにする。

「ほ、ほ……本当にい、いいの？」

「い、いいって言ってんでしょ！」

　もう俺は既すでに興奮と動揺で顔が熱くなっていて、紐をほどこうとする手も震ふるえてしまう。

　なんとかほどくことができ、そのままビキニの紐を茉莉の身体の両りよう脇わきに置いた。

　ああ、これでもう、今茉莉が立ち上がろうものなら胸が丸見えになってしまうという状態なのか……。そう考えただけで興奮が収まらない。

「ひ、紐、ほどけたの？　じゃ、じゃあ早く塗ってよ！」

「あ、う、うん！」

　俺はついにオイルを自分の手のひらに出した。

　背中に手を伸のばし、露ろ出しゆつしている部分全体に塗る。変なところには一いつ切さい触さわらないよう、細心の注意を払はらった。

「…………」

　茉莉の肌はだはすべすべで触り心地ごこちが良く、胸は高鳴る一方だった。

「んっ……」

　手が首元に触ふれると、茉莉が僅わずかに声を上げた。

　顔をこちらに向けて俺の方を少し見て、目が合い、すぐに茉莉は顔の向きを元に戻もどす。そのとき、彼女の顔は耳まで真っ赤だった。

　そ、そんな反応されると、益ます々ます興奮してきちゃうんですけど！

「痛っ！」

「え？」

　茉莉が突然、身体をびくっと震わせた。

「きゃあああっ！」

　次の瞬しゆん間かん、茉莉が悲鳴を上げて勢いよく身体を起こした。




「……っ!?」




　茉莉の上半身が……白い胸が、ほんの一瞬露あらわになった。俺は思いきり動どう揺ようしてしまう。

　すぐに茉莉は自身の手で胸を隠かくす。

「なっ、何これぇっ!?」

「え？」

　茉莉は下を向いて大声を上げた。見ると、今茉莉が寝そべっていたところに、赤い何かが動いていた。

　それは……。

「あ、蟹かに……」

　小さな、蟹だった。

「……！　な、なんだ、ただの蟹……。……っ!?」

　そこで茉莉は、胸を押さえたまま俺の顔を見て真っ赤になった。

「あ、あんた、今……み、み、見た!?」

「え!?　い、い、いや……蟹の方に意識いってたから、見てないって！」

「う、噓うそっ!?　っていうか、あっち向いててよ！　もう、水着つけるから！」

「あ、うん……」

　慌あわてて、身体ごと茉莉の反対側を向く。

「…………」

　先ほどの光景を思い返す。ほんの一瞬だったので、もはや本当に見えたのかどうかすら曖あい昧まいだ。だけど──まだ胸の高鳴りが収まらない。

「絶対、見たでしょ……」

　水着を装着し終えた茉莉が、頰ほおを真っ赤にして、今にも泣きそうなくらい悔くやしそうな顔で俺を問い詰つめる。

「だ、だから、見てないって！」

　茉莉と目を合わせられず、思わず顔を逸そらした。

「ま、まさか、ここまでセオリー通りこなしちゃうなんて……こ、こんなつもりじゃ……」

　茉莉は悔しそうに呟つぶやく。それから砂浜から立ち上がり、どこかへ歩き出した。

　怒おこったあまり、どこかへ行ってしまうのだろうか？

「……オイル、戻してくる」

「あ、ああ、うん」

　茉莉は俺の顔を見ないまま、更こう衣い室へ歩いて行った。




「あ……せ、泉！　こんなとこにいたんだ」

　俺が一人茉莉が戻るのを待っていると、そこにみなせがやってきた。手にはビーチボールを持っており、友人の山城さんも一いつ緒しよにいる。

　明るく声をかけてきてくれたところを見ると、みなせはもう先ほどのことを気にしていないのだろうか。怒ってない、って言ってたの、本当だったのかもな……。ありがたく思った。

「ビーチバレーやんない？　今、茉莉ちゃんも探してたんだけど見当たらなくて」

「あ、茉莉なら今更衣室に荷物置きに行ってるから、すぐ戻ると思うよ！」

「あ、ほんと!?　じゃあちょうど四人でできるねー！」

　そこへ、ジャストタイミングで茉莉も戻ってきた。

「あ、茉莉ちゃん！　四人でビーチバレーしよ！」

「ビーチバレー!?　ちょうど良かった！　これも立派な海でのテッパンだわ！」

　茉莉は目を輝かがやかせた。もうけろっとしていたので助かった。

「え、何？　テッパン？」

「いや、こっちの話！　早さつ速そくやりましょ！」

　俺と茉莉が、みなせと山城さんがそれぞれチームになり、ビーチバレーが始まる。

「よーし、いっくよー！」

　みなせが声を出して、サーブを打った。

「うお!?」

　勢いよくこちらに向かってボールが飛んでくる。みなせって、運動神経いいんだよなあ……。なんとか打ち返した。

「はーい！」

　再びみなせが打ち返す。そこで俺は気付いた、みなせが身体を動かす度たびに、大きな胸が揺ゆれていることに。

「……っ!?　いて！」

　俺がみなせの胸に見とれていたところ、顔面にボールが直ちよく撃げきした。

「やったー！」

　飛び上がって喜んでいるみなせ。またしても、胸が揺れる。

「ちょっと泉、何ボーッとしてんのよ！」

「ご、ごめん……でも俺、萌もえについて理解出来てきた気がする！」

　俺は思わず、茉莉に向かってそんなことを言っていた。
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「え……？　な、何が？」

　茉莉は俺の言っていることがよく分からないようで、首を傾かしげた。

　まあ、分からないでいてもらった方が正直助かるが。

　ビーチバレーって最高だな！　これでこそ、海って感じだぜ！

「じゃー、打つよー」

　続いて、山城さんがボールを弾はじく。みなせよりさらにボリュームのある胸が大きく揺れて、俺は思わず釘くぎ付づけになった。さ、さすが……恐おそるべしＨカップだ……。

「あ、茉莉！」

　ボールは茉莉の方へ飛んでいったので、俺は茉莉の方を見る。すると……。

　茉莉はその場で固まっており、ボールは茉莉の顔にもろに直撃した。

「わーい、やったー」

「ちょ、ちょっと茉莉!?」

「ふふ……ビーチバレーって最高ね……」

「……!?」

　茉莉はボールをもろにくらったのにも拘かかわらず、幸せそうににやにやしていた。

　ちょ……もしかして、茉莉自身もみなせや山城さんの胸に見とれて固まっていたっていうのか!?




　それからも俺と茉莉はついつい目の前の大きな胸に目を奪うばわれてしまい失点を続け、ビーチバレーでみなせと山城さんにコテンパンにやられてしまったのだった。




　　　　＊




　その日の夜。

　一日目と同じように、夕食を終えて橋本と大浴場へ向かう。

　温泉に浸つかっているととても気持ちよく、今日一日の疲つかれがとれるような気がした。

　今日一日で、一気に相当な数のテッパンイベントをこなしたもんだなあ。事故とはいえ、茉莉の胸を少し見てしまうなんて……。

「…………」

　思わず、その光景を思い出してしまう。

「泉、いつまで入ってんだ～、逆上のぼせんぞー」

「あ、ああ」

　本当に逆上せてしまいそうになり、慌てて風ふ呂ろから上がった。




　それから部屋に戻り、気持ちを入れかえる。

　昨日全く進められなかった分、今日こそは夜に原げん稿こう作業を進めなければ！

　ちゃんと同室の奴やつらに漫まん画がのこと話して、みんなが起きている間から堂々と原稿作業を進めよう。

「あれ、そういえば大野はどこ行ったんだ？」

「さあ……他ほかの部屋か？」

　言われて気付いた。同室の大野の姿が部屋の中に見当たらない。

　その時、俺たちの部屋の扉とびらが突とつ然ぜん勢いよく開いた。

「おい！　今、Ｄ組の奴らにすげー話聞いてきた！」

　部屋に入ってきたのは、大野だった。部屋に戻るやいなやなぜか興奮状態で、大声でそんなことを言う。

「すげー話？」

「外から、女子の露ろ天てん風呂がのぞける場所発見した奴がいるらしーんだよ！　ちょっとここから歩いて山登らなきゃいけないらしいけど、確実に見えんだって！」

「なっ……!?」

　大野のセリフに、部屋の中は一瞬静まり返る。

「は、ははは……大野、バカじゃねーの。そんなうまい話、あるわけねーだろ」

「そんな勢いよく部屋に戻もどってきて何言い出すかと思ったら……ほんとお前ってバカだなー！」

「なっ……!?　お前ら、信じねえのかよ！　せっかく教えてやったっつーのに！　じゃあ俺、Ｄ組の奴らと行ってくるからな！」

「……！　ま、まあ……絶対無理だと思うけど、とりあえず確かく認にんするだけ一緒に行ってやってもいいぞ」

「そ、そうだな。大野がバカやって見付かったら同じ班の俺らも危ないし、大野がヘマしないように付いてってやるか」

　そう言って、同室の奴らはどやどやと部屋を出て大野の後に続いた。お前ら、結局女子風呂覗のぞきたいだけだろ！

「泉、良かったな！　これで心置きなく原稿進められるじゃねーか」

　橋本が、啞あ然ぜんとしている俺の肩かたを叩たたき、声を掛かけてきた。

　た、確かに……橋本の言う通り、これは俺にとっては好都合だ。これで、周りの目を気にせず思う存分原稿作業を進められるじゃないか！

「あ、ああ！」

　そういえば橋本も原稿手伝いたいとか言ってたよな。こいつも俺と一緒に部屋に残って……。

「じゃ、俺はあいつらがすぐ部屋に戻ろうとしねえように見張ってくるから！」

「え!?」

　橋本は得意げに言うと、さっさと部屋を出て行った。

　……って、橋本！　お前も女子風呂覗きたいだけじゃねえか！　手伝いたいとか言ってたのは口だけかよ！

　全く……仕方ない、一人で原稿進めるか。どうせあいつがいたところで消しゴムかけしかできねえしな。

　……ん？　待てよ。女子の露天風呂がのぞける、ってことは……もし茉莉が露天風呂に入ってたら、男共に裸はだかを見られるってことか!?

　そ、それは……漫画の相あい方かたとして、相方のピンチを守らないといけない義務があるよな。

　とりあえず、今風呂に入ってるのかだけでも確認してみるか。

　俺はスマホで茉莉の携けい帯たいに電話をかける。

「もしもし」

「あ、もしもし茉莉？　今、どこにいる？」

「どこって、ホテルの部屋だけど？」

　良かった。とりあえず風呂に行っていなかったことに一安心する。

「あんたは？」

「え？　俺も部屋だけど」

「ふ、ふーん。なんか、それにしてはやけに静かじゃない？」

「ああ、今ちょっと同室の連中が外に出てて」

「！　そ、外？　じゃああんた、今部屋に一人なの？」

「うん、そうだよ」

「ふーん……そう。じゃあ、切るわ」

「え!?」

　そこで突然電話を切られて、俺は驚おどろいた。

　いきなりどうしたんだろう。まあ、電話してる時間があったら原稿を進めた方がいいもんな。そう思い直して、荷物から原稿を取り出して準備をする。




　それから数分後。俺の部屋の扉がノックされた。

　ん？　部屋の連中がもう戻ってきたのだろうか。やけに早いな。

「はーい、……えっ!?」

　扉を開けて、驚いた。

　そこには、部屋に備え付けの浴衣ゆかたを着た茉莉が立っていたのだ。

「き、来ちゃった」

　茉莉は少し恥はずかしそうに言った。

「な、なんで!?」

　俺の心臓は突とつ如じよ激しく高鳴り始めた。

「あ、あんたが、見張ってないとちゃんと原稿やらないだろうから、見張りに来たのよ！　で、私もここであんたを見張りながら原稿作業するわ！」

「えぇえ!?」

　俺は思わず声を荒あららげた。

　見張りに来た？　ここで原稿をやる？　一体何考えてんだよ!?

　今日の昼間、私が見張らないと、とか言ってたけど、まさか本当に部屋に来るなんて！

「じゃあ、早さつ速そく作業始めるわよ」

「あ、あのさ……茉莉、本当にこの部屋で作業するの？」

　確かに、みんなが出て行った今、作業するには絶好のチャンスかもしれない。

　だけど、男の部屋で原稿作業するだなんて、な、なんか、まずくないか？　教員に見付かったら一発アウトだし、部屋に男連中が戻ってきた場合もいいわけに困る。

　それに……今日あんな姿を見てしまった後で、こんな夜に、部屋で二人きりで作業するだなんて。俺としても、恥ずかしいし戸と惑まどってしまう。いつもの仕事場とはわけが違ちがうんだ。

　今の茉莉は、風呂上がりのようで顔が火ほ照てってて、なんだかいい匂においもするし……。

　正直、原稿どころじゃない。全然集中できない気がする。

「な、何か不都合でもあるの!?」

「え!?　い、いや、ないけど……」

「じゃあいいじゃない。ちょうどいい机があるわね。じゃ、ここで二人並んで作業するわよ！」

「えぇ!?」

　気付くと、茉莉は勝手に部屋に入り、テレビの横の机に原稿を広げて準備していた。

　仕方なく観念した俺は、作業を始めることにする。




　一台の机で二人並んで作業しているせいで距きよ離りが近くて、俺は作業中もドキドキしてしまう。

　だが茉莉は原稿作業に集中していて、一いつ切さいそんなこと気にしていないようだったので、なるべく俺も気にしないよう頑がん張ばった。

　なんか、すげえ変な感じだな。ホテルの部屋で、こんな夜に、茉莉と二人きりで原稿作業してるなんて……。




「ん～っ、今日のノルマ達成！」

　それから二時間半ほど作業を進めたところで、茉莉が伸のびをした。

「おお。俺も、あと少し進めれば達成できそうかな」

　同室の奴らがいつ帰ってくるかハラハラしたが、運良く長いこと戻ってこなかったため、原稿作業に集中することが出来た。

　もしかして、本当に女風呂をのぞけているのだろうか。

「そ、そういえば……今日はもう、『ラブコメテッパンイベント』はやらなくていいの？」

「！」

　俺が質問した途と端たん、茉莉の顔が一いつ瞬しゆんで赤く染まる。

　もしや、今日の昼間のことを思い出しているのだろうか。

「きょ、今日はもう、昼間にイベント消化しまくったからいいの！」

「そ、そっか」

「ホテルの部屋でのテッパンイベントは、あるっちゃあるんだけど……」

　茉莉は赤くなったまま呟つぶやいた。

「え、そうなの？　それって……」

　俺が尋たずねようとしたとき、遠くから僅わずかに複数の足音が聞こえた。

「やべっ！　もしかして部屋の奴ら戻ってきたかも！　茉莉、部屋出て！」

「え!?」

「この状じよう況きよう、説明するの面めん倒どうだし、変な誤解されるかもしんないし！」

「な、何よ、変な誤解って」

　茉莉に慌あわてて茉莉の分の原げん稿こうと画材を持たせ、半ば無理矢理部屋の外へ追い出す。俺の勘かんは当たっていたようで、ホテルの廊ろう下かの俺の部屋から少し離はなれたところから部屋の連中がこちらに向かって歩いてきていた。幸いまだこちらに気付いている者はいない。

「あいつらに見付かる前に、早く自分の部屋に戻って！」

「！」

　茉莉は戸惑いながらもコクンと頷うなずき、自分の部屋がある方へと戻っていった。俺は一度扉とびらを閉める。

　早めに気づけたおかげで、茉莉が部屋に来てたことがあいつらにバレなくて助かった……。女子を部屋に連れ込んでたなんて、知られたら色々と質問攻ぜめにあって面倒くさそうだもんな。

　俺が扉の前で一息ついていると、すぐに扉がノックされた。あいつら、鍵かぎ持っていかなかったんだな。

「いやーマジあとちょっとだったのに悔くやしすぎたわ～」

　俺が部屋の鍵を開けて扉を開けると、大野がそんなセリフと共に部屋に入って来た。大野の後ろからどやどやと他ほかの連中も入って来る。

「え、女風ぶ呂ろ覗けなかったのか？」

「いやーそれが、その木に登れば女風呂が見られる、って木のところまで辿たどり着いたんだけどさ！　そこでホテルの従業員に見付かりそうになって、慌てて逃にげてきて！」

　俺の質問に、大野が心底悔しそうに答えた。女風呂覗けなかったことがそんなに悔しいのか……。

「そ、そうか。それは残念だったな」

「また明日あした、リベンジすっけどな！」

「マジか。が、頑張れよ」

　まったく、ほんとアホだなこいつ……。




　それにしても……さっき茉莉が言ってた『ホテルの部屋でのテッパンイベント』って、一体何だったのだろう。

　やはり、ラブコメらしくまたエロ系のイベントなのか？　あああ、あんな風に中ちゆう途と半はん端ぱに言われたら気になってしまうじゃないか！




　茉莉はノルマを達成できたが俺はまだできていなかったので、残りのノルマ分を部屋で進めることにした。

「君島、それ何だ？」

「ああ、お、俺、漫まん画が描かいててさ。ちょっと今、締しめ切りがやばくて」

「え、漫画!?」

「見して見して！」

「え、何、もしかしてもうプロの漫画家なの？　すげー！　上手うまいじゃん」

　俺が漫画を描いていることをカミングアウトすると、思いの外同室の連中は食いついてきた。

　過去に漫画を描いていたことをバカにされたから、俺はずっと漫画を描いていることを隠かくしてきたのだが、こんな風に受け入れてもらえるなら、もっと早くに言えば良かったな、なんて思った。




　橋本が手伝いたいと言うので、とりあえず消しゴムかけだけやってもらった。それからみんなが寝ねた後も少し作業を続け、無事ノルマを達成したところで、俺も眠ねむりについた。

　今日頑張ったおかげで、無事、一日目の遅おくれを取り戻もどすことができた。







　翌日、修学旅行三日目。

　この日はニライカナイ体験ということで、島の人に教えてもらいながらサトウキビ刈がりと黒糖作りを体験した。

　暑さと寝不足で頭がボーッとしたりもしたが、昨日ほどハードではなかったこともあり、なんとか乗り切ることができた。




「泉、あんたまたクマ酷ひどいけど、あの後も作業してたの？」

　昼食を終え、バスに移動する前までの休きゆう憩けい時間、茉莉に声をかけられる。

「え？　あ、ああ、まあ。でも二時くらいまでだよ」

「もう、無理して倒たおれたらどうするつもりなのよ」

「ま、茉莉……」

「あ、あんたが心配なんじゃなくて、原稿作業が進まなくなるのが心配なの！」

「あ、あはは」

　そうは言いつつも、茉莉が心配してくれているのが分かり、嬉うれしくなった。




　それから全員でバスへと移動して、バスの中の決められた自分の席に座る。

　俺の席は後ろから四列目の窓まど際ぎわで、橋本の隣となりだ。この席順は部屋割りごとに決められている。

　──はずなのだが。

「!?　な、なんで茉莉がここに!?」

　俺は自分の席の隣に既すでに茉莉が座っているのを見て、一瞬席を間ま違ちがえたかと思った。

「は、橋本君に替かわってもらったのよ」

　茉莉は少し恥はずかしそうに答える。

「え!?　な、なんで？」

「あ、あんたに『バスの中でのテッパンイベント』を教えるためよ！　あんたが、寝不足みたいだから……」

「バスの中での？　それって、どういう……!?」

　またテッパンイベントか。でも、それと俺が寝不足なことと、何か関係あるのだろうか。

「と、とにかく、もう寝れば!?　移動中は貴重な睡すい眠みん時間じゃない。今日も原稿作業が待ってるんだから！」

「え？　できればそうしたいけど……」

　けど、その『バスの中でのテッパンイベント』とやらは、いいのだろうか。

「は、はい……」

「え!?」

　茉莉は、自分の左ひだり肩かたを右手でポン、と叩たたいた。

「だっ、だから……バスの中でのイベント！　バスといえば、疲つかれて寝ちゃって、肩にもたれかかるってのがお約束でしょ!?」

「えっ!?　そ、そうなの!?」

　それって、自分の肩で寝ろ、ってことなのか!?

　茉莉は恥ずかしそうに顔を赤らめて、俺の方を見る。自分だって恥ずかしいんじゃないのか……。

「いや、で、で、でも……」

「い、いい、いいから！　は、早くしなさいよ！　一分でも長く寝た方がいいんだから！」

「あ、はい……」

　そんなこと言われたって、茉莉の肩で眠る、だなんて……めちゃくちゃドキドキしてしまうじゃないか。

　しかも、ラブコメものでよくあるのは、疲れていつの間にか寝ちゃう、ってシチュエーションだろ？　意識がはっきりしているうちに肩にもたれかかって眠るだなんて、相当ハードル高いぞ！

　とりあえずあんまり躊躇ためらっているとまた怒おこられそうだったので、戸と惑まどいながらも言われた通り茉莉の肩にそっと寄りかかった。

　茉莉の肩から、体温が伝わってくる。俺の耳が軽く茉莉の髪かみに触ふれている。

　ああーっもうこれ、とてもじゃないがドキドキして寝るどころではないのだが!?

「ちょ、ちょっと！　早く寝なさいよ！　とりあえず目瞑つぶってればそのうち寝るわよ！」

　俺の顔をチラッと見て、俺がまだ目を開けていることに気付いた茉莉に注意された。

　仕方なく言われた通り、目を瞑ってみる。

　そのまま、ただ黙だまって茉莉の肩の温ぬくもりを感じていた。




「……ん」

　目が覚めると、バスの中だった。

　あ、そうか。確か茉莉に『私の肩で寝ろ』的なことを言われて……そのまま本当に寝てしまったようだ。案外図太いもんだな、俺。それだけ疲れていたのだろうが。

「……!?」

　不意に顔を横に向けて、驚おどろいた。

　茉莉が、思い切り俺に寄りかかって眠っていた。寝息をたてて、もはや爆ばく睡すいである。

　原稿作業で疲れているのは、茉莉も同じなんだ。

　それなのに、俺の体調ばっかり心配して……。

[image: ]

　このまま、そっとしておくことにしよう。




　──しかし、その後茉莉の寝相の悪さが発揮されて、ほぼ俺の居場所がなくなるくらいこちら側に身体からだ全体でよりかかってきたあたりで、さすがに起こさざるをえなくなったのだが……。




　その日の夜。

「今日こそは絶対見つかんねえようにしないとな！」

　懲こりもせず、同室の連中はまたもや揃そろいも揃って女風ぶ呂ろを覗のぞくために出かけるようだ。

「君島は行かないのか？」

「あ、ああ。原稿作業があるからさ」

　これは好都合だ。また、茉莉と部屋で作業ができる！

　……って、べ、別に、茉莉を部屋に連れ込みたいわけじゃなくて、原稿作業を進めなければならないだけなんだがな。




　俺がラインで『今日もみんないなくなったから、俺の部屋で作業できるよ』と送ると、茉莉がその十分後に俺の部屋にやってきた。

「……？　な、何よ」

「え!?　いや、別に」

　扉とびらを開けて、そこに浴衣ゆかた姿で立っていた茉莉の姿を見て思う。な、なんかこういうのって、逢あい引びきみたいだな……って、俺、何考えてんだよ！

「じゃ、早さつ速そく始めよっか！」

　なるべく意識しないようにして、すぐに作業に入る。




　昨日と同じようにテレビの横の机に作業道具を広げ、ひたすら二人でペン入れの作業を進めた。

「…………」

「…………」

　な、なんか、昨日より一層沈ちん黙もくが気まずいというか、ドキドキしてしまうな。

　集中して作業しなくてはいけないというのに。

「あ、そういえば」

　一時間ほど作業したところで、俺は気になっていたことを口にした。

「昨日言ってた……『ホテルの部屋でのテッパンイベント』って、何？」

「！」

　俺が尋たずねると、なぜか茉莉は顔を赤くした。

　え、やっぱりまたしても、エロ系のやつなのか!?

「そ、それは……ちょっと、アクシデントが起きないとできないイベントだから……」

「あ、そ、そうなんだ？　なんか余計気になるんだけど。ど、どういうイベントなの？」

「え、えっと、それは……。……！」

　茉莉はそこで、何かを見て立ち上がった。

　そのまま一目散に部屋の奥へと駆かけていく。

「ちょっと、茉莉!?」

　俺も、茉莉の後を追う。茉莉は奥の座ざ敷しきへと入っていく。男共の荷物が散らかりっぱなしだけど、なんか茉莉に見られたらまずいような変なもん落ちてないよな？　と不安になる。

「そんなに知りたいなら、原げん稿こうの休憩がてら教えてあげるわ！　部屋でのテッパンイベントは、ずばり、コレよ！」

　セリフと同時に、俺の顔目がけて枕まくらが飛んできた。

「ぶっ!?　ちょ、いきなり何すんだよ！　……いてっ！」

　再び、容よう赦しやなく飛んでくる枕。

　もしやそれって……枕投げ、のことか!?

「くっ、不意打ちじゃねえか！」

　茉莉が投げた枕を摑つかんで、俺も投げ返した。

「ふぐっ！」

　見事、茉莉の顔面にヒットする。

「あんた……やってくれたわねぇぇ～!?」

　それから、枕投げ大会が始まった。

「受けてみよ、俺の魔ま弾だんをぉっ！」

「たかが枕投げなのに、あんた厨ちゆう二に全開すぎぃっ！」

　睡すい眠みん不足と疲れによる謎なぞのハイテンションで、自分でもわけの分からないことを言いながら、ひたすら枕を投げまくった。

　しかし、たった二人での一いつ騎き打うちだと、体力の消しよう耗もうが半はん端ぱないな。やっぱりこれって、大人数でやるもんだな。

「……！」

　暫しばらく投げ合ったところで、俺の動きが止まる。

「何よ、もう降参!?　男のくせに情けないわねえ！」

　茉莉は得意げにバンバン枕を投げてくる。

「いや、そ、その……」

「え？」

「ま、茉莉の浴衣が……」

「……っ！　きゃあっ！」

　激しく動きすぎたためか、茉莉の浴衣の前がはだけており、少し下着が見えてしまっていた。

「こ、このっ、エロ泉がぁ[image: ～][image: ～]っ！」

　茉莉は慌あわててしゃがみ込んで、前を隠かくした。

「お、俺は何もしてな……」

「おーい、騒さわがしいぞ。何してるんだ!?」

「……っ!?」

　そのとき、部屋の扉がノックされ、扉の向こうからそんな声が聞こえてきたので、驚きのあまり心臓が止まるかと思った。

　この声……担任の、進しん藤どう!?

　やばい、枕投げで騒ぎすぎた！　茉莉が部屋を移動してここにいることがバレたら……まずい！

「もうすぐ消灯時間だぞ！　ん？　鍵かぎ開いてんな。中入るぞ～」

「なっ!?」

　鍵、かけ忘れてたのかぁ！

　くっ、進藤も進藤で、男部屋だと思ってデリカシーの欠片かけらもないな、おい!?

「と、とにかく、隠れないと！」

　隠れるところを必死に探す。

　座敷には、布ふ団とんが一枚しか敷しかれていない。

「茉莉、布団入って！」

「えっ!?　な、なんで!?」

「ここしか隠れられる場所ないからしょうがないよ！」

　咄とつ嗟さに、俺たちは一つの布団の中に二人で入り、掛かけ布団で身体全体を隠した。

「んー？　何だよ、誰だれもいないのかー？」

　やがて進藤の声が聞こえてくる。扉を開けて部屋の中へ入ってきたようだ。

　俺たちは向かい合った状態で布団の中に入ったため、茉莉の顔が、身体が、すぐ目の前にあり、身体は密着していた。

　茉莉の胸が、俺の胸に当たっている。それも今、浴衣がはだけた状態なのだ。暗くら闇やみで何も見えないが、その柔やわらかい感かん触しよくだけでどうにかなってしまいそうだ。

「ん……はあ……」

　茉莉の吐と息いきが、布団の中で聞こえてくる。俺が少し顔を動かしたら触れてしまうくらい近くに、茉莉の顔がある。少し手を動かせば、顔でも身体でも、どこにでも触れてしまう。

　茉莉からはシャンプーか何かのいい匂においが漂ただよってきて、布団の中に匂いが充じゆう満まんしていた。

　自分の心臓の高鳴りが、どんどん速くなっていくのが分かった。

「ん？　なんだ、誰か寝ねてるのか？」

　足音が近付いて来る。進藤が、座敷へと入ってきたようだ。

「……！」

　そこで、俺は俺の肩かた辺りに触れている茉莉の手が震ふるえていることに気付いた。

　緊きん張ちよう、しているのだろうか。

　見つかってしまうかもしれないから？　それとも……俺と、密着しているから？

「さっきまで騒いでた声が聞こえたんだから、複数いることは分かってんだぞ～。後の奴やつはどこだー？」

　さすがに同じ布団に二人いるとは思っていないようで、進藤は部屋をうろうろしている。や、やべえぞこれ、見付かるのも時間の問題なんじゃないのか!?　まさか女子を部屋に連れ込んで、二人で同じ布団に入ってるなんてバレたら……一体どうなってしまうんだろうか。考えただけで恐おそろしい。

「ここかー？」

　ガラッ、という音が聞こえる。どうやら、押し入れを開けたらしい。

「いねえなあ」

　もしかして、見つかるまで探し続けるつもりか!?　隠れる場所なんて限られてるっていうのに。

「おーい、これは誰だー？　どうせ狸たぬき寝ね入いりなんだろー？」

　進藤の声が俺たちの頭あたりのすぐ近くから聞こえる。やべえ、距きよ離り近すぎ！　布団の中に二人いるってバレたら……！

「……！」

　そこで、茉莉が俺の方にぐっと近付いて来て、俺の身体からだにしがみついてきたので、俺は驚おどろいた。茉莉も、俺と同じようにバレると思って焦あせったんだろうか。

　茉莉の腕うでが、胸が、太ももが、より密着する。その感触に、興奮のあまりおかしくなりそうだった。

　茉莉の胸の鼓こ動どうが伝わってくる。茉莉も、ドキドキしてるんだ……。

「ん？」

「!?」

　そこで、畳たたみの上に置かれている俺の携けい帯たいの着信音が鳴った。

　くそっ、なんというタイミングなんだよ!?

「携帯鳴ってんぞー。ほら、どこに隠れてんだかしらんが、今出てきたら許してやる。出てこないなら、力ちから尽ずくで布団引きはがすからな」

　進藤の声に、茉莉が、震える手で俺の服をぎゅっと握にぎり締しめた。

　も、もう駄だ目めだ……これじゃ、絶体絶命……。




「あー、今日も女風ぶ呂ろ覗のぞけなかったな～」




　そこで、ガチャッと扉とびらが開く音と同時に、大野のアホなセリフが聞こえてきた。

「お……お前ら!?　何やってんだ!?　つーか今、なんつった!?」

「げっ、進藤!?　なんで俺らの部屋に!?　やべえ、逃にげんぞ！」

「あっおいこら、待てお前ら──っ！」

　ドタドタと激しい足音が聞こえたかと思うと、足音は遠くなっていき、途と端たんに静かになった。

　完全に静かになってから、俺は勢いよく掛け布団を取り払はらって起き上がる。

「はあっ！　バ、バレなくて済んだ……」

　茉莉に背中を向けていたが、さりげなく振ふり返って様子を窺うかがう。

　もう、浴衣がはだけていたのは直っていた。

「と、とにかく茉莉、今のうちに部屋戻もどって！」

「！　う、うん……」

　そっと部屋の外を覗くと、進藤の姿も同室の奴らの姿も見当たらなかった。一体どこまで追いかけっこしに行ったのだろうか。近くにいるかもしれないので油断はできないが。

　その隙すきに、茉莉を部屋の外に出した。

　茉莉が無事に部屋に戻っていったのを見届けてから、部屋の扉を閉めた。

「……ふう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　一人になって、思わず深いため息を吐ついた。

　未いまだに茉莉の身体に触ふれていた感触が残っている。心臓の高鳴りは収まらない。

　ああ、まさかあんなことになるなんて……。

　今回の修学旅行、ドキドキすることだらけだったけど、茉莉が仕掛けたどのラブコメイベントよりも、今のが一番ドキドキした。

　勿もち論ろん、見つかってしまうかもしれないというドキドキもあったが、勿論それだけではなく……。

　この出来事は、今後絶対に忘れられないだろうな、なんて、なんとなく思う。

　そういえば、電話鳴ってたよな。なんだったんだろう。

　携帯を確かく認にんすると、早乙女さんから電話が来ていたようだった。

　一体何だろう。すぐにかけ直す。

「あ、君島さんお疲つかれ様です。修学旅行中にごめんなさいね。今、大だい丈じよう夫ぶでした？」

「お疲れ様です。はい、大丈夫です」

「実は、二日前に発売した『プリドラ』に掲けい載さいされている『バトアイ』第一話目の感想が、既すでに読者アンケートで何枚か送られてきたので、お知らせしようと思いまして」

「えっ!?」

　早乙女さんの言葉に驚いた。

　そういえば、一昨日おとといは俺たちの漫まん画がの連載第一話目が掲載される『プリドラ』の発売日だったじゃないか！　修学旅行中原げん稿こうで忙いそがしくしていて、すっかり忘れていた。

「『バトアイ』第一話目、現段階でとっても評判いいですよ！」

「えっ……ほ、ほんとですか!?」

　早乙女さんの言葉に、俺は驚いて声を大きくした。

　巻末についている『読者アンケート』には毎回、新連載の感想を書く項こう目もくがある。そこで、高評価をもらえているということだろうか。

「詳くわしくは後日まとめてお伝えしますが、『読み切りのときから楽しみにしていましたが更さらに面おも白しろくなっていて期待以上でした』とか、『こんなバトル漫画を待ってました。これから毎月楽しみです』とか、『ヒロインの樹じゆ里り亜あが可愛かわいかったです』とか……既に嬉うれしい感想がいくつも来ていますよ！　新連載の質問の欄らんでも、とても面白かった、面白かった、の番号が今のところ一番多いですし」

「え、え……!?」

　連載一話目が読者からそんなに高評価をもらえていただなんて、信じられない……。俺は早乙女さんの言葉に感激してしまう。

　ネットでは、全然期待もされていなかったし、生駒アギト一人で描かかせた方がいい、なんて言われていたのに……。

「あ、ありがとうございます！」

「生駒さんにも伝えておいていただけますか？　それでは、大変だと思いますが、引き続き原稿作業頑がん張ばって下さいね！」

「はい！」

　早乙女さんとの電話を終えてから、俺は早さつ速そく茉莉に電話する。

「も、もしもし……」

　少し戸と惑まどい気味に電話に出る茉莉。

「さっきの電話なんだけど、早乙女さんからだったんだ。茉莉、一昨日がプリドラの発売日だって覚えてた？」

「ええ、覚えてたけど……それがどうしたの？」

「既にアンケートで『バトアイ』一話目の感想がいくつも送られてきてて、評判いいんだって！」

　俺は先ほど早乙女さんから言われた感想をなるべく覚えている限り茉莉に伝えた。

「……！　ほ、本当!?」

　茉莉は、驚いた声を上げる。

「ネットではあんまり期待されてないみたいだったけど、ほんと良かったよね」

「そうね。だから言ったじゃない、ネットの意見なんて気にしない方がいい、って！　ネットの意見より、実際のアンケートや感想の方がずっと大事なんだから！」

「……！　うん、そうだね」

　茉莉の言う通りだ、と思った。

「でも、一話目が一番大事だって、早乙女によく言われてたから……本当に良かった」

　茉莉の心から安心したような声が、携帯から聞こえてきた。

「あーまったく、マジ最悪だよ」

　そこへ、同室の連中が部屋に戻ってきた。進藤の説教が終わったようだ。

「……！　ご、ごめん。今部屋の奴らが戻ってきたから切るね」

　慌あわてて俺は一度電話を切った。




　それから俺は橋本に消しゴムかけをやってもらいつつ、様々な思いを胸に原稿作業の続きを進めた。




　　　　＊




　翌日、修学旅行四日目。

　今日は班の自由行動の日だった。

　行動班は、俺、橋本、茉莉、みなせ、山城さんの、計五人。

　事前に決めたとおり、俺たちは『美ちゆら海うみ水族館』と『沖縄のアニメイト』という謎なぞの組み合わせの二つのスポットに行くことになっていた。




「……！」

　バスを降りて班ごとに集まった際、茉莉と顔を合わせる。

　目が合って、思わず逸そらしてしまった。

　電話の時は、嬉しい知らせがあったからそれどころじゃなかったけど、実際改めて顔を見ると、昨日の布ふ団とんの中でのことを思い出してしまうな……。

「みなせ班、みんな集まったねー!?　じゃ、移動するよ～！」

　班長のみなせが、俺たちの点呼を取って移動する。

　今日の自由行動は、タクシーを貸し切って移動することになっていた。

　沖縄のアニメイトは、俺たちが泊とまっているホテルがある那覇から近く行きやすいのだが、美ら海水族館までがいかんせん遠い。

　午前中に水族館まで移動して、昼食を食べてから水族館を見学し、夕方頃ごろ那覇まで戻ってアニメイトへ行き、夕食を食べて終しゆう了りよう、という計画になっていた。

　運転手以外に五人乗れるというワンボックスタクシーに乗り込む。

　助手席に班長のみなせ、二列目に茉莉と山城さん、後部座席に俺と橋本が乗り込む。

「それでは、出発致いたします」

「宜よろしくお願いしまーす！」

　運転手のかけ声で、タクシーが出発する。

「昨日の夜、そっちの部屋も原稿作業してたの？」

　助手席に座るみなせが、俺に声を掛かけてきた。

「あ、うん。橋本に消しゴムかけ手伝ってもらいながらね。そっちの部屋も、ってことは、女子部屋もあの後部屋で原稿作業したの？」

「うん、あたしと雛子で消しゴムかけとかベタ塗ぬりとか手伝ったんだよー！」

　みなせだけじゃなく、山城さんも手伝ってくれたのか。

「でもー、その前暫しばらく生駒さん部屋にいなかったみたいだけど、君島君の部屋で原稿作業してたのー？」

「！」

　山城さんの質問に、俺は思わずギクリとした。いや、本当に原稿作業してたんだから、隠かくすようなことではないのだが……。

「う、うん。俺の部屋で原稿作業してた」

「やっぱりそうだったんだ！　茉莉ちゃんに聞いても全然教えてくれないんだもん」

　みなせが言う。茉莉、俺の部屋に行ってたこと言ってないのか。

「えー、生駒さんすごいねー。男子だらけの部屋に一人で乗り込むなんてー。雛子だったら無理かもー」

「……！」

「いや、男子だらけの部屋じゃないよ。俺らは全員外に行ってたから、原稿作業中は泉と生駒さんの二人」

　橋本が説明した。

「えー、そうだったのー!?　ホテルの部屋に二人きりとかやばいじゃーん！」

　山城さんが興奮した様子で騒さわぎ出す。くっ、橋本の奴やつ、余計なことを……！

「ねえねえ、なんかえっちなこととかしたのー!?」

　山城さんは座席の上から顔を出して俺に尋たずねてきた。

「なっ!?　何言ってんの!?　んなわけないじゃん！」

　山城さんのとんでもない発言を大おお慌あわてで否定する。この子、何を言い出すんだ!?

　エッチなことなんて……。…………。思わず、昨日あったことを思い出してしまう。

「あれー、なんか君島君顔赤くなってなーい？　やっぱりなんかしたんだー!?」

「してないわよっ！　ず──っと原稿作業してただけ！」

　俺が動どう揺ようしていると、茉莉がすかさず否定した。茉莉は、耳まで赤くなっていた。

「なんかあやしー」

「怪あやしくないわよっ！」

「でも、なんでそんなに男子が部屋にいなかったの？」

　みなせが、俺の顔を見て尋ねる。

「ああ、なんか大野が露ろ天てん風ぶ呂ろ覗のぞける場所があるとか言い出して、俺はそこまで興味なかったけど面白そうだからついていって……」

　橋本が、自ら馬ば鹿か正直にそこまで話して、さすがにやべ、っという顔になる。

　コイツ、一体どこまで隠し事ができない男なんだ……。

「はー？　何それー？」

　山城さんの高い声が、一気に恐おそろしいものへと変わった。

「だからあの部屋に誰だれもいなかったってわけ……!?　男子共どこまでバカなのよ!?」

　茉莉も便乗してキレ出す。

「いや！　でも、結局全然見えなかったし！　しかも見てないのに進藤には怒おこられるし……」

　橋本が慌てて弁解しだす。

「そういう問題じゃないんだけどー！」

「橋本マジ最悪ーっ！　ってか泉以外の他ほかのそっちの班の男子超ちよう最悪！　泉も止めてよ～！」

　それから暫くの間、橋本が茉莉、みなせ、山城さんの三人に攻こう撃げきされているのを、俺は気の毒に思いながら見守っていた。




　それから約二時間弱かけて美ら海水族館に到とう着ちやくし、水族館の中にあるレストランで昼食をとる。午後から、水族館内の見学に移った。

「き、昨日は、あれから結構原稿進んだの？」

　大きなジンベエザメの水すい槽そうを見ながら、俺は今日初めて茉莉に声を掛けた。自分でも分かるくらい動揺が声に表れてしまっている。

「……！　あ、あんまり……。ノルマは、達成できなかったわ」

　茉莉の方も、なんだかいつもより少し緊きん張ちようしているかのように思えた。

「そ、そっか……俺も」

　こんな些さ細さいな会話をするだけで、昨日のことを思い出して妙みように緊張してしまう。

　茉莉がノルマを達成できなかったなんて、珍めずらしい。もしかして、俺と同じように、ホテルの部屋でのことを思い出して集中できなかったのだろうか……？　なんて考えてしまう。

「でも……ほんと良かったよね。一話目の評判良かったみたいで」

「……！　ええ、そうね」

　俺が茉莉の顔を見て言うと、茉莉もやっと俺の顔を見てくれて、微笑ほほえんだ。




　水族館を大体見学し終えた後、再びタクシーにのって那覇まで戻もどり、沖縄県に唯ゆい一いつというアニメイトへ向かった。

「アニメイトって、オタクの店のことだったんだー？　雛子初めて来たー。うけるー」

「あっ泉！　なんかスリーピースのグッズとかも売ってんじゃん！」

「あ、あはは……。俺も初めて来た」

　アニメイトの存在は勿もち論ろん知っていたが、まさか生まれて初めて来たアニメイトが東京ではなく沖縄だなんてな。

「あっ茉莉ちゃん！　沖縄限定グッズとかも売ってるよ！」

「沖縄限定グッズって言ってもこれ、ちんすこうじゃない。ただのお土産みやげじゃ……えっ、『マイ・アス』のちんすこうが売ってる!?　噓うそでしょ!?」

　気付けば、茉莉とみなせは二人でアニメイト店内のグッズを見て盛り上がっていた。

　沖縄に来てまでアニメイトに行くなんてどう考えてもおかしいだろ、と思っていたが、二人がこんなに楽しそうにしているなら、来て良かったな。




　　　　＊




　その日の夜。修学旅行最後の夜。

　さすがに男子共が部屋にいたので、茉莉を呼ぶことができなかった。

　昨日のことがあって、教員の見回りも今までより厳しくなっているらしく、尚なお更さら難しい。

『今日は、各自部屋で原げん稿こう作業ね』

　茉莉からラインが来る。少し残念に思いながらも、『了りよう解かい』と返信した。

　それから原稿作業を始めようと準備していると、俺たちの部屋の扉とびらがノックされた。

「……みなせ！」

「じゃーん！　花火持って来たんだ！　進藤に聞いたら、最終日だし就しゆう寝しん時間前までだったらやっていいって！　いっぱいあるからみんなでやろ！」

　みなせが、花火セットを手に持って立っていた。

「え、マジで!?」

「おおーっ！　香月やるじゃん！」

　みなせのセリフを聞いて、部屋の連中もテンションが上がる。

「えー、泉以外はどうしよっかなー。昨日、女子風呂覗きに行こうとしてたんでしょ？」

　みなせが呆あきれた様子で部屋の連中に言う。

「なっ、なんでそれを!?」

「でも結局、覗けてないし……っていうか、俺はこいつらを止めようとしてついていっただけだって！」

「おっ俺は、大野になんだかわけも分からず連れて行かれて……」

　途と端たんに調子のいいことを言い始める部屋の奴ら。

「おいお前ら！　ノリノリでついて来ただろが！」

「あはは、もう、冗じよう談だんだって。じゃ、準備できたら、後でホテルのプライベートビーチに集合ね！」




　原稿作業は、とりあえず深夜にやることにしよう。なんてったって、今日は修学旅行の最終日なんだから、修学旅行を最後まで満まん喫きつすべきだ。

　浜はま辺べに集合すると、みなせの部屋の女子たちが既すでに花火を楽しんでいた。

「はい、いっぱい持って来たからどんどんやっていいよ～！」

　砂浜に置かれた花火を一本取って、火を付ける。

　だけど、そこに茉莉の姿がないことに気付いた。

　あれ？　茉莉はもしかして、原稿作業を進めるために、花火をしに来なかったのか？

　花火だって、茉莉の言う『テッパンイベント』なんじゃないのかよ。……なんて、残念に思っている俺がいる。

「ははははは！」

「うおおおお橋本！　花火振ふり回しながらこっち来んな！　危ないだろうが！」

　小学生かよこいつは！

「……！」

　橋本から逃にげ回っていたら、少し離はなれたところでしゃがみ込んで丸くなっている背中を見つけた。

「こんなところで、一人で何やってんの？」

「……！　泉……」

　みなせや山城さんと仲良くなっていそうだったので、完全に安心しきっていたが、やっぱり今でもみんなの輪に入って行きづらかったりするのだろうか。

「一人で花火見つめながら、色々と考えてたの」

　茉莉は、線せん香こう花火をやっていた。

　パチパチと小さな火花が散るのをじっと見つめている。

「私、線香花火が一番好き。何本か持って来たから……あんたもやっていいわ」

　茉莉に線香花火を一本渡わたされる。俺は自分の花火を茉莉の花火に近づけて、火をもらった。

　なんだか、夜の海に二人きりみたいでドキドキする。実際は、みんないるんだけどさ。

「色々、って……？」

「……３ちゃんねるに、生駒アギトは一人で描かいた方がいい、ってあったのを、あんたは気にしてたみたいだけど……」

　茉莉は花火から俺に視線を移す。

「私は、そんな風に思ってない。私は……これからも、あんたと描きたいって思ってる。私には、あんたが必要だから……」

　茉莉は、真っ直すぐに俺を見つめて、俺にとって最高に嬉うれしい言葉を口にした。

「ま、茉莉……」

「だから今回、あんたに……半ば強ごう引いんに、ラブコメテッパンイベントを教えたんだけど……ど、どうだった？」

「……！」

　茉莉は、そんなことを考えてくれていたのか。

「そうだな……確かにめちゃくちゃ強引だったけど、ラブコメアニメ見るよりずっとドキドキできたし、今までより理解できたと思う」

　それは俺の正直な気持ちだった。

　ラブコメアニメなんかの、何倍もドキドキした。茉莉が身体からだを張ってくれたおかげで、ラブコメイベントも悪くないな……なんて思えたりもした。

　あまりに多すぎると、心臓に悪いけどな。

「今回すごく理解を深められたし、これからも、ラブコメについてもっと真しん剣けんに勉強しようって思う。だ、だから……これからも、俺と一いつ緒しよに漫まん画が描いてくれるかな？」

　俺が茉莉の目を見て言い切ると、俺と茉莉の線香花火が同時に地面に落ちた。

「……！　あ、当たり前でしょ！」

　茉莉の言葉に、嬉しくなる。

　もう、ネット上の奴やつらに萌もえに理解がない新人、なんて言わせるものか。茉莉の足を引っ張ってる、なんて思わせてなるものか。

「良かった。じゃあ……改めて、これからもよろしく」

「……。ええ、こちらこそ……よろしく」

　俺たちは暗くら闇やみのなかで、互たがいに微笑んだ。




　　　　＊




「よっしゃああ、最終日、原稿頑がん張ばるぞ！　なあ、橋本！」

「え!?　お、おう！」

　それから花火を終えて部屋に戻ってきた後、消しゴムかけ要員として半ば無理矢理橋本を巻き込み、最後の原稿作業に燃えた。

『あと一ページでノルマ達成！』

『私はあと四コマよ！』

　途と中ちゆうで橋本は先に寝ねかせ、明日あしたはほとんど帰るだけなのをいいことに、夜中の三時まで茉莉とラインをしながら原稿作業を進めた。

　その甲か斐いあって、無事俺は修学旅行中のノルマを達成することができたのだった。







　最終日。

　午前中に首しゆ里り城じようを見学して、この日はもうそのまま東京へ戻るため那覇空港へと向かった。

　空港で少し自由時間があり、そこでそれぞれお土産などを買う。

「あ、茉莉！」

　お土産屋で俺は茉莉の姿を発見して声を掛かけた。

「泉、どうしたの？」

「昨日の夜……原稿のノルマ達成したあと、最後の力を振ふり絞しぼって寝ないで書いたんだ！」

　俺は茉莉にネタ帳を渡した。

「今後の『バトアイ』の展開のネタ！」

　それは、今回萌えやラブコメテッパンイベントについて身体を張って教えてくれた茉莉への、俺からのお礼のような意味合いも含ふくんでいた。

　今まで萌えについて理解出来ていなかった俺が、茉莉のおかげでこれだけ理解出来る様になった！　ということを伝えたかったのだ。

「へえ……あんた、そんなに疲つかれてる中寝ないで書いたなんて、どんだけ頑張るのよ」

　茉莉は言いながら、俺が書いたネタ帳をパラパラと捲めくる。心なしか嬉しそうだ。

「いや、やる気が漲みなぎって来ちゃって、眠ねむ気けどころじゃなくなっちゃってさ！」

　だが次の瞬しゆん間かん、茉莉の顔がみるみる歪ゆがんでいくことに気付く。

「な、何よこれ……!?」

「え？　だから、今後のバトアイの……」

「『ヒロインの樹里亜が、ライブ中にみんなの前でアイドル仲間におっぱいを揉もまれる』!?　『グラビア水着撮さつ影えい中に水着が取れる』だあ!?　同じ四話の中で、なんでこんなエロイベントばっかりたくさん起こすのよ！」

「え、だ、だって……そういうイベントって、あればあるほど楽しいし、読者は喜ぶだろ!?」

「そんなわけないでしょ!?　限度ってものがあるじゃない！　それにこれ、この旅行中の私に起きたことばっか……」

　茉莉は真っ赤になって憤ふん慨がいしている。

「あ、あんた……やっぱりだめ！　ラブコメイベントっていうのはスパイスとしてたまにあるから嬉しいの！　こんなに乱発したって逆効果よ！　やっぱり、まだ全然ラブコメについて理解出来てないじゃな──いっ！」

「え……えぇ～っ!?」

　最終日に、俺はなぜか茉莉から怒おこられるハメになったのだった。







　思えば、あっという間の修学旅行だったな。

　俺と茉莉にとっては、原げん稿こう合宿のようなもんでもあったけど。

　寝不足で、めちゃくちゃ大変だったけど、それでもすごく楽しかった。

　毎日沖縄を満喫して遊んだことも楽しかったけど、何よりも……。

　ホテルの部屋で、茉莉といたときが一番楽しかっただなんて、せっかく沖縄まで来たっていうのに、俺は罰ばち当あたりかもしれない。







　さて、東京に戻もどってからが俺たちの本当の戦いだ。

　茉莉と協力して頑張って、意地でも締しめ切りに間に合わせてやるからな！






７









「へー。じゃ、無事ノルマ達成できたんですか」

「ま、こんなもんよ！」

「すごいですね。正直絶対無理だと思ってたのにー」

「ちょ、あんた失礼ね!?」

　東京に戻ってきたその日から、俺たちは既すでに茉まつ莉りの仕事場で原稿作業を再開していた。




　それから二日間、ほとんど休むことなく仕上げ作業に精を出した。締め切り日前日は、俺とエミリちゃんは仕事場に泊とまって作業を進め……。

　締め切り日当日の夜七時過ぎ。

　なんとか『BATTLE IDOL!』二話目の原稿が、無事完成した。それも、俺も茉莉も納なつ得とくのいくクオリティで。

「終わったああ～！」

「長い戦いだったわ……」

　俺と茉莉は思わず床ゆかに倒たおれ込み、原稿が終わった喜びを嚙かみしめる。

　今まで茉莉と共にやってきて、読み切り、連れん載さい、全すべての漫まん画がの仕事を思い返して、締め切り的には一番大変な原稿作業だったような気がする。

「お二人とも、ほんとお疲れ様でした」

　そんな俺たちに、エミリちゃんは労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「うん……エミリちゃんも、ありがとね」

　俺の言葉に、エミリちゃんは微笑ほほえんでくれた。

「ほらもう、ちょっと休んだら出版社行かないと。休んでる暇ひまないですよ」

　エミリちゃんの態度がもと通りに戻ってくれて、本当に良かった、と改めて思う。




　その日はエミリちゃんにはそのまま帰ってもらって、俺と茉莉は原稿を早さ乙おと女めさんに直接渡わたすために、富ふ士じ見み社しやへと向かった。




「はい、しっかり受け取りました♪　二人とも、本当にお疲れ様でした！　今回は私も、間に合うかハラハラしましたが……修学旅行で大変な中、よく頑張りましたね！」

　出版社の打ち合わせブースにて。

　穏おだやかモードの早乙女さんは、天使のような笑顔で原稿を受け取った。

「とりあえず、まずは一度休んで下さいね。また近いうちに、打ち合わせしましょう」

「はい、ありがとうございます……」

　早乙女さんの労いの言葉が、素す直なおにありがたかった。

　俺たちのヘトヘトな様子を見て、早乙女さんがそう言ってくれたので、今日は原稿を渡しただけでそのまま帰ることとなる。

　帰ったらすぐに、風ふ呂ろも入らずに寝てやる！　今すぐにでも眠ねむれそうな程ほど、俺は寝不足だった。勿もち論ろん、茉莉もそうだろう。

　俺と茉莉が帰るために席から立とうとした、そのとき。

「ちょっと！　何このネーム!?　次のネーム勝手に変えちゃったの!?　打ち合わせと全然違ちがうじゃん！　こういうことされたら困るよ～！」

　何やら穏やかではない声が聞こえてきて、びっくりする。

　この出版社の打ち合わせブースではよく他ほかの漫画家も打ち合わせをしているので、たまにこうして他の漫画の打ち合わせの声が聞こえてくるのだ。

　これは、編集者の声だろうか。

　今のセリフから察するに、漫画家が、打ち合わせしてきたのと違うネームを描かいてきてしまい、編集者が焦あせっている……という感じだろうか。なんだか大変そうだなあ。

「……も、……が……」

　その声に反論、もしくは言い訳していると思われる漫画家の声がうっすら聞こえてきたが、異様に声が小さくて何を言っているかは全く聞き取れない。

　編集者の声の様子からして、俺たちの結構近くに座っているみたいなんだけどな。

　……ん!?　この異様に小さい声、聞き覚えがあるじゃないか！

　同期の大賞作家、一いちノの瀬せ白しら雪ゆきの声だ。

「そんなこと言われたってね～、打ち合わせで二人で決めたでしょ？　その通りやってもらわないと」

「……お願い、します……一度だけでも……見て、下さい」

「！」

　小さくか弱い声だったが、確かに俺の耳には一ノ瀬白雪の声が聞こえた。

「そ、そんなに言うなら……分かったよ」




　　　　＊




　その日の夜。

　一ノ瀬白雪から珍めずらしくラインがあった。

　同期作家のライングループではなく、俺個人に向けてのものだった。

『……ネーム、通った。前より良くなっていると云いって貰もらえた……。感謝する。』

「……！」

　あの後、無事ネームを見てもらえて、認めてもらえたのか。良かったじゃないか。

　分かってもらえるはずない、などと言っていたが、案外話せばちゃんと分かってくれる編集者だったんだな。

　それにしても、『感謝する』か……。

　あの一ノ瀬白雪にそう言ってもらえたなら、余計な口出しした甲か斐いあったなあ……なんて思えた。







　翌日の月曜日。

　一日寝ねただけじゃまだ修学旅行と原稿作業の疲つかれが取れていないが、俺は学校帰りに茉莉のマンションへと向かっていた。

　今日は仕事の予定はないが、今の俺はやる気に漲みなぎっているので、三話の展開についてすぐにでも話し合いたい、と思っていた。




　原稿も無事提出できたし、何もかもがうまくいっていたように感じていた。

　だけど、同時に何か大事なことを忘れているような気もしていた。




「はあ!?」

　玄げん関かんの扉とびらを開けて仕事場に上がると、すぐに玄関まで茉莉の大声が聞こえてきた。

　今日は一体、何を騒さわいでいるのだろう。

　またエミリちゃんと喧けん嘩かでもしてるのか？

　玄関の靴くつを見ると、案の定エミリちゃんが来ているようだ。

　家の中に上がり、声がしたリビングまで移動して、扉を開けた。

　リビングでは、茉莉とエミリちゃんがソファーに座り、お菓か子しを食べながら話していたようだが……なんだか空気が神しん妙みようである。

「あんた今、なんて言ったの!?」

　俺のことなど全く気にすることなく、茉莉が酷ひどく慌あわてた様子で、エミリちゃんに尋たずねた。




「だから、今月からアシスタントを辞やめさせてもらおうと思うんです。急で申し訳ないんですけど」




「え……!?」

　彼女の言葉に、俺は耳を疑いたくなった。




　エミリちゃんが、うちの仕事場を辞めてしまうだって……!?

　どうして突とつ然ぜんそんなことを言い出したんだ？　今彼女に辞められたら困るのに……。




　あまりに突然の出来事に、俺は啞あ然ぜんとして何も言えなくなり、ただその場に立ち尽つくした。
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　こんにちは、村むら上かみ凛りんです。ご無ぶ沙さ汰たしております。

　この度たびは『オレと彼女の萌もえよペン』第三巻をご購こう入にゆう下さり、誠まことにありがとうございます！　皆みな様さまのおかげで三巻を出すことができました。心より感謝申し上げます。

　三巻は修学旅行回ということで、今までの『萌えペン』の中で一番ラブコメらしい巻になったのではないかなあと思います。初心に返り、ラブコメの基本を描えがけるよう心がけました。いかがでしたでしょうか。

　私も大学時代の研修旅行先が沖おき縄なわでしたので、当時を思い出しながら執しつ筆ぴつしました。

　とはいっても、研修旅行でしたので建築物の見学などがメインで、あまり沖縄っぽいことはできなかったのですが……。それでも、ホテルの部屋でかくれんぼしたり、夜一つの部屋に集まってお酒を飲みながらトランプをしたり、夜の海でお酒を飲みながらハンモックに寝たり砂の城（というかもはや砂の山）を作って遊んだり、酔よった勢いで三人でホテルの部屋のお風ふ呂ろに入って大声で歌ったりと、楽しい思い出もたくさんできました。というか今思い返すとお酒飲んでばかりですね、はい……。お酒を飲んで初めて記き憶おくが飛んだのもこの旅行のときだった気がします。

　こうして書くといかにもリア充じゆうっぽく見えますが、女子大でしたので、この本のようなラブコメ的な甘酸っぱいあれやこれやは一いつ切さいありませんでしたけども（笑）。




　担当して下さった編集者様、ありがとうございました。この本がこのような形で完成できたのは、編集さんのおかげです。今後初心を思い返して今まで以上に精しよう進じんします。

　イラストを担当して下さったつかこさん。今回も素す敵てきな表紙イラストと挿さし絵えをありがとうございました！　思わず手に取りたくなる程ほど華はなやかで素敵な表紙イラストに、にやけてしまうような魅み惑わく的なピンナップでした！

　そして、いつもお手紙やツイッター上で感想を下さる読者の方々。お返事できずにすみません。全すべて読ませて頂き、たくさんの幸せと本を書く活力を頂いております。本当にありがとうございます！

　次巻も今まで以上に皆様に楽しんで頂ける作品が執筆できるよう頑がん張ばりますので、お手に取って頂ければ幸いです。


村上凛






[image: ]


















オレと彼かの女じよの萌もえよペン３








村むら上かみ　凛りん





富士見ファンタジア文庫





平成27年5月25日　発行





ver.002





©Rin Murakami, Tsukako Akina 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『オレと彼女の萌えよペン３』

平成27年5月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg
4

. /
X TP
Seumpning,

%ﬁ&.%ﬁﬁk&%qrnt

A.rﬂ.fém.é&,k.ﬂmmm.owfru o
ROQ 2000

e TR e
ERABO bz
R0 0 V22,

it N e
EETROWK i
LNl Ve
M.

LSRGy
R¥-p10 [

|

R N Progioy o oL

g RS20,
“ ..., o)
908 350,

B2y 0

®
2\ TRBIERELEDS -

SRR 1 g0





item/image/kuchie-002.jpg
4
5
=
S
30
k SN
i
&
o8y






item/image/kuchie-003.jpg
o (REIDBRDISZE T =D
WolBd.

Bk, Beok!
R. FLBEOTRHEREY

HLTADIF! ?






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
W4

s |
N/ |

/) \: » N :',






item/image/p095.jpg





item/image/gaiji-cid152-m-h.png





item/image/p211.jpg





item/image/p004-005.jpg
P2ERHIE
3 Minase Kouzuki

ROHEUH.
LWAMCH U7

Anri lkoma

KA D). FE
(SRR
$4. ROMWL
TICBERE
MR IO

P ERER

Emiri Tsubaki

RERFADT VAR
> b IHEDOA
KB 1KYy
FLTRLFERL

B0, RERIERE

A

7
a3y EOtOFEEY,
RADIES. BARNDER
HE < 3P

ROOSAAA b+
T. PROFHS

Hinako Yamashiro
ROUSAAA b, BREEHHRL.
B2 THAYTEWSELDRSE
s EEH
Naozumi Aoi
TYESHYITTRoIMASER. )N
PIVEBIEDIRTESLELE

Yuri Saotome
RERFADIBLR
R BERIVEY
FESHOH, BE
DEICRBEMHLE
BROTHELL—@
(35

& FRBA
Akito Serizawa
[FEWNYAR—-] T
FEa—-ULIcHAR
BR. 2TORMEIIC
BOUERZHITS
F¥>558

2 EBIRF

~ Matsuri lkoma

[BATTLE IDOL!] @
EILF PS50 —(F@
18, IBEDMBA -
EdE. REDOSIF
ICHEEMI3

PNELSYF

Murasaki Yakumo

DL

P RERE

& n
Editor

JFYKESHhy I TR0l
RARTRXZARE
B3MABER. L
EPHRBJBEATTAA

[ Mo 7
YR] TF
Ea—-ULIc
HARE
R, £E¥3
EUTH®

( —
—
(-]
—
[—
—_—
=D
—
[—
—
(—J
—
(—J
—
[—}
(-]
-
(—J
. —
(-]
—






item/image/p227.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/p147.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編











item/image/allcover-001.jpg
i)
OTENHDA

18168EFN. AR,
SR
EoERORRI7 Y IITHRI
TEWERH,
[BEAEASIICLTPENE. &
ZUPRICLTN T2,
IAPRDSEMENKET, B
NENESAEDN T L 5E T
BELTVSEVLAILITES T
FEU. STHCOSRRIEE
£

U HP K &AL = F 20 2 Wi - T
F R LTV CRMATRMENESDEA TS DY EE
TR, SAGKIRE I BINY | IS i R 587

B ] BATIRATITY, 4T [B%R. ¥
SR LT ORI, FRTHNMIC I T2
RECH 2] 2APoTORVS L, BOHBDES
Wy FTRAIO TV EE LTRIES S hLL B E 05
BRERTLE e i HADIORE LCHHRIEEITT
KOUMTS 7324 XY PRWACHZD LBV #
FME, E—F, ZLTEAE D OB EHNF TN

+
L
£
&
%X
(2]
W
z
22
N

o

RN

SRR HEOHT =
NIFHAY  EE 0 TrUIITRE

B





item/image/p033.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/gaiji-cid665-m-v.png





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p161.jpg





item/image/p283.jpg





item/image/p003.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/p286.jpg
3k SETEIE a@j
A5 10t < HRERIB AT
\\T‘.T:‘—\:\\:i\—ta wik
"Q:\J)\ N T;T,‘\? _(({

| %45 Bande AN R
pANF S AREC (AN B

o PEHA WD (12 %
2B AR Fh o %
VI T TR ELE G ¢
4EH%EL A FuiEue LA 7
AE ARG < fer S xen 4 ;
v gt :
)T et I RE %
FFze) ! (eBty $
&£

\\ \\ # \k/
gz, R ! %





